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はじめに

東京大学先端科学技術研究センター（先端研）は、東京大学に 11 ある附置研究所の中でも、そ
のミッションとアプローチのユニークさで際立つ存在です。先端研は附置研究所でありながら特定
の専門分野を定めず、多様な学術的知見を掛け合わせることで、明るく豊かな未来を切り拓くブ
レークスルー―先端―を生み出すことを目指しています。現代社会では、情報技術や AI の飛躍的
な進歩により、単に知識を所有し収集することの価値は相対的に低下しています。その一方で、情
報の枠を超えた「新たな創造」こそが人間固有の価値として重要視されるようになりました。ま
た、複雑に絡み合う社会課題に対処するためには、空間的・時間的に遠い出来事にも深く共感でき
る「想像力」が、人間ならではの能力として不可欠です。
このような時代において、大学、特に最先端の科学技術に携わる大学の役割は大きく変革を遂げ
ています。これまでの科学は、森羅万象を細分化し、それぞれの専門領域で真理を深く探求するこ
とで発展してきました。しかし、現代の複雑な社会課題を解決するためには、多様な専門家たちと
課題の当事者が響きあい、新たなブレークスルーを「響創」することが必要であり、大学はそのプ
ラットフォームとなるべきです。先端研では、多様なバックグラウンドを持つ研究者がコンパクト
なキャンパスに集結し、理性と感性の両面から多層的に連携し、専門分野の垣根を越えた「響創」
を展開しています。
先端研のユニークさは、その評価のあり方にも表れています。論文の引用数やインパクトファク
ターといった旧来の指標に過度に囚われることなく、個々の研究者が社会に与えるインパクトを多
様な価値軸に沿って評価することを目指しています。いわば、評価の軸そのものを創造することも
先端研の重要なミッションの一つであり、これは、既存の枠組みにとらわれずに新たな価値を生み
出そうとする先端研の精神を象徴しています。
このように多様かつ型破りな先端研の全体像を説明することは非常に難しい挑戦です。カオス的
ともいえる先端研を、いくつもの独立な軸に沿って射影して、多様な先端研像を皆様に提示するこ
とは可能です。皆様がそれぞれに、このような像を立体的に再構成して、先端研のイメージを想像
していただくようにお願いするしかありません。
今回皆様にお届けする先端研ファクトデータブックは、いささか無機質ながら、先端研の活動を
さまざまな軸に沿って投影したデータの集まりです。これらが先端研の姿を皆様に伝えるメッセン
ジャーとなって、皆様と私たち先端研との多層的な対話がはじまり、やがてそこから多様な「響
創」が醸し出されることを願っています。

2026年 7月 1日
東京大学先端科学技術研究センター所長　杉山 正和
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1 2025年度の研究教育活動

1.1 概要
2025年度、先端研は「学際的協働による知の深化」と「社会実装の加速」を重点的に推進し、世
界的な研究成果の発信および組織基盤の抜本的な強化において顕著な成果を上げた。
研究面では、世界的な影響力を示す指標の１つ「Highly Cited Researcher 2025」に西増弘志教授

（構造生命科学分野）が選出されたことをはじめとして、河野龍興教授（水素エネルギー分野）の
文部科学大臣表彰、星野歩子教授（細胞連関医科学分野）の東京理科大学物理学園賞の受賞など、
多分野において世界水準の研究力を実証した。また、動物言語学分野の鈴木俊貴准教授による研究
成果の書籍化（小学館）および河合隼雄学芸賞をはじめとする数多くの賞の受賞は、高度な学術知
を社会へ還元し、広範な共感を得た象徴的な事例となった。
社会実装においては、2025年大阪・関西万博への多角的な参画が挙げられる。身体情報学、航空
宇宙モビリティ、先端アートデザインなどの各分野が、内閣府や海外パビリオン、地方自治体と連
携し、最先端の知見を展示・発信した。特に先端アートデザイン分野による和歌山ゾーンの総合プ
ロデュースは、芸術を通じた価値創造を具体化したものである。
研究推進の面では、量子物質科学、社会代謝システム、宇宙環境・惑星圏科学など最先端基礎
研究から現代的社会課題に対応する応用研究にまで様々な学術研究の分野から新教授８名が着任
し、先端研における研究領域を大幅に拡充した。特筆すべきは、フランス国立科学研究センター
（CNRS）等との連携による「Sol-X国際連携拠点」の設置であり、これによりエネルギー環境分野
における国際共同研究の基盤を構築したことである。さらに、学内連携として「浮体式洋上風力エ
ネルギー」および「宇宙資源」の連携研究機構へ参画し、部局を越えた学融合を深化させるととも
に、多賀城市の水素拠点化構想への参画等を通じて地方公共団体とも連携した地域社会への実効的
な貢献を目指している。
また、附属包摂社会共創機構を中心に神経学的多様性を尊重したインクルーシブな人材活用モデ
ルの構築に取り組むとともに、先端アートデザイン分野においては、デザイン思考からアート思考
への転換を軸とした STEAM 教育の深化を図り、知性と感性の統合による新たな価値創造を追求
した。
総じて 2025 年度は、卓越した個々の研究成果を組織的な連携へと昇華させ、社会実装へと繋げ
る総合的な体制を着実に進める一年となった。今後は、これらの基盤を最大限に活用し、地球規模
の課題解決に向けた「総合知」に基づく社会共創をさらに加速させていく。
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1.2 主な研究教育活動

Highly Cited Researcher 2025に西増弘志教授（構造生命科学分野）が選出

クラリベイト（Clarivate Plc）が 2025 年 11 月 12 日に発表した『2025 年版高被引用論文著者
（Highly Cited Researchers）』に構造生命科学分野の西増弘志教授が選出された。クラリベイトは、
過去 11 年間に執筆した論文の被引用状況において各分野の被引用上位 1%に入る論文を複数執筆
し、さらに専門家による定性的な評価を経ており当該研究コミュニティにおいても優れた功績を持
つ研究者を Highly Cited Researchersとしている。なお 2025年は、60の国と地域からのべ 7,131名
が選出され、日本を主要な研究拠点とする研究者 88 名、東京大学を主要な研究拠点とする研究者
14名が含まれている。

動物言語学研究成果の社会への発信
動物言語学分野の鈴木俊貴准教授は、動物のコミュニケーションを研究する中で、ヒトの言語の
起源や進化を紐解くことも大きな目標として研究を続けてきている。これまでの研究活動におい
て、例えば、シジュウカラが鳴き声を使い分けて異なる意味を伝えたり、それらを組み合わせるこ
とで複雑なメッセージを作ったりすることを明らかにしてきた。これまで鈴木准教授が切り拓いて
きた動物言語学研究の歩みを一冊の書籍（エッセイ）にまとめ、小学館から『僕には鳥の言葉がわ
かる』を刊行した。当該書籍については、都内公立中学校の図書便りや多数のメディアで紹介され
るとともに、SNSなどを通じて個人やさまざまな組織からも「夏休みの読書に最適」との評判を博
した。同書は、第 13回河合隼雄学芸賞（2025年 6月 3日）をはじめ数多くの賞を受賞した。

EXPO2025 大阪・関西万博
2025年 4月 13日から 10月 13日にかけて大阪府で開催された 2025年日本国際博覧会（大阪・関
西万博）に、先端研の複数の研究分野が参画した。身体情報学から先端アートデザイン、気候科学
まで、各分野の研究者・学生が内閣府・自治体・海外パビリオンと連携し、最先端の研究知見を広
く社会に発信した。各研究分野の取組みは以下のとおりである。

＜身体情報学分野＞
脳波計測技術を活用したインタラクティブ展示や、「リアルとデジタルが融合した社会」
をテーマとしたセッションに登壇するなど、身体と情報の境界領域における研究成果を発
信した。
アジェンダ 2025：リアルとデジタルが融合した社会のあり方（5 月 17 日、テーマ
ウィークスタジオ）
内閣府：ムーンショットパーク「脳波で、こころの中をのぞいてみよう」（8 月 12 日〜
18日、フューチャーライフエクスペリエンス）
大阪府：「10歳若返り」プロジェクト（7月 28〜29日、ギャラリーWEST）
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＜航空宇宙モビリティ分野＞
スイスパビリオンにおいて、将来の航空交通システムに関する国際的な議論に参加した。
スイス：Future Air Traffic（将来の航空交通）（5月 23日、スイスパビリオン）

＜地域共創リビングラボ＞
泉大津市と連携し、ウェルビーイングや未来都市デザインをテーマとした市民参加型の取
り組みを展開した。
泉大津市：IZUMIOTSU WELL-BEING EXPO 2025（5月 17日、大阪ヘルスケアパビリ
オン）
泉大津市：泉大津市共創チャレンジ「2050 年未来の泉大津市をバーチャルデザインす
る」（6月 24日、TEAM EXPOパビリオン）

＜先端アートデザイン分野＞
芸術を通じた価値創造と国際発信に取り組んだ。特に、吉本英樹特任准教授が「和歌山
ゾーン構築総合ディレクター」に任命され、コンセプト立案から空間デザイン・展示キュ
レーションまでを統括した。
イタリア：高野山会議 ITALIA（7月 26日、イタリアパビリオン）
和歌山県・イタリア：「利他の蓮華」〜一万人のこどもたちと「利他のこころ」「いのち
の大切さ」を世界に発信する（9月 30日〜10月 9日、和歌山ゾーン　他）

＜ ClimCOREプロジェクト＞
文部科学省と連携し、気候科学の研究成果を次世代向けに発信する展示に参加した。
文部科学省：わたしとみらい、つながるサイエンス展（8月 14〜19日、EXPOメッセ）

1.3 2025年度に就任した教授
先端研の研究領域をさらに拡充する 8 名の新教授が就任した。4 月には、神経学的多様性の尊重
と共生社会の実現を目指す綾屋紗月教授（附属包摂社会共創機構）、光・電気計測と生命科学を融
合する太田禎生教授（生命情報計測光学分野）、宇宙天気現象と惑星環境科学を推進する関華奈子
教授（宇宙環境・惑星圏科学分野）、革新的な量子現象と電子材料の開拓に取り組む関真一郎教授
（量子物質科学分野）の 4 名が着任した。8 月には芸術の社会実装と産芸学官連携を牽引する近藤
薫教授（先端アートデザイン分野）が就任し、10月には社会における物質・エネルギーの代謝を研
究する醍醐市朗教授（社会代謝システム分野）、環境・医療応用に向けた高機能材料の創製を目指
す江島宏貴教授（高機能材料分野）、景気変動と経済政策を探求する藤原一平教授（マクロ経済学
分野）が加わった。インクルーシブ社会、宇宙科学、量子材料、芸術、環境、経済と、多様な学問
領域にわたる新体制が整備された。

綾屋紗月教授（附属包摂社会共創機構）
就任日：2025年 4月 1日
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これまでマイノリティ当事者が自身の経験を仲間と共に探究・共有したり、学術研究に主
体的に関与したりするための仕組みづくりを推進してきた。それらを継続しつつ、今後は
国際的な連携に視野を広げ、特に自閉症者による自己権利擁護運動に学びながら、神経学
的な多様性を尊重し、違いを越えて人々が連帯して生きられる社会の実現を目指す。

太田禎生教授（生命情報計測光学分野）
就任日：2025年 4月 1日
顕微鏡や生体信号といった光と電気の計測、自在なマイクロ流体技術、ゲノミクス、細胞
工学、データ科学、マテリアル合成、生物物理・ソフトマター、と多岐に渡る専門性と
チームを連携・融合し、従来科学領域やハード・ウェット・ソフト技術領域の壁を超えて
生命医科学に新しい切り口を作っている。その過程で、生命の構造を読み取る様々なテク
ノロジーや生命計測のネットワーク化の実現により、未知なる生命医科学・物理学の新展
開や、次世代医療・産業創出にも取り組んでいる。

関華奈子教授（宇宙環境・惑星圏科学分野）
就任日：2025年 4月 1日
宇宙環境･惑星圏科学分野では、太陽活動が地球および他の惑星に与える影響を学際的に
探求している。オーロラや宇宙放射線変動などの宇宙天気現象の理解を深めるとともに、
地球型惑星がハビタブルな環境を維持するために不可欠な大気の保持条件の国際共同研究
にも力を入れている。

関真一郎教授（量子物質科学分野）
就任日：2025年 4月 1日
物理・化学・工学の視点から、革新的な電子材料を生み出すための研究を進めている。特
に、系の幾何学的な性質に着目した物質のデザインを行うことで、全く新しい原理の情報
素子・エネルギー変換素子の開発につながるような、未踏の量子現象の開拓に取り組んで
いる。

近藤薫教授（先端アートデザイン分野）
就任日：2025年 8月 1日
東京フィルハーモニー交響楽団コンサートマスターとして活動する傍ら、2020 年に先端
アートデザイン分野の立ち上げに携わり、「芸術の社会実装」を掲げてきた。知性と感性
の両面を磨く高野山会議、芸術を核とした新たな形の STEAM教育を実践する青少年高野
山会議などを引き続き主管し、豊かな「学びの場」を継続・発展すべく、産芸学官連携に
よる「芸術環境創造」の理念を浸透させ、恒久的なイノベーションの土壌を築き、美しい
社会の形成の一端を担っていく。

醍醐市朗教授（社会代謝システム分野）
就任日：2025年 10月 1日
人間の活動によって引き起こされる物質やエネルギーの環境からの採取と環境への排出
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が、プラネタリーウェルビーイングの実現の妨げとなっている。それらの解決に貢献する
ことを目的として、物質フロー分析やライフサイクルアセスメントといった手法を発展さ
せて、社会における物質とエネルギーのフローとストックを代謝と捉えて明らかにしてい
く。特にカーボンニュートラル、サーキュラーエコノミー、ネイチャーポジティブは、喫
緊の課題でもあることから、社会に還元できる研究成果を目指す。

江島宏貴教授（高機能材料分野）
就任日：2025年 10月 1日
高分子材料とそのバイオ応用に関する研究をさらに発展させるとともに、異なる研究分野
との共創を通じて、新しい研究テーマに挑戦していく。特に環境問題や先端医療に貢献す
る高機能材料の創製を目指す。

藤原一平教授（マクロ経済学分野）
就任日：2025年 10月 1日
経済を単なる数値の集まりではなく、複雑に絡み合った「システム」として捉えることに
努めている。その中で、景気変動がなぜ起こるのか、どのような要因が背景にあるのかを
探り、それに対してどのような政策が適切なのかを追究している。

1.4 研究教育組織の設置・更新
先端研の研究教育組織の体制に複数の変更が行われた。新たな取り組みとして、太陽光発電・水
素技術・ライフサイクルアセスメントを柱とするエネルギー環境分野の国際共同研究を加速するた
め、フランス国立科学研究センター（CNRS）等と連携した異分野連携ラボ「Sol-X国際連携拠点」
を設置した。また、炎症性疾患と核酸医薬の研究を継続・発展させるため、社会連携研究部門「炎
症疾患制御分野」の設置期間を 2026 年 3 月まで延長した。さらに、「個別最適な学び研究」「先端
光学素子製造学」「スポーツの価値（明治安田生命）」の 3つの寄付研究部門について、研究の継続
的な推進を目的として設置期間がそれぞれ延長された。

異分野連携ラボ「Sol-X国際連携拠点」の設置
太陽光発電や水素関連技術、ライフアセスメントに関わる先端研の各研究分野が、フランス国立
科学研究センター（CNRS）及びボルドー大学をはじめとする海外大学・研究機関との国際共同研
究活動を実施することによって、エネルギー環境に関わる世界規模での課題解決に貢献する学術
的・実用的研究を加速することを目的として、新たな異分野連携ラボ「Sol-X 国際連携拠点」を設
置した。

Sol-X国際連携拠点では、（１）太陽電池関連：無機半導体を用いた太陽電池（ペロブスカイト太
陽電池）の高効率化、ナノサイズの結晶を使った赤外光電変換素子の研究等、（２）水素生成技術・
光電気化学セル：ソーラー水素製造システムに関わる研究、光触媒・光電極による人工光合成、光
触媒・光電極のメカニズム解明、（３）ホットキャリア変換、TPV（Thermo Photovoltaic）：太陽光
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エネルギーの利用効率を高めるために、高いエネルギーを持つホットキャリアを高い出力電圧で電
流として取り出すホットキャリア太陽電池、太陽光を熱エネルギーに変換し、その熱エネルギーを
特定の波長の光に変換した後に太陽電池で発電する TPV技術、（４）太陽エネルギーシステムのラ
イフサイクルアセスメント：廃パネルのリサイクルまで含めた（１）から（３）にかかる技術・シ
ステムに関する技術成熟度が上がったことを想定した将来の環境影響の評価手法の確立、に取り組
む。これらの取組みにより、エネルギー環境分野の日仏国際共同研究をはじめとする国際共同研究
の拡充と、エネルギー環境分野での広範囲なプロジェクト提案の効果が期待される。

代表教員：醍醐教授
幹事教員：嶺岸准教授、岡田特任教授、久保特任教授
連携機関：

CNRS-2N (Center for Nanoscience and Nanotechnology)
Institute of Molecular Sciences, Univ. of Bordeaux
Organic Polymer Chemistry Laboratory, Univ. of Bordeaux
CNRS-IMS (Integration from Material to System), Univ. of Bordeaux
CNRS-IPVF (Photovoltaic Institute of Ile de France)

社会連携研究部門「炎症疾患制御分野」の設置期間の変更
社会連携研究部門炎症疾患制御分野（設置期間：2019年 4月 1日-2025年 9月 30日）は、炎症性
疾患の仕組みを解明しその知見を応用して疾患治療のための核酸医薬を開発することを目的として
いる。その取組みにおける研究成果については学術論文発表とともに核酸医薬に関する特許の申請
を行っている。また、炎症とがんに関する研究を推進し、これらを繋ぐ重要な分子である TCTP
分子の同定に成功した。これまでの研究の展開を鑑み、当該社会連携研究部門の設置を 2026 年 3
月 31 日まで延長させることにより、炎症とがんの研究から新規がん治療法の確立を目指すことと
した。

寄付研究部門の設置期間の変更
先端研の寄付研究部門のうち、以下の寄付研究部門の設置期間が変更された（表 1）。
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表 1 寄付研究部門の設置期間の変更

寄付研究部門名 新設置期間 旧設置期間

個別最適な学び研究 2022 年 4 月 1 日〜2027 年 3 月
31日

2022 年 4 月 1 日〜2026 年 3 月
31日

先端光学素子製造学 2023 年 4 月 1 日〜2028 年 3 月
31日

2023 年 4 月 1 日〜2027 年 3 月
31日

スポーツの価値（明治安田生命） 2023 年 3 月 1 日〜2029 年 2 月
28日

2023 年 3 月 1 日〜2026 年 2 月
28日

1.5 共用研究設備の登録

表 2 共用研究設備の登録

登録研究分野名 研究設備名 研究設備の概要 設置場所 貸出対象者

光量子イメージン
グ分野

多光子顕微鏡設備 二光子顕微鏡、高速スキャナー、
512x512ピクセル励起光源他

3号館 105室 学内限定

1.6 学内外組織との連携

浮体式洋上風力エネルギーと関連技術国際連携研究機構への参画
新領域創成科学研究科（主管部局）、工学系研究科、生産技術研究所、大気海洋研究所、未来ビ
ジョン研究センターと連携して『浮体式洋上風力エネルギーと関連技術国際連携研究機構』（設置
期間：2025年 10月 1日〜2035年 3月 31日）を設立した。当該連携研究機構は、複数の部局に分散
する、風力発電、浮体工学、電力・グリッド、港湾・船舶・海洋工学、ICT、HPC、海洋政策・エネ
ルギー政策等の幅広い学術と研究者群を結集し、浮体式洋上風力エネルギーと関連技術の研究開発
を深化・加速し、国や産業界、社会、海外機関と連携しながらこの分野を牽引し、社会に貢献する
ことを目的としている。先端研からは杉山正和教授と飯田誠特任准教授が参画している。

宇宙資源連携研究機構への参画
工学系研究科、理学系研究科、新領域創成科学研究科、未来ビジョン研究センター、総合研究博
物館と連携して『宇宙資源連携研究機構』（設置期間：2025年 10月 1日〜2035年 3月 31日）を設立
した。当該連携研究機構は、太陽系科学、材料科学、エネルギー工学、法学、経済学、国際関係論、
政策科学、さらには起業支援、知財戦略といった多様な領域にわたる本学の先導的知見を結集し、
複数部局の有機的連携による学融合を実現することを目的とする。これにより、既存の知識体系に
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新たな知見を付加し、宇宙資源に関わる科学・技術・制度の学理基盤を一層深化させるとともに、
理系・文系を問わず幅広い背景を持つ若手人材が、国際的な実証研究、社会実装プロジェクト、標
準化活動、国際制度形成といった多様な実践の場に主体的に関与し、次世代リーダーの体系的育成
を推進する。先端研からは、杉山正和教授、関華奈子教授、武見綾子准教授が参画している。

東京大学百五十年史編纂への対応
東京大学百五十年史編纂に関連して、担当する百五十年史編纂室から各部局に対して部局史を制
作することが求められた。その要請に対して、先端研では牧原出教授が担当することとなった。部
局史編纂では、過去 10 年分の先端研ボードをはじめとする各種会議資料や広報活動の記録などを
活用して取りまとめることとなった。

多賀城市 N1H水素拠点化構想協議会への参画
多賀城市に設立された N1H水素拠点化構想協議会から、2025年 12月 12日に同協議会への加入
が求められた。先端研は同協議会に参画することとし、多賀城市の地理的・産業的特性を活かし、
効率的な物流拠点の整備及び水素インフラの導入・整備の検討に協力することとなった。

1.7 主な受賞

令和 7年度科学技術分野の文部科学大臣表彰　科学技術賞（研究部門）

受賞者：河野龍興教授（水素エネルギー分野）
業績名：再生可能エネルギーを利用した水素エネルギーシステムの研究

第 8回東京理科大学物理学園賞

受賞者：星野歩子教授（細胞連関医科学分野）
受賞内容：がん細胞が分泌するエクソソーム（細胞外小胞）が転移先臓器の環境を変化させ、
がん転移を促進する仕組みを世界に先駆けて明らかにした。特に、がん由来エクソソームが血
管透過性を高め、転移の前段階で「前転移ニッチ」を形成する過程を実証し、がんの新たな病
態理解と診断・治療への応用可能性を提示した。さらに、近年では、がんにとどまらず、妊娠
や神経発達など生理的・病的過程におけるエクソソームの役割にも研究を広げている。

1.8 研究環境の整備

学生・研究員等向け共用スペースの整備
先端研では、教員の研究環境を十分に確保し、充実した環境を整備するために、効率的なスペー
ス運営が求められている。教員が利用するスペースの中には、外部から招聘する研究員の短期利用
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や、少人数の学生向けの居室などが含まれるが、これらのスペースは必ずしも常時 1室単位で確保
する必要はなく、数か月や数年の一時的な利用や共用利用で十分な場合もある。先端研内で利用可
能な居室が限られる中、研究活動の場として学生や各種研究員が短期的かつ共同で利用できること
を目的として、14号館１階 111号室を学生・研究員等共用居室として新たに整備した。

点字ブロックの改修
点字ブロックの配置が 3号館から 3号館南棟及び 4号館へのアクセスが難しいことから、3号館
から 3号館南棟あるいは 4号館までの敷設を行った。併せて、破損が進んでいた点字ブロックにつ
いても修繕した。
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2 先端研の組織

先端研は設立当初から教育研究機能と管理運営機能とを分離させている。教育研究機能は、教員
や各種研究員、学生を構成員とする研究分野や、様々な研究資金を基盤とする附属研究施設や附属
施設、異分野連携ラボ、社会連携研究部門、寄付研究部門、学内外研究者が主宰する協力研究室で
構成される。管理運営機能のうち、経営戦略室については 2025 年度に改革を行い、２つの会議
体ー経営会議と戦略会議ーに細分化した。経営会議は、先端研の研究教育を円滑に進めるために必
要な事項を審議決定する会議体であり、戦略会議は先端研の研究教育活動の充実化・強化を図る戦
略を検討するための会議体として機能している。教授総会と教授会については、それぞれ経営会
議・戦略会議において審議された組織運営や執行に関する決定事項のうち重要な事柄が報告される
会議体、教員人事に関わる事項を審議・決定する会議体としての機能を維持している。
また、先端研の経営方針・運営手法などを先端研内の利害から独立した視点で監督する外部有識
者から構成される機関として先端研ボードを設置している。この先端研ボードは、次期所長候補を
決定し大学本部に推薦する重大な任務も担っている。

2.1 研究教育の体制

研究領域と研究分野
先端研では、先端研における研究教育活動の概要をわかりやすく外部に伝えるため、６つの研究
領域ー材料、環境・エネルギー、情報、生物医化学、バリアフリー、社会科学ーを 2008年に設定し
ている。研究教育の基本単位となる研究分野は、それら研究領域のいずれかに位置付けられている
（表 3）。

附属研究施設、附属施設、異分野連携ラボ
先端研では附属研究施設として附属エネルギー国際安全保障機構、附属包摂社会共創機構を設置
している。これら２つの附属研究施設は東京大学基本組織規則第 44 条の規定に基づいて設置され
ているものであり、文部科学省の教育研究組織改革分の取組みとして実施しているものである。附
属施設として、経済産業省からの協力要請を受けて附属施設洋上風力開発推進施設を設置してい
る。また、先端研内の研究分野の横断・融合そして新分野開拓の促進を目的とする異分野連携ラボ
の体制を 2023年度に整備し、2025年度末までに４つの異分野連携ラボを設置している（表 4）。

協力研究室、社会連携研究部門、寄付研究部門、連携研究機構
協力研究室は、学内外の研究者が主宰し、先端研の教育研究活動と連携しながら研究を展開する
組織形態であり、現在８研究室が活動している。社会連携研究部門は、企業・外部機関からの資金
提供を基盤として設置される研究部門であり、産学連携による研究活動を推進している。寄付研究
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表 3 研究領域と研究分野（＊：2025年度新設）

2025年 10月 1日現在
研究領域 研究分野

材料 極小デバイス理工学分野、理論化学分野、高機能材料分野、社会代謝システ
ム分野＊、量子物質科学分野＊、超精密製造科学分野、超域分子機能化学
分野

環境・エネルギー 新エネルギー分野、エネルギーシステム分野、グローバル気候力学分野、宇
宙環境・惑星圏科学分野＊、減災まちづくり分野、地球環境化学分野、宇宙
惑星物質進化学分野、水素エネルギー分野、生物多様性・生態系サービス分
野、地域社会システム工学分野

情報 光量子イメージング分野、知能工学分野、航空宇宙モビリティ分野、身体情
報学分野、先端データサイエンス分野、生命情報計測光学分野、マシンイン
テリジェンス分野、動物言語学分野、先端アートデザイン分野、情報生体工
学分野、先端マルチスケール流体科学分野

生物医化学 ニュートリオミクス・腫瘍学分野、構造生命科学分野、ゲノムサイエンス＆
メディシン分野、細胞連関医科学分野、構造生命機能工学分野

バリアフリー 学際バリアフリー研究分野、当事者研究分野、インクルーシブデザインラボ
ラトリー、社会包摂システム分野

社会科学 政治行政システム分野、グローバルセキュリティ・宗教分野、グローバル合
意形成政策分野、国家安全保障構想分野、マクロ経済学分野、経済安全保障
インテリジェンス分野、科学技術論・科学技術政策分野

部門は、企業や個人からの寄付を財源として設置される研究部門であり、多様な分野における先端
的な研究取組みを支援している。連携研究機構は、既存の組織の枠を超えた学の融合による新たな
学問分野の創造を促進するため、複数部局が一定期間連携して研究を行う横断型の研究組織形態で
あり、先端研は複数の機構に参画するとともに、未来戦略ライフサイクルアセスメント連携研究機
構では幹事部局を担っている（表 5）。
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表 4 附属研究施設・附属施設・異分野連携ラボ

名称 目的 設置年度 備考

附属研究施設

エネルギー国際安全
保障機構

エネルギーの安定供給を確保しつ
つカーボンニュートラルを実現す
るためのイノベーション戦略を国
際的視座で策定

2023年度〜 次世代光電変換デ
バイス分野、風力
波力分野、エネル
ギー戦略分野、国際
比較政治変動分野

包摂社会共創機構 新しい技術・文化・制度からなる
多様な人材の雇用と教育、活躍の
社会基盤を実現。さらに、本学内
の地域共創・連携の仕組みを活用
し、全国各地への社会実装を推進

2024年度〜 専任の教授、社会包
摂システム分野、当
事者研究分野、イン
クルーシブデザイ
ンラボラトリー、先
端アートデザイン
分野の教員が参画

附属施設

洋上風力開発推進施
設

風力発電に関する研究開発をさら
に発展させ、国内外の学術機関、
団体・組織、企業等とを連携する
ハブ機関

2024 年 6
月〜

所長及び教員 1名

異分野連携ラボ

地域共創リビングラ
ボ

地域共創が導く先端研究と社会課
題解決

2024年度〜 異分野連携ラボ整
備前から活動展開

先端教育アウトリー
チラボ

学校や自治体、先端研教員や学生
と連携し、多様な教育実践を行い
ながら、持続可能かつ発展的な、
探究・STEAM教育モデルを開発

2024年度〜 異分野連携ラボ整
備前から活動展開

LEARN 個別最適な学
び研究ラボ

個々の子どもの認知や性格特性を
否定されず学び育つ社会の実現

2024年度〜 異分野連携ラボ整
備前から活動展開

Sol-X 国際連携拠点
ラボ

Solar to X（電気・燃料・熱）分野
を異分野・国際連携で開拓

2025年度〜 『太陽光エネル
ギー利用技術に関
わる日仏連携拠点
（NextPV）』の後継
組織
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表 5 協力研究室・社会連携研究部門・寄付研究部門・連携研究機構

区分 名称

協力研究室 情報デバイス分野、エネルギー環境分野、数理創発システム
分野、代謝医学分野、ケミカルバイオテクノロジー分野、合
成生物学分野、高機能材料分野、共創まちづくり分野

社会連携研究部門 再生可能燃料のグローバルネットワーク、炎症疾患制御、昆
虫制御空間デザイン、先端アートデザイン、ゲノムサイエン
ス＆メディシン、市民共創型スマートシティ、レーザフォト
ニクスセンシング

寄付研究部門 先端物流科学、個別最適な学び研究、スポーツの価値（明
治安田生命）、先端光学素子製造学、ごきげんな地域づくり
（Well-Being Community）人材育成研究

連携研究機構 未来戦略ライフサイクルアセスメント連携研究機構（先端研
内の研究部門：先制的 LCA社会連携研究部門）
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2.2 管理運営の体制

経営会議と戦略会議
2025 年度に、経営戦略会議を経営会議と戦略会議の２つの会議体に分離した。経営会議では先
端研の運営に関わる案件を審議し、戦略会議では先端研の研究教育活動に関わる事項を審議する。
経営会議の開催は隔週 1回、戦略会議については月 1回の開催とし、会議にかかる教職員の業務負
担の軽減化を図った。経営会議の運営方法に関しては、定型的な案件に関する審議にはメール審議
方式を採用し、経営会議の効率化を図りつつ、会議時間の短縮による審議不足が生じないよう努め
ている。経営会議や戦略会議の開催準備の効率化を図るため、戦略推進室では Google フォームを
利用した議題登録の仕組みの導入や、Google ドライブを活用した会議資料の共有化を図るなど積
極的な DX化を進めている。
経営会議は、所長、副所長、そして所長が指名する教授７名、事務長、後述する戦略推進室員２
名で構成される。一方、戦略会議は、経営会議を構成する教員等に加えて、所長が指名する教授１
名、准教授・特任准教授４名（うち２名は教授会セミナー・ハッピーアワー担当教員）、特任講師・
特任助教２名も参画している。それぞれの会議には事務職員と戦略推進室員が陪席している。

表 6 経営会議と戦略会議の構成員及び開催頻度

会議名 構成員 開催頻度

経営会議 杉山所長、稲見副所長、岩本副所長、近藤（高）副所長、伊藤
教授、近藤（武）教授、角野教授、中井教授、廣井教授、星野教
授、牧原教授、湯本特任教授、小枝事務長、中村戦略推進室長

月 2〜3回

戦略会議 経営会議構成員 14名、三村教授、白崎准教授、武見准教授、松
久准教授、吉本特任准教授、喜多山特任講師、森特任助教

月 1回

先端研ボード
先端研は、先端研の運営全般に関し助言及び評価を行うため、先端研ボードを置いている（東京
大学先端科学技術研究センター規則第６条）。先端研ボードの構成員は、わが国における科学技術
に関する研究の進展に関して識見が高く、かつ先端研の発展に強い関心を有する者の中から、教授
会による投票結果を経て所長が委嘱している（東京大学先端科学技術研究センター内規第 2 条）。
2025年度は先端研ボードの構成員に交代があり、前熊本県知事・蒲島郁夫氏、科学技術振興機構名
誉理事・中村道治氏、東京大学名誉教授・藤井眞理子氏、外務大臣科学技術顧問・松本洋一郎氏の
４名が退任され、日本科学未来館長・浅川智恵子氏、株式会社日立製作所名誉フェロー・小泉英明
氏、株式会社 steAm代表取締役・中島さち子氏、株式会社野村総合研究所顧問・増田寛也氏、株式
会社大和総研名誉理事・武藤敏郎氏の５名が再任され、さくらインターネット株式会社代表取締役
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社長・田中邦裕氏、情報通信研究機構理事・土井美和子氏、神戸市長・久元喜造氏の３名が新たに
就任された。先端研ボードの議長には、杉山所長から土井氏が指名された。

表 7 2025-2027年度の先端研ボード構成員（敬称略）

氏名 所属

浅川 智恵子 日本科学未来館長、IBMフェロー

小泉 英明 株式会社日立製作所名誉フェロー

澤 和樹 東京藝術大学名誉教授、元東京藝術大学長

田中 邦裕 さくらインターネット株式会社代表取締役社長

土井 美和子 情報通信研究機構理事

中島 さち子 株式会社 steAm代表取締役、音楽家

久元 喜造 神戸市長

増田 寛也 株式会社野村総合研究所顧問

武藤 敏郎 株式会社大和総研名誉理事

戦略推進室
組織運営の合理化と「総合知」による社会課題解決に向けた将来戦略の推進を目的として、2025
年度に経営戦略企画室を戦略推進室に改組した。所長直轄の組織として、「イベント」「インテリ
ジェンス・評価」「社会連携・産学連携」の 3 チーム体制で研究所運営を支援している。具体的に
は、経営会議・戦略会議・先端研ボード会議の開催支援、面積管理支援、産学連携・自治体連携・
国際連携支援、渉外活動、クロストークをはじめとするイベントの企画立案・運営といった定常業
務に加え、先端研のブランディング業務や国立大学法人評価対応業務も担う。なお、面積管理およ
びインテリジェンス・評価対応については、事務部と戦略推進室が密接に連携して業務にあたって
いる。

2.3 先端研フェロー及び先端研研究顧問
先端研のフェロー及び研究顧問には、国内外の教育・研究機関等に所属し、研究に深い知見と顕
著な業績を有する識者を委嘱している。
先端研フェローは、学術界・産業界・行政等での豊富な経験を活かし、先端研の研究活動や国際
連携活動に協力いただいている。2025 年度は、浅川智恵子氏（IBM フェロー、日本科学未来館
長）、チャン　ピン氏（Texas A&M 大学）、コープ　デイビッド氏（ケンブリッジ大学クレアホー
ル終身メンバー教授）、藤井眞理子氏（東京大学名誉教授）、藤田敏郎氏（東京大学名誉教授）、蒲
島郁夫氏（東京大学名誉教授）、岸輝雄氏（東京大学名誉教授）、小泉英明氏（株式会社日立製作所
名誉フェロー）、近藤豊氏（東京大学名誉教授）、李遠哲氏（中央研究院名誉院長）、御厨貴氏（東京
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大学名誉教授）、仁坂吉伸氏（和歌山研究会代表）、澤和樹氏（東京藝術大学名誉教授）、竹内勤氏
（慶應義塾大学名誉教授）、谷口維紹氏（東京大学名誉教授）、謝尚平氏（カリフォルニア大学スク
リプス海洋研究所）の 16名である。
先端研研究顧問は、研究分野等への助言や共同研究、連携活動を通じて先端研に協力いただいて
いる。2025年度は、伊福部達氏、小林光氏、西岡潔氏の 3名である。

2.4 分野アドバイザー
分野アドバイザーは 7つの研究分野等で計 17名が委嘱されている。身体情報学分野（5名）が最
多で、航空宇宙モビリティ分野・先端教育アウトリーチラボ・ClimCOREがそれぞれ 3名、グロー
バルセキュリティ・宗教分野、エネルギーシステム分野、所長アドバイザーがそれぞれ 1 名であ
る。産業界・行政・学術界など多様な分野の有識者が委嘱されており、海外研究機関に所属するア
ドバイザーも 2名（航空宇宙モビリティ分野）含まれる。委嘱期間は 1年未満〜5年と委嘱内容に
より幅があり、ClimCOREアドバイザーは 2030年 3月まで委嘱されている。

表 8 分野アドバイザー

名称 氏名 所属（主なもの） 委嘱期間
航空宇宙モビリティ分野アドバ
イザー

Michael Schultz University of the Bundeswehr Mu-
nich

2025/2/1 -
2028/3/31

航空宇宙モビリティ分野アドバ
イザー

Max Li University of Michigan 2025/2/1 -
2028/3/1

航空宇宙モビリティ分野アドバ
イザー

佐藤 誠 株式会社 NABLA Mobility 2025/2/1 -
2028/3/31

身体情報学分野アドバイザー 舘 暲 東京大学名誉教授 2025/4/1 -
2026/3/31

身体情報学分野アドバイザー 奥出 直人 慶應義塾大学名誉教授 2025/4/1 -
2026/3/31

身体情報学分野アドバイザー 中村 伊知哉 情報経営イノベーション専門職大
学長

2025/4/1 -
2026/3/31

身体情報学分野アドバイザー 山本 一成 TURING 株式会社 共同創業者・
CEO

2025/4/1 -
2026/3/31

身体情報学分野アドバイザー 中川 純希 株式会社ジザイエ 代表取締役 CEO 2025/4/1 -
2026/3/31

グローバルセキュリティ・宗教
分野アドバイザー

宮島 昭夫 元駐日トルコ大使 2025/7/2 -
2026/3/31

先端教育アウトリーチラボ
（AEO）アドバイザー

宮本 久也 全国高等学校長協会事務局長 2025/4/1 -
2028/3/31

先端教育アウトリーチラボ
（AEO）アドバイザー

岡本 尚也 一般社団法人 Glocal Academy 理
事長

2025/4/1 -
2028/3/31

先端教育アウトリーチラボ
（AEO）アドバイザー

中島 さち子 株式会社 steAm 代表取締役 2025/4/1 -
2028/3/31

（次ページへ続く）
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（前ページより続く）

名称 氏名 所属（主なもの） 委嘱期間
ClimCOREアドバイザー 安部 大介 株式会社ウェザーニューズ 執行役

員 サービス統括主責任者
2025/4/1 -
2030/3/31

ClimCOREアドバイザー 新野 宏 東京大学名誉教授 2025/4/1 -
2030/3/31

ClimCOREアドバイザー 宇佐美 直子 野村不動産ホールディングス株式
会社 サステナビリティ推進担当 執
行役員

2025/4/1 -
2030/3/31

所長アドバイザー 森 容子 理化学研究所本部経営企画部経営
戦略課長

2025/4/1 -
2028/3/31

エネルギーシステム分野アドバ
イザー

伊藤 信太郎 元環境大臣 2025/7/1 -
2028/3/31
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3 構成員

3.1 2025年度教職員・研究者一覧（2025年 5 月 1 日現在）
表 9に示すように、2025年 5月 1日時点で先端研の研究活動に関わる教員・研究者等は 346名で
ある（ただし、協力研究室の構成員を含めていない）。職種別に見ると特任研究員（88 名）が最多
で、特任教員（特任教授・特任准教授・特任講師・特任助教の計 74名）と合わせると、外部資金を
基盤とするプロジェクト型研究人材が全体の半数近くを占める。教員（教授 33名・准教授 17名・
助教 17名ほか、計 72名）より特任教員の数が多いことは、先端研の研究体制の特徴の一つといえ
る。リサーチアシスタント（39名）は大学院生の研究参画の広さを示している。
研究領域で見ると、情報領域（90名）が最大規模、次いでバリアフリー領域（65名）、環境・エ
ネルギー領域（62名）と続く（表 10）。社会連携研究部門、寄付研究部門、連携研究機構、附属研
究施設、異分野連携ラボの構成員は、各研究分野との兼務が多い。
バリアフリー領域においては、学術専門職員（34名）が最も多く、支援・実践職種の充実を反映
している。

表 9 教職員・研究者の職位別人数（実人数、協力研究室を除く）

職位・職種 人数（人）
教授 33

准教授 17

講師 3

助教 17

助手 2

特任教授 16

特任准教授 19

特任講師 9

特任助教 30

シニアリサーチフェロー 5

シニアプログラムアドバイザー 1

特任研究員 88

学術専門職員 67

リサーチアシスタント 39

合計 346

研究領域（材料や環境・エネルギーなど）や附属研究施設・附属施設など区分ごとの内訳は次の
通りである。同一人物が複数の区分を兼務する場合はそれぞれの区分で計上しているため、各区分
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の合計を単純に足し合わせた人数は表 9 の実人数（346 名）より多くなる。客員教授は協力研究室
のみに在籍するため、表 9では計上していないが、ここでは区分ごとの内訳を示すために行を設け
ている。

表 10 区分別の職位別人数（在籍者ベース、兼務による重複を含む）

職位・職種 材
料

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報

生
物
医
化
学

バ
リ
ア
フ
リ
ー

社
会
科
学

所
長
室
付

附
属
研
究
施
設

附
属
施
設

異
分
野
連
携
ラ
ボ

協
力
研
究
室

社
会
連
携
研
究
部
門

寄
付
研
究
部
門

連
携
研
究
機
構

計
教授 5 6 6 4 3 3 0 6 0 3 6 6 4 3 55
准教授 3 5 4 2 1 2 0 1 0 1 0 1 0 2 22
講師 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
助教 4 4 5 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 17
助手 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2
特任教授 1 3 4 1 3 3 0 1 0 1 0 3 1 2 23
特任准教授 1 5 3 5 3 0 0 3 1 1 0 9 1 1 33
特任講師 1 1 5 1 0 1 0 0 0 1 0 0 2 0 12
特任助教 3 5 10 0 7 2 0 0 0 3 0 2 4 4 40
客員教授 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2
シニアリサーチ
フェロー

0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 0 3 1 2 11

シニアプログラム
アドバイザー

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

特任研究員 11 28 13 18 13 6 0 1 0 0 0 3 1 0 94
学術専門職員 1 2 12 15 34 1 0 2 0 0 1 0 0 0 68
リサーチアシスタ
ント

4 2 25 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39

計 36 62 90 57 65 20 1 14 1 11 9 28 14 14 422

材料
材料領域の 7研究分野のうち、2025年 10月に新設された社会代謝システム分野を除く 6分野に
計 46 名が在籍する。各分野の規模に幅があり、極小デバイス理工学分野（16 名）が最大で、複数
の外国人特任研究員が在籍する国際色豊かな構成となっている。量子物質科学分野も 2025 年度新
設で、3名が在籍する。

表 11 材料の各研究分野の構成員: 2025年 5月 1日現在

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

極小デバイス理工学分野
教授 岩本 敏 /Satoshi_Iwamoto https://www.iwamoto.iis.u-tokyo.

ac.jp/

（次ページへ続く）

26

https://www.iwamoto.iis.u-tokyo.ac.jp/
https://www.iwamoto.iis.u-tokyo.ac.jp/


ファクトデータブック 2025年度研究活動編：速報版 3 構成員

（前ページより続く） 2025年 5月 1日現在

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

准教授 松久 直司 /naoji https://www.naojimatsuhisa.com/

助教 神野 莉衣奈 /rjinno

理論化学分野
教授 石北 央 /read0209433 https://www.protein.rcast.u-tokyo.

ac.jp/

准教授 齊藤 圭亮 /keisukesaito

特任准教授 田村 宏之 /read0125134

特任助教 野地 智康 /NojiTomo

高機能材料分野
教授 近藤 高志 /tak_kondo https://www.castle.t.u-tokyo.ac.jp/

准教授 醍醐 市朗 /id5 https://park.itc.u-tokyo.ac.jp/daig
o/

助教 五月女 真人 /soutomemasato

特任教授 内田 聡 /read0168924

特任助教 倪 嘉苓 /3104J

量子物質科学分野
教授 関 真一郎 /sekishinichiro http://sekilab.net/

助教 北折 暁 /aki_kitaori

超精密製造科学分野
教授 三村 秀和 /precision_mimura https://www.upm.rcast.u-tokyo.ac

.jp/

助教 江川 悟
特任講師 本山 央人 /hiroto_m

特任助教 瀬野 宏 /HiroshiSeno

超域分子機能化学分野
講師 佐々木 由比 /sayui_ https://www.sayui.rcast.u-tokyo.ac

.jp/

環境・エネルギー
環境・エネルギー領域は 10の研究分野で構成され、計 79名が在籍する（うち宇宙環境・惑星圏
科学分野は 2025年度新設）。エネルギーシステム分野（21名）が最大規模で、次いでグローバル気
候力学分野（13名）、減災まちづくり分野（12名）が続く。宇宙惑星物質進化学分野と地域社会シ
ステム工学分野はそれぞれ 1名のみ在籍している。
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表 12 環境・エネルギーの各研究分野の構成員: 2025年 5月 1日現在

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

新エネルギー分野
特任教授 岡田 至崇 /okadalab6501 https://mbe.rcast.u-tokyo.ac.jp/

特任助教 樗木 悠亮 /yusuke_oteki

エネルギーシステム分野
教授 杉山 正和 /masakazu_sugiyama http://www.enesys.rcast.u-tokyo.ac

.jp/

准教授 嶺岸 耕 /TsutomuMinegishi

特任教授 小原 聡 /satoshiohara

特任准教授 天沢 逸里 /eriamasawa

特任准教授 熊谷 啓 /hiromukumagai

特任准教授 信岡 洋子 /yoko_nobuoka

特任助教 齋木 祐子 /yukosaiki

特任助教 Sodabnulu Has-
sanet

グローバル気候力学分野
准教授 小坂 優 /ykosaka https://gcd.atmos.rcast.u-tokyo.ac

.jp/kosaka_lab/

特任准教授 宮坂 貴文 /miyasaka

シニアリサーチフェロー 中村 尚 /Hisashi

特任助教 森 正人 /masato_mori

宇宙環境・惑星圏科学分野
教授 関 華奈子 /seki_utokyo https://www-space.eps.s.u-tokyo.ac

.jp/space-group/seki-lab/

助教 坂田 遼弥 /ryoya_sakata

減災まちづくり分野
教授 廣井 悠 /7000003060 http://www.u-hiroi.net/

准教授 春日 郁朗 /kasuga_ikuro https://www.wetech.t.u-tokyo.ac.j
p/kasuga_j

助教 四井 早紀 /s-yotsui

特任教授 木村 正明 /masaaki_kimura

特任准教授 吉村 有司 /yyyoshimura

特任講師 大津山 堅介 /k-otsuyama

特任助教 井澤 佳織 /isa_______

地球環境化学分野
教授 角野 浩史 /read0057139 https://www.igcl.c.u-tokyo.ac.jp/

宇宙惑星物質進化学分野
（次ページへ続く）
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researchmap
固定識別子 URL

准教授 日比谷 由紀 /y-hibiya https://www.igcl.c.u-tokyo.ac.jp/

水素エネルギー分野
教授 河野 龍興 /tatsuoki https://www.h2.rcast.u-tokyo.ac.j

p/

助教 山口 信義 /researchmap4ever

生物多様性・生態系サービス分野
教授 森 章 /akkym https://akkym.net/

助教 西澤 啓太 /keita-nishizawa

地域社会システム工学分野
准教授 近藤 早映 /kondo_sae

情報
情報領域は 11の研究分野で構成され、計 109名が在籍する。身体情報学分野（27名）が最大規
模で、マシンインテリジェンス分野（18名）、光量子イメージング分野（17名）が続く。先端マル
チスケール流体科学分野は 1名、情報生体工学分野は 2名で構成される。

表 13 情報の各研究分野の構成員: 2025年 5月 1日現在

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

光量子イメージング分野
教授 小関 泰之 /ysozeki https://sites.google.com/site/ozek

ibp/

准教授 白崎 善隆 /y-shirasaki

助教 車 一宏 /kkuruma

特任教授 Set Sze Yun /syset

知能工学分野
教授 矢入 健久 /takehisa_yairi https://ailab.t.u-tokyo.ac.jp/

特任講師 江崎 貴裕 /ezaki

特任講師 武石 直也 /naoya.takeishi

特任助教 崔 耕 /cuigeng1025

特任助教 山本 健太郎
航空宇宙モビリティ分野
教授 伊藤 恵理 /eriitoh_re-

searchmap
https://sites.google.com/g.ecc.u-
tokyo.ac.jp/itoh-laboratory

助教 関根 將弘 /KatsuhiroSekine

身体情報学分野
（次ページへ続く）
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職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

教授 稲見 昌彦 /inami https://star.rcast.u-tokyo.ac.jp/

准教授 門内 靖明 /yasuaki_monnai

助教 齊藤 寛人 /hirotosaito

特任教授 檜山 敦 /dr_hiyama

特任講師 前川 和純 /azm

特任助教 大伏 仙泰 /obushi

特任助教 許 佳禕 /jiayi-xu

特任助教 櫻田 国治
特任助教 堀田 大地
先端データサイエンス分野
特任講師 上田 宏生 /hirokiueda_info http://www.biods.rcast.u-tokyo.ac

.jp/

特任准教授 辻 真吾 /tsjshg

生命情報計測光学分野
教授 太田 禎生 /sdta https://sadaotalab.com/

特任助教 江口 晃弘 /akiheg

特任助教 服部 一輝 /kzkhattori

マシンインテリジェンス分野
教授 原田 達也 /rm20160929th https://www.mi.t.u-tokyo.ac.jp/

講師 椋田 悠介 /yusuke_mukuta

助教 Westfechtel
Thomas

/westfechtel

特任講師 黒瀬 優介 /yusuke_kurose

特任助教 周 千寓
特任助教 Zhang Dexuan

動物言語学分野
准教授 鈴木 俊貴 /toshi_n_suzuki https://www.animallinguistics.org/

助教 松本 結 /matsumotoyui

先端アートデザイン分野
特任教授 近藤 薫 /kondokaoru https://kondo-kaoru.jp/

特任教授 伊藤 節 /setsuito https://www.studioito.com/

特任准教授 伊藤 志信 https://www.studioito.com/

特任准教授 吉本 英樹 /yoshimotohideki https://www.tngnt.uk/

シニアリサーチフェロー 神﨑 亮平 /ryohei_kanzaki https://www.brain.rcast.u-tokyo.ac
.jp/aad/

情報生体工学分野
（次ページへ続く）
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researchmap
固定識別子 URL

准教授 富井 直輝 /naoki_tomii https://www.bmpe.t.u-tokyo.ac.jp/

先端マルチスケール流体科学分野
講師 都築 怜理 /Satori_Tsuzuki https://www.satoritsuzuki.org/

生物医化学
生物医化学領域は 6 つの研究分野で構成され、計 65 名が在籍する。ニュートリオミクス・腫瘍
学分野（19 名）が最大規模で、構造生命科学分野（13 名）、ゲノムサイエンス＆メディシン分野
（12名）が続く。

表 14 生物医化学の各研究分野の構成員: 2025年 5月 1日現在

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

ニュートリオミクス・腫瘍学分野
准教授 大澤 毅 /tsuyoshi_osawa77 https://www.onc.rcast.u-tokyo.ac.j

p/ja/

教授（兼） 和田 洋一郎 /youichirowada

特任教授 田中 十志也 /Toshiya_Tanaka

特任准教授 山下 雄史 /takyam

特任講師 山形 一行 /kazoo777

構造生命科学分野
教授 西増 弘志 /hiroshi_nishimasu https://www.youtube.com/watch?

v=H7AG5hhnhKY

准教授 山下 恵太郎 /keitaro.yamashita

特任准教授 柳井 秀元 /read0123019

ゲノムサイエンス＆メディシン分野
特任准教授 辰野 健二 /dragonfeild

特任准教授 堤 修一
特任准教授 永江 玄太 /nagaegenta

シニアリサーチフェロー 油谷 浩幸 /genomescience https://www.genome.rcast.u-tokyo.
ac.jp/research/

細胞連関医科学分野
教授 星野 歩子 /ayukohoshino https://hoshinolab-edu.com/

助教 泉尾 直孝 /ntk.Izuo

構造生命機能工学分野
教授 加藤 英明 /hideakikato https://park.itc.u-tokyo.ac.jp/heka

to_lab/

（次ページへ続く）
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researchmap
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助教 福田 昌弘 /aaaaaaaaaaaaaaaa

ウイルス医療学分野

バリアフリー
バリアフリー領域は 4 つの研究分野で構成され、計 69 名が在籍する。社会包摂システム分野

（30名）が最大規模で 20名の学術専門職員を擁し、当事者研究分野（21名）とあわせ、支援・実践
に直結した多様な職種の構成員が多いことが特徴である。

表 15 バリアフリーの各研究分野の構成員: 2025年 5月 1日現在

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

学際バリアフリー研究分野
特任教授 福島 智 /read0048516 http://bfr.jp/

教授（兼） 星加 良司 /hoshika_ryoji

当事者研究分野
教授 熊谷 晋一郎 /kuma-

gaya_shinichiro
https://touken.org/

特任教授 野口 聡一
特任助教 勝谷 紀子 /katsuya_noriko

特任助教 松尾 朗子 /akiko_psychology

インクルーシブデザインラボラトリー
准教授 並木 重宏 /read0144412 https://idl.tk.rcast.u-tokyo.ac.jp/

特任准教授 光野 秀文 /hidefumi_mitsuno

特任助教 工藤 怜之 /1212

特任助教 祐川 侑司 /yuji_sukekawa

特任助教 Haupt Stephan周
一

/stsh2

社会包摂システム分野
教授 近藤 武夫 /kondot https://sis.rcast.u-tokyo.ac.jp/

特任教授 湯浅 誠 /yuasamakoto

特任准教授 高橋 桐子
特任准教授 早川 公 /hayakawako

シニアリサーチフェロー 中邑 賢龍 /read0171057

特任助教 赤松 裕美 /aka_hiromi

特任助教 松清 あゆみ /a_matsukiyo
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社会科学
社会科学領域は 6 つの研究分野で構成され、計 29 名が在籍する。グローバルセキュリティ・宗
教分野（14名）が最大規模で、安全保障・国際政治・科学技術政策など社会的意思決定に関わる多
岐にわたるテーマを研究している。

表 16 社会科学の各研究分野の構成員: 2025年 5月 1日現在

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

政治行政システム分野
教授 牧原 出 /read0180332 https://park.itc.u-tokyo.ac.jp/maki

hara/

グローバルセキュリティ・宗教分野
教授 池内 恵 /satoshi_ikeuchi http://ikeuchisatoshi.com/

特任教授 國末 憲人 /kunisuenorito

特任助教 西山 美久 /mikumiku

グローバル合意形成政策分野
准教授 武見 綾子 /ayakotakemi

特任教授 國分 俊史
特任教授 玉井 克哉 /Katsuya_Tamai

特任助教 川井 大介 /daisuke.kawai

国際安全保障構想分野
准教授 小泉 悠 /cccp1917 https://roles.rcast.u-tokyo.ac.jp/

経済安全保障インテリジェンス分野
特任講師 井形 彬 /akira.igata https://esil.rcast.u-tokyo.ac.jp/

科学技術論・科学技術政策分野
教授 元橋 一之 /read0097352 http://www.mo.t.u-tokyo.ac.jp/

助教 Hazem Mohamed
Amir

助教 林 汇亨 /fundres

附属研究施設
附属研究施設は 2 機構で構成され、計 18 名が在籍する。附属エネルギー国際安全保障機構（12
名）は専任・特任の多様な職種で構成され、附属包摂社会共創機構（6 名）は先端研内の他研究分
野との兼務教員が中心をなす。
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表 17 附属研究施設の構成員: 2025年 5月 1日現在

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

附属エネルギー国際安全保障機構
教授 中井 遼 /read0141431 http://www.ryonakai.jpn.org/

教授 橋本 道雄 /hashimoto-michio

特任教授 久保 貴哉 /Takaya_Kubo

特任准教授 飯田 誠 /mkiida

特任准教授 石本 祐樹
附属包摂社会共創機構
教授 綾屋 紗月 /ayayasatsuki

教授 太田 禎生 /sdta

教授 熊谷 晋一郎 /kuma-
gaya_shinichiro

教授 近藤 武夫 /kondot

准教授 並木 重宏 /read0144412

特任准教授 吉本 英樹 /yoshimotohideki

附属施設
附属施設は洋上風力開発推進施設の 1施設で構成されており、特任准教授 1名が在籍する。

表 18 附属施設の構成員: 2025年 5月 1日現在

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

附属洋上風力開発推進施設
特任准教授 飯田 誠 /mkiida

異分野連携ラボ
異分野連携ラボは 3ラボで構成され、計 12名が在籍する（Sol-X国際連携拠点ラボは 2025年度新
設のため未掲載）。地域共創リビングラボ（6 名）が最大規模で、複数の教授・准教授が参画する。

表 19 異分野連携ラボの構成員: 2025年 5月 1日現在

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

先端教育アウトリーチラボ
教授 近藤 高志 /tak_kondo

特任助教 森 晶子 /moriakiko https://aeo.rcast.u-tokyo.ac.jp/

特任助教 樗木 悠亮 /yusuke_oteki

（次ページへ続く）
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職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

地域共創リビングラボ
教授 近藤 武夫 /kondot https://recolab.rcast.u-tokyo.ac.jp/

教授 牧原 出 /read0180332

准教授 近藤 早映 /kondo_sae

特任教授 檜山 敦 /dr_hiyama

特任准教授 飯田 誠 /mkiida

特任講師 大津山 堅介 /k-otsuyama

LEARN個別最適な研究ラボ
シニアリサーチフェロー 中邑 賢龍 /read0171057 https://learn-project.com/

特任助教 赤松 裕美 /aka_hiromi

協力研究室
協力研究室は 8研究室で構成され、計 12名が在籍する。各研究室は 1〜4名の小規模な構成で、
学内他部局の教授や客員教授が兼担・主宰する形態が主である。

表 20 協力研究室の各分野の構成員: 2025年 5月 1日現在

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

情報デバイス分野
教授（兼） 山下 真司 /sy2orc https://www.cntp.t.u-tokyo.ac.jp/

ja/

エネルギー環境分野
教授（兼） 瀬川 浩司 https://www.dsc.rcast.u-tokyo.ac.j

p/

数理創発システム分野
教授（兼） 西成 活裕 /read0070378 https://park.itc.u-tokyo.ac.jp/tkni

shi/

代謝医学分野
客員教授 酒井 寿郎 /jmsakai https://www.mm.rcast.u-tokyo.ac.j

p/

ケミカルバイオテクノロジー分野
教授（兼） 菅 裕明 /7000018557 https://suga.chem.s.u-tokyo.ac.jp/

合成生物学分野
客員教授 谷内江 望 /nzmyachie https://yachie-lab.org/?lang=JA

高機能材料分野
（次ページへ続く）
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researchmap
固定識別子 URL

教授（兼） 井上 純哉 /jr_inoue https://jigroup.metall.t.u-tokyo.ac
.jp/

共創まちづくり分野
教授（兼） 小泉 秀樹 /h_koizumi https://cd.t.u-tokyo.ac.jp/

社会連携研究部門
社会連携研究部門は 7 部門で構成され、計 28 名が在籍する。再生可能燃料のグローバルネット
ワーク（8名）が最大規模で、各部門の構成員の多くは先端研の研究分野と兼務している。

表 21 社会連携研究部門の各部門の構成員: 2025年 5月 1日現在

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

再生可能燃料のグローバルネットワーク
教授 河野 龍興 /tatsuoki

教授 杉山 正和 /masakazu_sugiyama https://www.reglobal.rcast.u-tokyo.
ac.jp/

教授 橋本 道雄 /hashimoto-michio

特任准教授 天沢 逸里 /eriamasawa

特任准教授 熊谷 啓 /hiromukumagai

特任准教授 信岡 洋子 /yoko_nobuoka

シニアプログラムアドバ
イザー

安達 知彦

炎症疾患制御
特任准教授 柳井 秀元 /read0123019 https://mol-immu.umin.jp/

昆虫制御空間デザイン
准教授 並木 重宏 /read0144412

特任准教授 光野 秀文 /hidefumi_mitsuno

シニアリサーチフェロー 神﨑 亮平 /ryohei_kanzaki https://www.brain.rcast.u-tokyo.ac
.jp/aad/

特任助教 祐川 侑司 /yuji_sukekawa

特任助教 Haupt Stephan周
一

/stsh2

先端アートデザイン
特任教授 伊藤 節 /setsuito

特任教授 近藤 薫 /kondokaoru

特任准教授 伊藤 志信
特任准教授 吉本 英樹 /yoshimotohideki

（次ページへ続く）
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（前ページより続く） 2025年 5月 1日現在

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

シニアリサーチフェロー 神﨑 亮平 /ryohei_kanzaki https://www.aad.rcast.u-tokyo.ac.j
p/

ゲノムサイエンス＆メディシン
特任准教授 永江 玄太 /nagaegenta

シニアリサーチフェロー 油谷 浩幸 /genomescience https://www.genome.rcast.u-tokyo.
ac.jp/

市民共創型スマートシティ
教授（兼） 小泉 秀樹 /h_koizumi https://cd.t.u-tokyo.ac.jp/

特任准教授 吉村 有司 /yyyoshimura

レーザフォトニクスセンシング
教授 小関 泰之 /ysozeki

教授（兼） 山下 真司 /sy2orc

特任教授 Set Sze Yun /syset

寄付研究部門
寄付研究部門は 5部門で構成され、計 14名が在籍する。各部門は 2〜5名の小規模な構成で、先
端研の研究分野や協力研究室の教員が兼担する形態をとっている。

表 22 寄付研究部門の各部門の構成員: 2025年 5月 1日現在

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

先端物流科学
教授（兼） 西成 活裕 /read0070378 https://logistics.rcast.u-tokyo.ac.j

p/

特任講師 江崎 貴裕 /ezaki

特任助教 崔 耕 /cuigeng1025

特任助教 村田 裕樹 /murata_ykhm

個別最適な学び研究
シニアリサーチフェロー 中邑 賢龍 /read0171057 https://learn-project.com/

特任助教 赤松 裕美 /aka_hiromi

スポーツの価値（明治安田生命）
教授（兼） 小泉 秀樹 /h_koizumi https://utokyosportvalue.wixsite.c

om/home

特任教授 木村 正明 /masaaki_kimura

特任助教 井上 拓央 /takuoinoue

先端光学素子製造学
（次ページへ続く）
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（前ページより続く） 2025年 5月 1日現在

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

教授 三村 秀和 /precision_mimura https://www.upm.rcast.u-tokyo.ac
.jp/

特任講師 本山 央人 /hiroto_m

ごきげんな地域づくり（Well-Being Community）人材育成研究
教授 近藤 武夫 /kondot

特任准教授 早川 公 /hayakawako

連携研究機構
連携研究機構は未来戦略ライフサイクルアセスメント連携研究機構の 1機構で構成され、傘下に
先制的 LCA 社会連携研究部門を置く。機構に 8 名、社会連携研究部門に 6 名が在籍し、両者の構
成員は大部分が重複している。

表 23 連携研究機構の構成員: 2025年 5月 1日現在

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子 URL

未来戦略ライフサイクルアセスメント連携研究機構
教授 杉山 正和 /masakazu_sugiyama https://www.utlca.u-tokyo.ac.jp/

教授 森 章 /akkym

准教授 醍醐 市朗 /id5

特任教授 小原 聡 /satoshiohara

特任准教授 飯田 誠 /mkiida

シニアリサーチフェロー 平尾 雅彦 /masahiko_hi-
rao1957

特任助教 齋木 祐子 /yukosaiki

特任助教 倪 嘉苓 /3104J

未来戦略ライフサイクルアセスメント連携研究機構先制的 LCA社会連携研究部門
教授 杉山 正和 /masakazu_sugiyama https://www.utlca.u-tokyo.ac.jp/

准教授 醍醐 市朗 /id5

特任教授 小原 聡 /satoshiohara

シニアリサーチフェロー 平尾 雅彦 /masahiko_hi-
rao1957

特任助教 齋木 祐子 /yukosaiki

特任助教 倪 嘉苓 /3104J
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事務部、広報広聴・情報支援室

事務部

職種 氏名

事務長 小枝 政稚
副事務長 池田 貴志
副事務長 江頭 裕士
シニアエキスパート（事務） 中村 正俊

戦略推進室

職位・職種 氏名
researchmap
固定識別子

室長 中村 正俊
特任教授 湯本 道明 /_michiyumo

特任講師 喜多山 篤 /read0082192

3.2 2025年度教員・研究者の異動
採用・着任・昇任が 61名、退職・辞職・学内転出が 51名で、研究人材は正味約 10名の増加となった。採
用・着任側では 4月 1日付が 28名と最多で、宇宙環境・惑星圏科学分野・量子物質科学分野など 2025年度新
設分野への教授の配置換・着任も含まれる。10 月には社会代謝システム分野とマクロ経済学分野にそれぞれ
教授が着任し、新設分野の体制整備が進んだ。退職・辞職側では 2026年 3月 31日付の任期満了/退職が 42名
と大半を占め、特任研究員・特任助教などプロジェクト型職員の任期終了が主な要因である。

採用・着任・昇任
内訳は採用 52名、昇任 5名、配置換（着任）3名、学内転入 1名である。外国人研究者の採用が多く含まれ
ており、先端研の国際的な研究環境の拡充が進んでいる。

表 24 採用・着任・昇任

異動年月日 異動事項 氏名 職位 分野名
2025/4/1 採用 綾屋 紗月 教授 附属包摂社会共創機構
2025/4/1 採用 Westfechtel Thomas 助教 マシンインテリジェンス

分野
2025/4/1 昇任 太田 禎生 教授 生命情報計測光学分野
2025/4/1 配置換（着任） 関 華奈子 教授 宇宙環境・惑星圏科学分野
2025/4/1 配置換（着任） 関 真一郎 教授 量子物質科学分野
2025/4/1 採用 山形 一行 特任講師 ニュートリオミクス・腫瘍

学分野
2025/4/1 配置換（着任） 北折 暁 助教 量子物質科学分野
2025/4/1 採用 坂田 遼弥 助教 宇宙環境・惑星圏科学分野
2025/4/1 採用 関根 將弘 助教 航空宇宙モビリティ分野

（次ページへ続く）
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異動年月日 異動事項 氏名 職位 分野名
2025/4/1 採用 松本 結 助教 動物言語学分野
2025/4/1 採用 井沢 佳織 特任助教 減災まちづくり分野
2025/4/1 採用 Zhou Qianyu 特任助教 マシンインテリジェンス

分野
2025/4/1 採用 瀬野 宏 特任助教 超精密製造科学分野
2025/4/1 採用 森 正人 特任助教 グローバル気候力学分野
2025/4/1 採用 中村 尚 シニアリサーチフェ

ロー
グローバル気候力学分野

2025/4/1 採用 堀田 大地 特任助教 身体情報学分野
2025/5/1 採用 Zhang Dexua 特任助教 マシンインテリジェンス

分野
2025/6/1 採用 五十嵐 悠紀 准教授 身体情報学分野
2025/7/1 採用 Cui Ziteng 特任助教 マシンインテリジェンス

分野
2025/7/1 採用 Zhuang Qianwei 特任助教 知能工学分野
2025/8/1 採用 近藤 薫 教授 先端アートデザイン分野
2025/8/1 採用 福島 菜奈絵 助教 先端学領域
2025/9/1 昇任 江崎 貴裕 特任准教授 知能工学分野
2025/9/1 昇任 森 正人 特任准教授 グローバル気候力学分野
2025/9/1 採用 Gan Yuan 特任助教 マシンインテリジェンス

分野
2025/10/1 採用 藤原 一平 教授 マクロ経済学分野
2025/10/1 昇任 醍醐 市朗 教授 社会代謝システム分野
2025/10/1 昇任 宮﨑 敦子 特任講師 身体情報学分野
2025/11/1 採用 Goswami Nabarun 特任助教 マシンインテリジェンス

分野
2025/12/1 学内転入 岡村 嘉大 准教授 量子物質科学分野

退職・辞職・学内転出
内訳は任期満了/退職 43名、辞職 5名、学内転出 3名である。学内転出は 2025年 10月 1日付で近藤高志教
授ほか 2名であった。

表 25 退職・辞職・学内転出

異動年月日 異動事項 氏名 職位 分野名
2025/4/15 任期満了/退職 Opdam Joeri 特任助教 高機能材料分野
2025/4/30 辞職 外谷 弦太 特任助教 当事者研究分野
2025/7/31 辞職 近藤 薫 特任教授 先端アートデザイン分野
2025/7/31 辞職 柳井 秀元 特任准教授 社会連携研究部門炎症疾患

制御分野
2025/10/1 学内転出 近藤 高志 教授 高機能材料分野
2025/10/1 学内転出 五月女 真人 助教 高機能材料分野

（次ページへ続く）

40



ファクトデータブック 2025年度研究活動編：速報版 3 構成員

（前ページより続く）
異動年月日 異動事項 氏名 職位 分野名
2025/10/1 学内転出 Hazem Mohamed

Amir
助教 科学技術論・科学技術政策

分野
2026/3/31 任期満了/退職 石田 夏子 特任助教 極小デバイス理工学分野
2026/3/31 任期満了/退職 田村 宏之 特任准教授 理論化学分野
2026/3/31 任期満了/退職 瀬野 宏 特任助教 超精密製造科学分野
2026/3/31 任期満了/退職 天沢 逸里 特任准教授 エネルギーシステム分野
2026/3/31 任期満了/退職 大津山 堅介 特任講師 減災まちづくり分野
2026/3/31 任期満了/退職 山本 健太郎 特任助教 知能工学分野
2026/3/31 任期満了/退職 大伏 仙泰 特任助教 身体情報学分野
2026/3/31 任期満了/退職 江口 晃弘 特任助教 生命情報計測光学分野
2026/3/31 任期満了/退職 服部 一輝 特任助教 生命情報計測光学分野
2026/3/31 任期満了/退職 西山 美久 特任助教 グローバルセキュリティ・

宗教分野
2026/3/31 任期満了/退職 玉井 克哉 特任教授 グローバル合意形成政策

分野
2026/3/31 任期満了/退職 森 晶子 特任助教 先端教育アウトリーチラボ
2026/3/31 任期満了/退職 堤 修一 特任准教授 ゲノムサイエンス＆メディ

シン分野
2026/3/31 任期満了/退職 永江 玄太 特任准教授 ゲノムサイエンス＆メディ

シン分野
2026/3/31 任期満了/退職 喜多山 篤 特任講師 所長室

41



ファクトデータブック 2025年度研究活動編：速報版 4 財政

4 財政

4.1 概要
先端研の収入総額は 2018年度の約 41億 7,000万円から 2025年度には約 82億 2,000万円へと、7年間でほ
ぼ倍増した（図 1）。
資金区分別に見ると、運営費交付金は約 12〜13 億円でほぼ横ばいに推移している。一方、省庁・政府系資
金1）は 2018年度の約 15億 7,000万円から 2025年度には約 32億 2,000万円へと約 2倍に拡大し、収入の最大
項目となっている。民間企業からの資金2）は同期間に約 5億 3,000万円から約 18億 1,000万円へと約 3.4倍に
増加しており（表 26）、これは全資金区分の中で最大の伸び率である。収入全体に占める割合も約 13%から約
22%へと倍近く上昇し、2018年度以降に減少した年度は一度もなく、産学連携の着実な深化を示している。
科研費は約 3億 5,000万円から約 6億 9,000万円へと倍増し、特に 2025年度は前年度比約 47%増と大幅に伸
びた。
これらの外部資金の拡大に伴い、間接経費も約 4億 5,000万円から約 12億 5,000万円へと約 2.8倍に増加し
ている。省庁・政府系、民間企業、科研費、間接経費を合わせた外部資金の収入全体に占める比率は、2018年
度の約 69%から 2025年度には約 85%へと上昇しており、外部資金獲得が先端研の財政を支える主軸となって
いることが明らかである。

図 1 資金区分別収入の推移（2018〜2025年度）

1） 取引先が府省庁、独立行政法人、国立大学法人、地方公共団体または海外機関である資金の合計（科学研究費助成事
業を除く）である。

2） 寄付金、受託研究費、共同研究費、受託事業費、共同事業費のうち取引先が民間企業であるものの合計である。
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表 26 資金区分別収入の比較（2018年度・2025年度）

項目 2018年度（千円） 2025年度（千円） 伸び率

運営費交付金 1,277,040 1,252,358 約 0.98倍（微減）

省庁・政府系 1,569,043 3,215,873 約 2.05倍

民間企業 530,126 1,813,880 約 3.42倍

科研費 347,553 693,305 約 2.00倍

間接経費 448,713 1,248,837 約 2.78倍

合計 4,172,475 8,224,253 約 1.97倍
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5 研究の取組

5.1 科学研究費助成事業の採択状況
2025 年度における科学研究費助成事業（科研費）の採択件数は、研究代表者 102 件（新規 35 件・継続 67
件）、研究分担者 136件（新規 36件・継続 100件）の合計 238件となった。
研究種目別では基盤研究 (B)が 66件と最多で全体の約 28%を占め、基盤研究 (C)41件、基盤研究 (A)34件
がこれに続く。基盤研究（S・A・B・C）を合計すると 151 件（全体の約 63%）に達し、研究活動の中核を
担っている。新規採択の傾向としては、挑戦的研究 (萌芽) の研究代表者新規採択が 9 件と全研究種目中最多
となっており、先端研全体として新規性の高い挑戦的研究に積極的に取り組んでいる姿勢が顕著である。
若手研究・研究活動スタート支援・特別研究員奨励費を合わせた若手研究者向け種目の研究代表者採択は計

31件（全代表者採択の約 30%）に上り、次世代の研究人材が育成されている。また、特別推進研究への参画 1
件、学術変革領域研究 (A)・(B)計 24件、基盤研究 (S)10件など大型・高競争率種目への採択も多く、研究セ
ンターとしての高い競争力が示されている。国際共同研究加速基金は 9件採択されており、国際的な共同研究
も積極的に展開されている。
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表 27 科学研究費助成事業採択件数（2025年度）

研究種目 代表者（新規） 代表者（継続） 分担者（新規） 分担者（継続） 合計

特別推進研究 1 1

学術変革領域研究 (A) 3 3 3 10 19

学術変革領域研究 (B) 2 1 2 5

基盤研究 (S) 1 1 1 7 10

基盤研究 (A) 2 9 3 20 34

基盤研究 (B) 5 14 17 30 66

基盤研究 (C) 6 13 5 17 41

挑戦的研究 (開拓) 1 2 3

挑戦的研究 (萌芽) 9 3 5 17

若手研究 4 13 17

研究活動スタート支援 1 4 5

特別研究員奨励費 2 7 9

特別研究促進費 2 2

国際共同研究加速基金 (国際共
同研究強化 (B))

2 4 6

国際共同研究加速基金 (国際先
導研究)

1 1

国際共同研究加速基金 (海外連
携研究)

1 1 2

合計 35 67 36 100 238

表 28 先端研の教員・研究者が研究代表者となっている課題

研究者名 課題名 研究種目 実施期間
新規（2025年度開始）
太田 禎生 均一で追跡可能な大規模胚モデルの作製

と網羅的表現型解析
学術変革領域研究 (A) 2025–2029

大澤 毅 pH 関連代謝物のカタログ化および計測技
術開発

学術変革領域研究 (A) 2025–2029

加藤 英明 局所 pHシグナルの人為的操作・計測技術
の開発

学術変革領域研究 (A) 2025–2029

江口 晃弘 脂肪酸代謝の起源同定に資するマルチ
モーダル計測と微生物代謝カタログの
創出

学術変革領域研究 (B) 2025–2027

武石 直也 力学系の構造を活用した革新的データ駆
動型推論手法の開発

学術変革領域研究 (B) 2025–2027

西増 弘志 「動く遺伝子」トランスポゾンの転移機構
解明と応用技術開発

基盤研究 (S) 2025–2029

（次ページへ続く）
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（前ページより続く）
研究者名 課題名 研究種目 実施期間
星野 歩子 胎盤由来エクソソームによる母体臓器へ

の影響とその生理的意義についての包括
的理解

基盤研究 (A) 2025–2027

関 華奈子 恒星活動が地球型惑星周辺宇宙環境およ
び大気散逸に与える影響に関する研究

基盤研究 (A) 2025–2028

森 正人 地球温暖化がもたらす中緯度大気−海
洋−海氷相互作用の変化

基盤研究 (B) 2025–2027

鈴木 俊貴 鳥類における言語機能と文化の創発メカ
ニズム

基盤研究 (B) 2025–2028

永江 玄太 全長 RNA 修飾解析によるがん転写調節異
常の解明

基盤研究 (B) 2025–2028

玉井 克哉 経済安全保障と知的財産法の変革 基盤研究 (B) 2025–2028
近藤 早映 自治会が築く共助社会 DXと地域ガバナン

スのデザイン
基盤研究 (B) 2025–2029

福田 昌弘 立体構造解析と機能解析から挑む「タンパ
ク質ファミリー」という概念への挑戦

基盤研究 (C) 2025–2027

富井 直輝 貼り付け型超音波検査のための点群深層
学習に基づく画像再構成の検討

基盤研究 (C) 2025–2027

上田 宏生 ナノポアシーケンサと深層学習を用いた
多種 RNA 修飾の網羅的検出および機能
解析

基盤研究 (C) 2025–2027

森 晶子 大学院生が高校生の探究活動を効果的に
支援するための研修プログラムと指導教
材の開発

基盤研究 (C) 2025–2027

伊藤 恵理 航空管制官の作業負荷軽減を支援する空
港システムの設計・運用手法の開発

基盤研究 (C) 2025–2028

山下 雄史 高分子アモルファスのマルチスケールシ
ミュレーション技術の基礎理論の確立と
実践

基盤研究 (C) 2025–2028

岩本 敏 酸化ガリウム光ナノ共振器技術の開拓 挑戦的研究 (萌芽) 2025–2026
小関 泰之 近赤外誘導ラマン散乱による半導体デバ

イス内部計測法の確立
挑戦的研究 (萌芽) 2025–2026

鈴木 俊貴 動物のコミュニケーションは時空を超え
るか：鳥類を対象に探る言語の超越性

挑戦的研究 (萌芽) 2025–2026

大澤 毅 腫瘍微小環境における新規アミノ酸セン
サーの探索と包括的理解

挑戦的研究 (萌芽) 2025–2026

並木 重宏 環境整備と合理的配慮による障害学生へ
の科学実習

挑戦的研究 (萌芽) 2025–2026

角野 浩史 岩石のカリウム−アルゴン年代のオンサ
イト分析による次世代地質調査の開拓

挑戦的研究 (萌芽) 2025–2027

光野 秀文 昆虫嗅覚受容体を発現させたセンサ細胞
を搭載した移動ロボットプラットフォー
ムの開発

挑戦的研究 (萌芽) 2025–2027

服部 一輝 細菌由来小胞と哺乳類細胞の大規模相互
作用解析

挑戦的研究 (萌芽) 2025–2027

（次ページへ続く）
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研究者名 課題名 研究種目 実施期間
加藤 英明 化学遺伝学と相補的な毒遺伝学の創出 挑戦的研究 (萌芽) 2025–2027
江口 晃弘 「培養条件を記録する微小ゲルカプセル」

が実現する細胞分化誘導条件の大規模
探索

若手研究 2025–2026

神野 莉衣奈 選択成長を用いた準安定相酸化ガリウム
の高温での反応速度論的安定化手法の
開発

若手研究 2025–2027

崔 耕 Building supply chain resilience: artificial
intelligence in proactive and reactive dis-
ruption management

若手研究 2025–2028

椋田 悠介 自己教師付き学習を用いたデータからの
幾何構造推定

若手研究 2025–2029

松久 直司 次世代ウェアラブルのための高透明・低装
着負荷のオンスキンディスプレイ

特別研究員奨励費 2025–2026

松久 直司 燐系低次元材料を用いたフォトサーマル
癌治療のための生分解性ハイドロゲル

特別研究員奨励費 2025–2026

関根 將弘 混雑空域における飛行機雲抑制と管制負
荷軽減を両立する高度調整手法の構築

研究活動スタート支援 2025–2026

継続（〜2024年度開始）
熊谷 晋一郎 当事者化の過程における法則性／物語性

の解明と共同創造の行動基盤解明
学術変革領域研究 (A) 2021–2025

斉藤 圭亮 光合成超分子複合体の動的構造解析によ
る環境適応原理の解明

学術変革領域研究 (A) 2023–2027

小坂 優 頻発する大気・海洋の熱波となくならない
寒波

学術変革領域研究 (A) 2024–2028

関 真一郎 マクロな時間反転対称性の破れた反強磁
性体の物質設計と電気的制御

基盤研究 (S) 2021–2025

岩本 敏 半導体フォトニック結晶を用いた非線形
トポロジカルナノフォトニクスの開拓

基盤研究 (A) 2022–2025

角野 浩史 超高圧変成岩のダイヤモンドとクロムス
ピネルの揮発性成分で探る大陸地殻のリ
サイクル

基盤研究 (A) 2022–2025

加藤 英明 微生物型ロドプシン光反応ダイナミクス
の統合的理解

基盤研究 (A) 2022–2026

三村 秀和 高精度大型ウォルターミラーの開発と X
線望遠鏡・X線顕微鏡への展開

基盤研究 (A) 2023–2026

小関 泰之 誘導ラマン散乱を用いたワイドギャップ
半導体のその場３次元計測

基盤研究 (A) 2023–2026

門内 靖明 テラヘルツ音響効果による非接触生体セ
ンシングの実現

基盤研究 (A) 2024–2026

廣井 悠 膨大な災害連鎖現象を発災後に予測し対
応策を提示するデータ駆動型災害対応技
術の開発

基盤研究 (A) 2024–2027

春日 郁朗 病院水供給システムにおける非結核性抗
酸菌の動態解明と水系感染リスクの制御

基盤研究 (A) 2024–2027

（次ページへ続く）
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研究者名 課題名 研究種目 実施期間
稲見 昌彦 植物科学に根差した「雰囲気」の解明と

展開
基盤研究 (A) 2024–2027

白崎 善隆 １細胞分泌イメージングによる細胞炎症
応答における多様な IL-1 β放出制御機構
の解明

基盤研究 (B) 2023–2025

松久 直司 多感覚な超柔軟電子材料による皮膚感覚
器官の模倣

基盤研究 (B) 2024–2025

近藤 高志 全無機 B サイト置換金属ハライドペロブ
スカイト型半導体の単結晶ヘテロ構造

基盤研究 (B) 2024–2025

中村 尚 大気渦状擾乱の極性別の振舞いを評価可
能な斬新な診断法による新しい大気循環
力学

基盤研究 (B) 2024–2025

小坂 優 気候モデルに基づく太平洋十年規模変動
の駆動源とメカニズムの研究

基盤研究 (B) 2024–2025

森 正人 北極−中緯度連関に果たす大気−海洋−
海氷相互作用機構の解明

基盤研究 (B) 2024–2025

牧原 出 内務行政における執政中枢と政府間関係
の連結構造に関する総合的研究

基盤研究 (B) 2024–2025

石北 央 光合成反応中心の電子移動経路選択機構
の解明

基盤研究 (B) 2024–2026

岡田 至崇 新規ラチェット型中間バンド太陽電池材
料の創製

基盤研究 (B) 2024–2026

日比谷 由紀 難揮発性包有物 CAI から探る惑星形成過
程：希ガス同位体をトレーサーとして

基盤研究 (B) 2024–2026

伊藤 隆司 構造多型への構成的アプローチ：Cas9
ニッケースとスプリント DNAによる誘導

基盤研究 (B) 2024–2026

熊谷 啓 高度な生成物選択性の制御を目指した有
機−無機複合 CO2 電解触媒の開発

基盤研究 (B) 2024–2027

矢入 健久 潜在健全指標モデルによるシステム状態
予測と運用最適化に関する研究

基盤研究 (B) 2024–2027

斉藤 圭亮 構造に基づく理論化学解析による光合成
水分解反応機構の解明

基盤研究 (B) 2024–2028

山下 雄史 １細胞計測に基づく細胞モデルとそれに
基づく形態形成の理論の開発

基盤研究 (C) 2021–2025

河野 龍興 新規 Mg-Li-Ni 系合金における水素吸蔵・
放出特性の解明

基盤研究 (C) 2022–2025

工藤 悟志 日米欧の航空機産業におけるオープン・イ
ノベーションシステムに関する研究

基盤研究 (C) 2022–2025

服部 一輝 三次元形態計測に基づく、ベージュ脂肪細
胞への分化運命予測

基盤研究 (C) 2022–2025

早川 公 公共領域の問題に関わる人類学的実践の
構想：研究者の「アウトリーチ」に焦点を
当てて

基盤研究 (C) 2022–2026

田村 宏之 高効率非フラーレン有機薄膜太陽電池の
光電変換機構の理論的解明

基盤研究 (C) 2023–2025

（次ページへ続く）

48



ファクトデータブック 2025年度研究活動編：速報版 5 研究の取組

（前ページより続く）
研究者名 課題名 研究種目 実施期間
天沢 逸里 衣服工学と消費者意思を統合した衣服の

サステイナブル設計支援手法
基盤研究 (C) 2023–2025

辰野 健二 悪性胸膜中皮腫の空間的遺伝子解析によ
る悪性化獲得機構の解明

基盤研究 (C) 2023–2025

泉尾 直孝 頚部リンパ節から脳内浸潤する末梢 T 細
胞のドパミン神経伝達に対する制御機構

基盤研究 (C) 2023–2025

勝谷 紀子 多様な聞こえ・聞き取り困難の体験を解明
する当事者研究の実践

基盤研究 (C) 2023–2025

小原 聡 地力改良を伴う低炭素型バイオ製品生産
のための糖蓄積型エリアンサスの作物要
件の解明

基盤研究 (C) 2023–2025

山形 一行 ヒト幹細胞内に内在する lnc-p53RNAの抗
がん剤耐性獲得分子メカニズムの解明

基盤研究 (C) 2024–2027

中井 遼 環境ナショナリズムの国際比較実証研究：
世論調査とサーベイ実験による接近

基盤研究 (C) 2024–2027

大津山 堅介 気候変動と居住可能地の境界変化：意思決
定における時間スケールの拡張と世代間
効果

若手研究 2022–2025

武石 直也 シミュレータによって与えられる事前知
識を用いた統計的機械学習の高度化

若手研究 2022–2025

山下 恵太郎 マイクロ電子回折によるハイスループッ
ト構造解析システムの構築

若手研究 2022–2025

都築 怜理 極低温液体ヘリウムにおける自転角運動
量保存型の二流体モデルを用いた計算と
実証

若手研究 2022–2026

西澤 啓太 群集集合プロセスの緯度変化を引き起こ
すメカニズムの解明

若手研究 2023–2025

松清 あゆみ 知的障害特別支援学校生徒を対象とした
有償インターンシッププログラムの開発
研究

若手研究 2023–2025

黒瀬 優介 病変の本質的表現を獲得する画像診断ア
ルゴリズムの開発に関する研究

若手研究 2023–2027

江川 悟 高速 X線撮像による切削加工現象の解明 若手研究 2024–2025
佐々木 由比 光学活性アミン認識に基づく軸不斉分子

集合体の自在キラル反転制御
若手研究 2024–2025

祐川 侑司 匂いの超長期モニタリングに適した匂い
バイオセンサシステムの開発

若手研究 2024–2025

四井 早紀 住民に対する地震時の救助訓練プログラ
ムの開発

若手研究 2024–2026

車 一宏 波長可変パルス光源を用いた分子選択的
蛍光顕微法による高速・多色生体イメージ
ング

若手研究 2024–2026

前川 和純 身体性編集と固有受容感覚介入を統合し
た運動空間変調システム

若手研究 2024–2026

大伏 仙泰 被災地のストリートビューを起点とする
震災アーカイブ論の構築

研究活動スタート支援 2024–2025

（次ページへ続く）
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研究者名 課題名 研究種目 実施期間
江口 晃弘 光/DNA デュアルバーコードを利用した

タンパク質の配列-機能相関データの大規
模取得

研究活動スタート支援 2024–2025

井澤 佳織 既存建築ストックの利活用と解体による
省エネマネジメントに関する数理的研究

研究活動スタート支援 2024–2025

XU JIAYI 空気流及びテラヘルツ波を用いた非接触
高速温度感覚提示

研究活動スタート支援 2024–2025

杉山 正和 全固体電池の性能向上のための電荷移動
制御

特別研究員奨励費 2023–2025

井形 彬 「経済安全保障」政策の実施：インド太平
洋地域における諸国家の比較分析

特別研究員奨励費 2023–2025

河野 龍興 再生可能エネルギーを利用した水素エネ
ルギーシステムの研究開発

特別研究員奨励費 2024–2025

太田 禎生 生物物理学と生物工学のための大規模ハ
イスループット光流体計測

特別研究員奨励費 2024–2025

松久 直司 インターロック式リジッドアイランド伸
縮性基材による超伸縮性トランジスタ

特別研究員奨励費 2024–2026

松久 直司 近赤外光検知のための水性プロセスで製
造する伸縮性有機フォトディテクタ

特別研究員奨励費 2024–2026

西増 弘志 新規 CRISPR ヌクレアーゼの構造解析と
機能改変

特別研究員奨励費 2024–2026

春日 郁朗 ベトナムにおける未処理下水の環境放出
が駆動する薬剤耐性因子の拡散と循環の
実態解明

国際共同研究加速基金 (国際
共同研究強化 (B))

2022–2025

森 章 森林動態モデルによる生物多様性と気候
変動の両者課題の同時解決策

国際共同研究加速基金 (国際
共同研究強化 (B))

2022–2025

伊藤 恵理 日本と ASEAN諸国の航空安全を向上する
空港システムと国際協調空港ネットワー
クの研究

国際共同研究加速基金 (海外
連携研究)

2024–2027

表 29 先端研の教員・研究者が研究分担者となっている課題

研究者名 課題名 研究種目 期間
新規（2025年度開始）
廣井 悠 2025年大船渡市山林火災の総合調査研究 特別研究促進費 2025–2025
四井 早紀 2025年大船渡市山林火災の総合調査研究 特別研究促進費 2025–2025
加藤 英明 pH応答生物学の確立 学術変革領域研究 (A) 2025–2029
大澤 毅 pH応答生物学の確立 学術変革領域研究 (A) 2025–2029
永江 玄太 pH 関連代謝物のカタログ化および計測技

術開発
学術変革領域研究 (A) 2025–2029

江口 晃弘 脂肪酸代謝創生学に資する解析基盤の
開発

学術変革領域研究 (B) 2025–2027

加藤 英明 新奇分子研究が切り拓くロドプシン科学
のフロンティア

基盤研究 (S) 2025–2029
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研究者名 課題名 研究種目 期間
関 真一郎 スキルミオンが持つ新しい物質機能・物性

現象の開拓とスキルミオニクスの創出
基盤研究 (A) 2025–2028

坂田 遼弥 恒星活動が地球型惑星周辺宇宙環境およ
び大気散逸に与える影響に関する研究

基盤研究 (A) 2025–2028

江崎 貴裕 協力的社会を形成する哺乳類における網
羅的行動記録と社会的恒常性

基盤研究 (A) 2025–2028

岩本 敏 ダイヤモンド電子スピン二重共鳴量子セ
ンサによる交流磁場−温度の同時イメー
ジング

基盤研究 (B) 2025–2027

三村 秀和 多層膜光学系を用いた蛍光 X 線顕微鏡の
開発

基盤研究 (B) 2025–2027

三村 秀和 高感度オーロラ X 線撮像分光観測による
宇宙空間-地球大気圏結合

基盤研究 (B) 2025–2027

小坂 優 地球温暖化がもたらす中緯度大気−海
洋−海氷相互作用の変化

基盤研究 (B) 2025–2027

小関 泰之 脂肪性肝炎の起点となる遊離コレステ
ロール代謝の恒常性破綻メカニズムの
解明

基盤研究 (B) 2025–2027

中邑 賢龍 重度障害児・者の個別のニーズに適合する
AI を用いたコミュニケーション支援方法
の開発

基盤研究 (B) 2025–2027

赤松 裕美 重度障害児・者の個別のニーズに適合する
AI を用いたコミュニケーション支援方法
の開発

基盤研究 (B) 2025–2027

坂田 遼弥 大循環と雲・化学・散逸の結合モデリング
で探る金星の気候形成と進化，生命存在可
能性

基盤研究 (B) 2025–2028

坂田 遼弥 火星多点磁場観測が拓く新たな火星電磁
気学

基盤研究 (B) 2025–2028

日比谷 由紀 高解像度年代測定と希ガス同位体分析に
よる微惑星進化の解明

基盤研究 (B) 2025–2028

大津山 堅介 社会生態系の再編「変革的適応」を伴う
災害リスク共生型土地利用ガバナンスの
構築

基盤研究 (B) 2025–2028

上田 宏生 全長 RNA 修飾解析によるがん転写調節異
常の解明

基盤研究 (B) 2025–2028

大澤 毅 腫瘍血管のダイナミクスを制御する微小
環境システムの解明

基盤研究 (B) 2025–2028

星野 歩子 妊娠母体概日リズムのエクソソームを介
した次世代への疾患伝播の検討

基盤研究 (B) 2025–2028

武見 綾子 経済安全保障と知的財産法の変革 基盤研究 (B) 2025–2028
吉村 有司 科学系博物館における来館者のウェル

ビーイングを検証する博物館活用モデル
の提案

基盤研究 (B) 2025–2028
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研究者名 課題名 研究種目 期間
角野 浩史 土の隙間から火山体内部を覗き見る〜土

壌ガスによる新しい火山モニタリング手
法の開発

基盤研究 (B) 2025–2029

松久 直司 ステルス電極を用いた「見えない脳波計」
による日常診断基盤技術の開発

基盤研究 (C) 2025–2027

富井 直輝 フレキシブル超音波プローブを用いた新
たな中心静脈カテーテル挿入法の開発

基盤研究 (C) 2025–2027

永江 玄太 ヒト角膜上皮幹細胞のシングルセル解像
度の空間トランスクリプトミクス

基盤研究 (C) 2025–2027

早川 公 個人投資家によるソーシャルメディア上
のコミュニケーションが金融市場に及ぼ
す影響

基盤研究 (C) 2025–2027

樗木 悠亮 大学院生が高校生の探究活動を効果的に
支援するための研修プログラムと指導教
材の開発

基盤研究 (C) 2025–2027

門内 靖明 テラヘルツ音響効果による開披不能和紙
史料の墨跡解析の試み

挑戦的研究 (開拓) 2025–2027

神野 莉衣奈 酸化ガリウム光ナノ共振器技術の開拓 挑戦的研究 (萌芽) 2025–2026
祐川 侑司 昆虫嗅覚受容体を発現させたセンサ細胞

を搭載した移動ロボットプラットフォー
ムの開発

挑戦的研究 (萌芽) 2025–2027

早川 公 栽培されずに「放し飼い」される作物の価
値は何か？

挑戦的研究 (萌芽) 2025–2027

継続（〜2024年度開始）
加藤 英明 光遺伝学を支えるロドプシンの作動メカ

ニズムの解明
特別推進研究 2021–2025

武石 直也 階層ナビゲーションのための数理・学習
ベース解析手法と介入方策決定技術

学術変革領域研究 (A) 2021–2025

西増 弘志 非ドメイン型バイオポリマーの立体構造・
相互作用解析

学術変革領域研究 (A) 2021–2025

綾屋 紗月 当事者化の過程における法則性／物語性
の解明と共同創造の行動基盤解明

学術変革領域研究 (A) 2021–2025

綾屋 紗月 当事者化行動科学に向けた学術の対象・方
法変革〜学術者の当事者化と研究の共同
創造〜

学術変革領域研究 (A) 2021–2025

斉藤 圭亮 光合成ユビキティ：あらゆる地球環境で光
合成を可能とする超分子構造制御

学術変革領域研究 (A) 2023–2027

関 真一郎 キメラ準粒子のエレクトロニクス 学術変革領域研究 (A) 2024–2028
小坂 優 ハビタブル日本の統括と推進 学術変革領域研究 (A) 2024–2028
森 正人 熱帯・極域と双方向作用する中緯度域の気

候変動と将来変化
学術変革領域研究 (A) 2024–2028

江崎 貴裕 イオン渋滞学の構築に向けた数理・計算シ
ミュレーション解析

学術変革領域研究 (A) 2024–2028

福田 昌弘 生成的デザインのための量子ビームタン
パク質分子動画解析

学術変革領域研究 (A) 2024–2028
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研究者名 課題名 研究種目 期間
佐々木 由比 パターン認識に基づくスケール横断分析

を指向した人工分子認識材料の創製
学術変革領域研究 (B) 2023–2025

山形 一行 幹細胞フィロスタシスとその破綻による
老化の統合的理解

学術変革領域研究 (B) 2023–2025

油谷 浩幸 非分裂細胞である心筋細胞の DNA損傷と
老化による心不全発症機序の解明と応用

基盤研究 (S) 2021–2025

熊谷 晋一郎 脳の一般原理に基づく認知機能の多様性
発生機序の理解と発達障害者支援

基盤研究 (S) 2021–2025

岩本 敏 ダイヤモンド中の IV族‐空孔中心の電荷制
御と量子ネットワークデバイスの創製

基盤研究 (S) 2022–2026

関 真一郎 マルチカロリトロニクス 基盤研究 (S) 2022–2026
岩本 敏 光子―スピン量子状態変換に基づく半導

体スピン量子ビットの革新的量子中継技
術の創製

基盤研究 (S) 2023–2027

上田 宏生 エピゲノム-RNA修飾軸による肥満と生活
習慣病の解明

基盤研究 (S) 2024–2028

永江 玄太 エピゲノム-RNA修飾軸による肥満と生活
習慣病の解明

基盤研究 (S) 2024–2028

檜山 敦 100 年人生対応の包摂型地域創出のための
統合型地域診断に基づく地域再生手法の
研究

基盤研究 (A) 2021–2025

関 華奈子 火星大気における炭素・窒素の進化と生命
関連分子生成環境の研究

基盤研究 (A) 2022–2026

中井 遼 移民急増社会におけるナショナリズムの
変容要因の解明：時点間と国際比較による
実証

基盤研究 (A) 2022–2026

廣井 悠 リアルタイム環境情報をデータ同化する
火災進展予測システムの開発と現場実装

基盤研究 (A) 2023–2025

セット ジ・イ
ヨン

低次元ナノマテリアルの光非線形性を中
心としたデジタルフォトニクス

基盤研究 (A) 2023–2025

江川 悟 高精度大型ウォルターミラーの開発と X
線望遠鏡・X線顕微鏡への展開

基盤研究 (A) 2023–2026

廣井 悠 「復興の総合知」を用いた災害復興社会の
シミュレーションと最適戦略策定手法の
提案

基盤研究 (A) 2023–2026

杉山 正和 化合物半導体モノリシック高度ユニタリ
変換光集積回路の開発と応用

基盤研究 (A) 2023–2027

近藤 早映 多重文脈社会ネットワークでウィズウィ
ルス生活行動を創るデータ共創リビング
ラボ

基盤研究 (A) 2023–2027

岩本 敏 光集積回路を実現するナノグラニュラー
磁気光学材料の開発

基盤研究 (A) 2024–2026

辻 真吾 深い学びの長期継続型評価が生みだす持
続的学習

基盤研究 (A) 2024–2026

鈴木 俊貴 多様性尊重の深化に伴う科学的分類の再
検討と再構築

基盤研究 (A) 2024–2026
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研究者名 課題名 研究種目 期間
上田 宏生 化学修飾を含む mRNA 配列設計の基盤

技術
基盤研究 (A) 2024–2027

富井 直輝 組織傷害を低減する新たな心房細動焼灼
方式の検討〜低出力短時間焼灼の電気生
理的解析

基盤研究 (A) 2024–2026

大澤 毅 自己由来分子による炎症・免疫応答系の調
節機構の解明と関連病態制御の基盤構築

基盤研究 (A) 2024–2026

瀬野 宏 組織傷害を低減する新たな心房細動焼灼
方式の検討〜低出力短時間焼灼の電気生
理的解析

基盤研究 (A) 2024–2026

柳井 秀元 自己由来分子による炎症・免疫応答系の調
節機構の解明と関連病態制御の基盤構築

基盤研究 (A) 2024–2026

小坂 優 過去から将来の熱帯太平洋大気海洋系の
パターン変化に対する統合的理解と予測

基盤研究 (A) 2024–2027

中井 遼 民主化の「第三の波」再訪：体制移行論の
新たな視角

基盤研究 (A) 2024–2027

牧原 出 地方自治体における行財政改革の学際的
研究：「日本型」改革の独自性の解明と理
論構築

基盤研究 (A) 2024–2028

神野 莉衣奈 電子・フォノン・光の量子協奏がもたらす
通信波長帯 IV族半導体レーザー

基盤研究 (B) 2024–2025

五月女 真人 全無機 B サイト置換金属ハライドペロブ
スカイト型半導体の単結晶ヘテロ構造

基盤研究 (B) 2024–2025

角野 浩史 低周波地震と希ガス同位体観測による新
たな火山モニタリング手法の構築

基盤研究 (B) 2024–2025

小坂 優 北極−中緯度連関に果たす大気−海洋−
海氷相互作用機構の解明

基盤研究 (B) 2024–2025

小坂 優 地球温暖化の循環場への影響を定量化す
る新しいイベント・アトリビューション

基盤研究 (B) 2024–2025

森 正人 大気渦状擾乱の極性別の振舞いを評価可
能な斬新な診断法による新しい大気循環
力学

基盤研究 (B) 2024–2025

春日 郁朗 質量分析と量子化学による未知物質の構
造推定技術の開発と病原菌未知増殖基質
への適用

基盤研究 (B) 2024–2025

白崎 善隆 微粒子に応答し IL-1 αを放出する病原
性肺胞マクロファージの同定とその特性
解析

基盤研究 (B) 2024–2025

白崎 善隆 細胞膜崩壊性細胞死による DAMPs放出の
メカニズムの解明

基盤研究 (B) 2024–2025

富井 直輝 組織破壊特性を考慮した膵液漏防止ス
テープラーデバイスの研究

基盤研究 (B) 2024–2025

永江 玄太 脳腫瘍の免疫血管微小環境と放射線画像
radiomics 解析の融合を基にした新規治療
開発

基盤研究 (B) 2024–2025
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研究者名 課題名 研究種目 期間
福島 智 指点字コミュニケーションにおける伝達

と理解メカニズムの解明
基盤研究 (B) 2024–2025

牧原 出 領域横断的な万国博覧会史研究を通じた
新しい戦後史叙述の可能性

基盤研究 (B) 2024–2025

池内 恵 交通システムの安全保障：インド太平洋地
域に於ける動向と課題

基盤研究 (B) 2024–2025

小泉 悠 交通システムの安全保障：インド太平洋地
域に於ける動向と課題

基盤研究 (B) 2024–2025

小泉 悠 現代外交における軍事力の効用：通時的・
共時的アプローチによる中範囲理論の
構築

基盤研究 (B) 2024–2025

小坂 優 A data-driven modeling approach for aug-
menting climate model simulations and its
application to Pacific-Atlantic interbasin
interactions

基盤研究 (B) 2024–2026

春日 郁朗 浄水膜ろ過プロセスにおけるエンドトキ
シン産生菌の挙動および制御に関する
研究

基盤研究 (B) 2024–2026

稲見 昌彦 都市のツイートデータを活用した市民間
のつながりの自動推定と社会応用

基盤研究 (B) 2024–2026

太田 禎生 自律的に駆動可能なバイオハイブリッド
ロボットの創出

基盤研究 (B) 2024–2026

富井 直輝 新生児訪問で股関節脱臼のエコースク
リーニングを行うための教育プログラム
開発と実装

基盤研究 (B) 2024–2026

星野 歩子 致死性前立腺癌に対するアミノ酸トラン
スポーターを基軸とした包括的治療戦略

基盤研究 (B) 2024–2026

星野 歩子 髄鞘形成の視点から思春期発症統合失調
症の予後を予測する研究

基盤研究 (B) 2024–2026

泉尾 直孝 前十字靭帯損傷に対する新たな治療ス
キーム確立にむけた前臨床モデル研究

基盤研究 (B) 2024–2026

泉尾 直孝 核酸アプタマーによる細胞内認識の構造
化学と脳関門透過戦略による神経変性疾
患治療

基盤研究 (B) 2024–2026

中井 遼 欧州統合の「逆行」と EU-アジア太平洋関
係：国際構造と地域統合の相関についての
考察

基盤研究 (B) 2024–2026

倪 嘉苓 異分野設計基盤の統合化で実現する炭素
循環技術新結合の開発促進

基盤研究 (B) 2024–2026

天沢 逸里 脱炭素社会に向けた行動変容の選択実験
と政策介入シミュレーションモデル開発

基盤研究 (B) 2024–2026

武石 直也 潜在健全指標モデルによるシステム状態
予測と運用最適化に関する研究

基盤研究 (B) 2024–2027

檜山 敦 VR を用いた高齢者の視空間・呼吸・嚥下
機能改善プログラムの実証的研究

基盤研究 (B) 2024–2027

（次ページへ続く）
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研究者名 課題名 研究種目 期間
泉尾 直孝 アルツハイマー病における心理・行動症

状とパルブアルブミン陽性神経障害との
関連

基盤研究 (C) 2022–2025

熊谷 晋一郎 発達障害や認知症等から考える総合的な
施設計画と運用に関する研究―空港を事
例として

基盤研究 (C) 2022–2025

綾屋 紗月 発達障害や認知症等から考える総合的な
施設計画と運用に関する研究―空港を事
例として

基盤研究 (C) 2022–2025

原田 達也 新規開発深層学習手法を用いた消化管癌
の病理学的解析と病理診断支援 AIの開発

基盤研究 (C) 2023–2025

黒瀬 優介 新規開発深層学習手法を用いた消化管癌
の病理学的解析と病理診断支援 AIの開発

基盤研究 (C) 2023–2025

檜山 敦 日本庭園デジタルツインのための高精度
自然石 3Dモデル化手法の開発

基盤研究 (C) 2023–2025

近藤 早映 郊外地域における保育ニーズ減少局面を
見据えた保育施設の再編のための計画
技術

基盤研究 (C) 2023–2025

富井 直輝 Cul-de-sac型心筋焼灼による心室細動の駆
動源ローター制御手法開発

基盤研究 (C) 2023–2025

大澤 毅 チロシン系代謝物マーカーによる神経芽
腫 MYC 遺伝子増幅判別モデルの改良と
検証

基盤研究 (C) 2023–2025

勝谷 紀子 医療系学生を対象とした難聴高齢者への
対応の質向上のための学習プログラム
開発

基盤研究 (C) 2023–2025

玉井 克哉 権利者不明著作物に関わる権利処理を円
滑化する法制度の研究

基盤研究 (C) 2023–2025

天沢 逸里 製品サービスシステムにおけるデジタル
技術の環境・経済評価シミュレーションの
開発

基盤研究 (C) 2023–2025

廣井 悠 災害時の多様な被害からの最適復旧過程
に基づくレジリエンス評価

基盤研究 (C) 2023–2026

富井 直輝 ローターの位相シンギュラリティ類型化
に基づく心房細動停止に向けた in silico
研究

基盤研究 (C) 2024–2026

富井 直輝 急性期領域におけるフレキシブル超音波
プローブによる大腿筋肉量評価の開発

基盤研究 (C) 2024–2026

大澤 毅 婦人科がん患者の QOL や治療成績に関わ
る食事と腸内細菌叢・代謝物の探索的研究

基盤研究 (C) 2024–2026

大澤 毅 新規神経芽腫マーカー（CTN/VLA）の有
効性（診断率・悪性度予測）検証と病態
解明

基盤研究 (C) 2024–2026

春日 郁朗 水中溶存有機物解析に基づく環境微生物
制御に挑む

挑戦的研究 (開拓) 2023–2025

（次ページへ続く）
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研究者名 課題名 研究種目 期間
白崎 善隆 未来表現型予測 AI による新たな研究体系

の確立
挑戦的研究 (開拓) 2023–2025

辻 真吾 教育の世界に知識を取り戻す：単元マップ
を媒介に

挑戦的研究 (萌芽) 2023–2025

永江 玄太 異常 RNA 修飾の高感度定量による神経膠
腫制御の新規標的検索

挑戦的研究 (萌芽) 2023–2025

廣井 悠 ポストコロナ社会に向けた危機管理の研
究：パンデミック対策への防災研究適用の
検討

挑戦的研究 (萌芽) 2024–2026

大津山 堅介 ポストコロナ社会に向けた危機管理の研
究：パンデミック対策への防災研究適用の
検討

挑戦的研究 (萌芽) 2024–2026

富井 直輝 フレキシブルプローブを用いた股関節脱
臼リアルタイムアセスメント方法の開発

挑戦的研究 (萌芽) 2024–2026

佐々木 由比 ニパウイルスの野外迅速診断法確立とこ
れを用いた流行地域におけるウイルス性
状の解析

国際共同研究加速基金 (国際
共同研究強化 (B))

2020–2025

日比谷 由紀 コンドリュールの複合同位体解析から迫
る原始太陽系円盤の進化

国際共同研究加速基金 (国際
共同研究強化 (B))

2021–2025

星野 歩子 プロテオフォームの包括的解析を可能に
する高深度トップダウンプロテオミクス
法の開発

国際共同研究加速基金 (国際
共同研究強化 (B))

2022–2025

大津山 堅介 災害・気候変動対応策への投資と社会的脆
弱性・地域復元力の関係解明：NY 市を対
象に

国際共同研究加速基金 (国際
共同研究強化 (B))

2022–2026

松久 直司 国際循環器デジタルオミックスコンソー
シアムの創成

国際共同研究加速基金 (国際
先導研究)

2024–2030

泉尾 直孝 神経変性疾患における超硫黄化アミロイ
ドの役割に関する国際共同研究

国際共同研究加速基金 (海外
連携研究)

2024–2028

5.2 受託研究の実施状況
2025 年度も引き続き先端研は、国の政策的重要事業や地方自治体、民間企業との連携・協力を通じて、幅
広い受託研究を実施している。受託研究のうち、委託元が文部科学省（MEXT）、科学技術振興機構（JST）、
日本医療研究開発機構（AMED）、宇宙航空研究開発機構（JAXA）、新エネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）、農業・食品産業技術総合研究機構（NARO）、および地方公共団体と多岐にわたり、研究課題数は
計 59件に及ぶ。研究の対象領域は、生命科学・医療、情報・AI・ロボティクス、エネルギー・材料、社会科
学・人文科学の 4つの領域に大別される。
特に JST からの受託が 40件と全体の約 68%を占め、とりわけ戦略的創造研究推進事業（CREST・さきが
け・ACT-X・CRONOS・ALCA-Next）やムーンショット型研究開発事業に多くの課題が集中している。これ
は、先端研が国の重点科学技術政策に深く貢献していることを示している。
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表 30 委託機関別の受託研究数

委託機関名称 件数 割合

科学技術振興機構 40件 67.8%

日本医療研究開発機構 5件 8.5%

地方公共団体 5件 8.5%

文部科学省 4件 6.8%

新エネルギー・産業技術総合開発機構 3件 5.1%

宇宙航空研究開発機構 1件 1.7%

農業・食品産業技術総合研究機構（生研支援センター） 1件 1.7%

合計 59件 100%

受託研究一覧

表 31 文部科学省からの受託研究

研究担当者 事業名称 研究題目

角野 浩史 次世代火山研究・人材育成総合プロ
ジェクト（先端的な火山観測技術の
開発）

地球化学的観測技術の開発

近藤 武夫 教科書デジタルデータ提供に関する調
査委託

教科書デジタルデータ管理機関（Accessible
Educational Material Center）

近藤 武夫 教科書の検定調査発行供給等 —
近藤 武夫 読書バリアフリーコンソーシアム事業 学校図書館等における読書バリアフリー

コンソーシアム

表 32 科学技術振興機構からの受託研究

研究担当者 研究領域・内容等 研究題目
ムーンショット型研究開発事業
白崎 善隆 目標１：身体・脳・空間・時間の制

約からの解放 ／ 細胞内 CAの遠隔
制御評価（課題４）

CA 搭載細胞の動態計測・分取プラッ
トフォームの開発

原田 達也 目標１：アバター共生社会の実現
／人間の知識・概念獲得（項目３）

概念理解とマルチモーダル認識の研究
開発

黒瀬 優介 目標１：アバター共生社会の実現
／人間の知識・概念獲得（項目３）

意味理解コーパスの研究開発

椋田 悠介 目標１：アバター共生社会の実現
／人間の知識・概念獲得（項目３）

因果推論と予測機能の研究開発

（次ページへ続く）
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研究担当者 研究領域・内容等 研究題目
星野 歩子 目標９：精神的に豊かで躍動的な

社会の実現 ／ エクソソームからこ
ころの状態を読み取る技術（項目
２）

エクソソームの多角的解析からこころ
の状態を読み取る技術の研究開発

ナシリ・ケナリア
ミアモハメッド

目標９：精神的に豊かで躍動的な
社会の実現 ／ エクソソームからこ
ころの状態を読み取る技術（項目
２）

エクソソームのプロテオミクス解析か
らこころの状態を読み取る技術の研究
開発

稲見 昌彦 目標９：精神的に豊かで躍動的な
社会の実現 ／ 「自在ホンヤク機」
のシステム開発（項目３）

「自在ホンヤク機」における表現機の
研究開発

齊藤 寛人 目標９：精神的に豊かで躍動的な
社会の実現 ／ 「自在ホンヤク機」
のシステム開発（項目３）

「自在ホンヤク機」の暗黙的インタラ
クションの研究開発

熊谷 晋一郎 目標９：精神的に豊かで躍動的な
社会の実現 ／ 「自在ホンヤク機」
の社会実装・発達障害（項目４）

当事者視点での「自在ホンヤク機」の
性能評価と効果検証

革新的GX技術創出事業
太田 禎生 バイオものづくり領域（超並列た

んぱくプリンタシステムの開発）
DNA バーコード技術に基づく超並列
遺伝子合成法の開発

研究成果展開事業
中村 尚 共創の場形成支援プログラム（COI-

NEXT）
地域気象データと先端学術による戦略
的社会共創拠点

太田 禎生 研究成果最適展開支援プログラ
ム 産学共同ステージ II（本格
フェーズ）

高速・高感度な単一分子検出技術
MiraFlowの開発

太田 禎生 研究成果最適展開支援プログラム
産学共同（育成型）

超高感度・高速な微粒子解析装置の試
作機開発・実用検証

国際科学技術共同研究推進事業
大津山 堅介 日本国内対象地における社会調査
社会技術研究開発事業
熊谷 晋一郎 SDGsの達成に向けた共創的研究開

発プログラム（社会的孤立・孤独の
予防）

若者とのコプロダクションによる孤独
予防因子の解明

森 章 SDGsの達成に向けた共創的研究開
発プログラム創出フェーズ（自然
資本の適応的管理）

—

先端国際共同研究推進事業
太田 禎生 マルチモダリティ標識化技術による次世代空間ゲノミクスとプール化表現型解析
松久 直司 フレキシブル・ストレッチャブルエレクトロニクスに関する包括的研究
戦略的創造研究推進事業（ACT-X）
高下 修聡（稲見
研究室）

次世代 AI を築く数理・情報科学の
革新

無意識動作の AI への委譲による拡張
身体の操作

樗木 悠亮 リアル空間を強靭にするハード
ウェアの未来

微小光エネルギー利用に向けた導波路
型太陽電池の創成

（次ページへ続く）

59



ファクトデータブック 2025年度研究活動編：速報版 5 研究の取組

（前ページより続く）
研究担当者 研究領域・内容等 研究題目
戦略的創造研究推進事業（ALCA-Next）
岡田 至崇 エネルギー変換・蓄エネルギー領域 ラチェット型中間バンド太陽電池フィ

ルムの開発
戦略的創造研究推進事業（CREST）
西増 弘志 細胞操作 革新リコンビナーゼを用いたゲノム

改変
加藤 英明 細胞操作 生体磁気センシング機構を利用した細

胞自在操作技術の開発と応用
岩本 敏 トポロジカル材料科学 トポロジカル集積光デバイスの創成
太田 禎生 細胞外微粒子 多次元・ネットワーク化計測による細

胞外微粒子の多様性と動態の解明
醍醐 市朗 材料創製・循環プロセス ばらつきを制する R-PSPPに基づく二

次資源からの材料生産チェーン設計学
小関 泰之 革新的計測・解析システム 高速ラマン顕微鏡・プローブ・機械学

習による革新的生体解析
関 真一郎 未踏探索空間における革新的物質 第三の磁性体「Altermagnet」の物質設

計と機能開拓
岩本 敏 量子・古典の異分野融合 酸化物半導体をプラットフォームとし

た高効率量子光源技術の開拓
戦略的創造研究推進事業（さきがけ）
福田 昌弘 細胞操作 「光膜輸送学」―光による膜輸送の自

在制御への挑戦
武見 綾子 パンデミックに対してレジリエン

トな社会・技術基盤の構築
感染症対応における国際・国内ガバナ
ンス向上に関わる研究

佐々木 由比 新原理デバイス創成のためのナノ
マテリアル

キラル動的共有結合性有機構造体トラ
ンジスタの創製

都築 怜理 複雑な流動・輸送現象の解明・予
測・制御に向けた新しい流体科学

実用のための量子流体シミュレーショ
ン技術の開拓

北折 暁 物質探索空間の拡大による未来材
料の創製

時間・空間反転対称性が破れた反強磁
性体の開拓と制御

岡村 嘉大 量子物質 次世代反強磁性体における量子幾何多
極子応答の開拓

戦略的創造研究推進事業（CRONOS）
稲見 昌彦 ボディバース：人と内臓とのインタラクション基盤の創成
門内 靖明 テラヘルツ誘起超音波とロボットの融合による AI触知覚
創発的研究支援事業
加藤 英明 光により操作可能な生命現象の拡張と光遺伝学 2.0の創出
大澤 毅 高深度オミクス代謝連関解析によるがん悪性化機構の解明
低炭素社会実現のための社会シナリオ研究事業
杉山 正和 カーボンニュートラル社会シナリオ創出に向けた全体統括と連携
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表 33 日本医療研究開発機構からの受託研究

研究担当者 事業名称 研究領域 研究題目

米田 美佐子 ワクチン・新規モダリ
ティ研究開発事業

重点感染症に対する感染
症ワクチンの開発

麻疹ウイルスベクターを用いたニ
パウイルス感染症ワクチンの開発

服部 一輝 革新的先端研究開発支援
事業

根本的な老化メカニズム
の理解と破綻に伴う疾患
機序解明（ソロタイプ・
PRIME）

老化腸幹細胞ニッチを大量・並列
に再現し、ニッチ内コミュニケー
ションを解く

大澤 毅 橋渡し研究プログラム — 腫瘍微小環境の代謝システムを制
御する次世代代謝阻害剤の開発

永江 玄太 次世代がん医療加速化研
究事業

— 複合的分子異常と腫瘍微小環境が
もたらす治療抵抗機序の解明

大澤 毅 次世代がん医療加速化研
究事業

— 腫瘍微小環境の代謝ネットワー
クを制御する次世代代謝阻害剤の
開発

表 34 宇宙航空研究開発機構からの受託研究

研究担当者 事業名称 研究領域 研究題目

杉山 正和 宇宙戦略基金事業 SX研究開発拠点 次世代宇宙用太陽光発電デバイス
の研究開発拠点

表 35 新エネルギー・産業技術総合開発機構からの受託研究

研究担当者 事業名称 研究領域 研究題目

河野 龍興 水素利用拡大に向けた共
通基盤強化のための研究
開発事業

燃料電池・水電解の共通
基盤技術開発

常温水電解評価解析プラット
フォームの技術開発

岡田 至崇 太陽光発電導入拡大等技
術開発事業

— 化合物３接合型太陽電池の革新的
低コスト作製技術開発

杉山 正和 太陽光発電導入拡大等技
術開発事業

— 高耐久ワイドギャップ太陽電池の
開発

表 36 農業・食品産業技術総合研究機構生研支援センターからの受託研究

研究担当者 事業名称 研究題目

光野 秀文 オープンイノベーション研究・実用
化推進事業 基礎研究ステージ（研
究シーズ創出タイプ）

農作物・食品のカビ汚染を検知する昆虫嗅覚
受容体利用型簡易検査システムの基盤構築
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表 37 地方公共団体からの受託研究

研究担当者 委託自治体 研究題目

三村 秀和 河内長野市 河内長野市における産業と教育に関する調査研究
近藤 武夫 京都市 超短時間雇用の促進のための組織体制整備に向けたアクションリ

サーチ
中邑 賢龍 港区 体験学習研究事業等実施業務委託
近藤 武夫 世田谷区 せた JOB 応援プロジェクトにおける障がい者の短時間雇用による

就労機会創出に関する研究委託
近藤 武夫 大垣市 超短時間雇用モデル構築のための体制整備に向けたアクションリ

サーチ

研究の対象領域別の分類
生命科学・医療分野（18件） 感染症ワクチン開発（AMED）、がん治療・腫瘍微小環境研究（AMED

× 3、JST 創発的）、老化メカニズム（AMED）、細胞操作・ゲノム改変（JST CREST × 2、JST さきがけ）、
エクソソーム解析（JST ムーンショット × 2、JST CREST）、光遺伝学（JST 創発的）、超並列遺伝子合成
（JST）、カビ汚染検知バイオセンサー（NARO）を含む。医療・生命科学分野は先端研の中核研究群の一つを
形成している。
情報・AI・ロボティクス分野（15 件） アバター・拡張身体インタラクション（JST ムーンショッ
ト × 6、JST CRONOS × 2、JST ACT-X）、こころの状態計測（JST ムーンショット × 3）、AI・機械学習
（JST ACT-X、JST CREST）、テラヘルツ技術とロボットの融合（JST CRONOS）を含む。ヒューマンイン
タフェース・AI 融合が特に充実している。
エネルギー・材料・物理分野（17件） 太陽電池（JAXA、JST × 3、NEDO× 2）、水電解・水素エネ
ルギー（NEDO）、磁性体・量子材料（JST CREST × 3、JST さきがけ × 2）、フレキシブルエレクトロニク
ス（JST）、トポロジカル光デバイス（JST CREST × 2）、量子流体シミュレーション（JST さきがけ）、カー
ボンニュートラルシナリオ（JST）を含む。エネルギー変換・量子材料が厚い研究基盤を持つ。
社会科学・人文科学・教育分野（9件） 障がい者就労支援・超短時間雇用（地方公共団体× 3、MEXT

× 2）、読書バリアフリー・教科書アクセシビリティ（MEXT × 2）、孤独予防（JST）、自然資本管理（JST）、
社会調査（JST、地方公共団体）を含む。インクルーシブ社会の実現に向けた政策連動型研究が集中している。

表 38 主要な研究担当者別の受託件数（複数件担当者）

研究担当者 件数 主な研究分野

太田 禎生 6件 細胞外微粒子・単一分子検出・空間ゲノミクス・遺伝子合成
近藤 武夫 5件 障がい者就労支援・教育アクセシビリティ・読書バリアフリー
大澤 毅 3件 がん代謝・腫瘍微小環境
杉山 正和 3件 太陽電池・カーボンニュートラル社会シナリオ
稲見 昌彦 2件 ヒューマンインタフェース・身体拡張
岩本 敏 2件 トポロジカル光デバイス・量子光源
岡田 至崇 2件 太陽電池（中間バンド型・化合物型）
加藤 英明 2件 細胞操作・光遺伝学
熊谷 晋一郎 2件 孤独予防・「自在ホンヤク機」社会実装
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5.3 国際連携活動
国際連携活動においては、エネルギー・航空宇宙・経済安全保障など戦略的重要性の高い分野での協定締
結・強化が顕著であった。新たにドイツ航空宇宙センター（DLR）との持続可能なグリーン燃料製造に関す
る研究協力協定を締結したほか、水素・燃料電池のグローバルエコシステムの構築を目指す国際機関 GIHF
（Global Institute for Hydrogen and Fuel Cells）には先端研がパートナー機関として参加することを明示した
意向表明書に署名した。また、ミシガン大学航空宇宙工学科との教育・学術研究協力MOUを締結し、航空輸
送・航空宇宙モビリティ分野における国際協力の基盤を構築した。台湾の科学技術政策・民主・社会研究所
（DSET）とのMOUは、経済安全保障分野での社会科学的共同研究を目的とした新たな取り組みである。
海外機関との交流においては、中東・湾岸地域との関係が一段と深まった。サウジアラビア王国大使館の
ガーズィー・ビン・ザグル大使の来訪に続き、同国のアブドゥッラー国王原子力・再生可能エネルギー都市
（K.A.CARE）からは再生可能エネルギー分野の幹部が訪問し、太陽光・水素・蓄電技術にわたる研究協力の
可能性について踏み込んだ意見交換が行われた。さらに、駐日アラブ首長国連邦大使館との対話では、先端
研の社会科学と理系研究の共存が高く評価されるとともに、同国が重点を置くエネルギー・イノベーション
分野との親和性が確認された。クイーンズランド州政府の財務・貿易・雇用・研修大臣来訪の際には、Asia
Research Newsが取材に同行するなど、先端研の国際的な存在感が示された。
若手研究者の国際展開を支えるプログラムも継続・充実した。生産技術研究所と連携する UTEC 若手海外
自由展開・研鑽支援プログラムは、全分野の大学院生・若手研究者の海外研究機関への派遣を支援している。
2011年より続くケンブリッジ大学クレアホール夏季 Visiting Student制度では、2025年度も 2名の学生が渡
航し、国際的なネットワークを築く機会を得た。一方、実績や交流予定のない協定 2件（ニューサウスウェー
ルズ大学および中国科学技術大学）を整理・終結した。

表 39 国際交流協定・覚書の新規締結・更新

相手機関名 協定種類 協定名 締結目的・更新理由

新規締結
科 学 技 術・ 民
主・社会研究所
（DSET）

部局協定 Memorandum of Understanding (MOU) be-
tween The University of Tokyo RCAST and
DSET on Research Collaboration

先端研の経済安全保障プログラ
ムを中心として、日本の台湾と
の先端科学技術政策や経済安全
保障分野における今後の連携可
能性に関する社会科学・政策分
野の共同研究を行う。

更新
ミラノ工科大学 部局協定 MEMORANDUM ON EXTENSION OF

COLLABORATION AGREEMENT BE-
TWEEN RESEARCH CENTER FOR AD-
VANCED SCIENCE AND TECHNOL-
OGY, THE UNIVERSITY OF TOKYO
AND POLITECNICO MILANO

先端アートアンドデザイン分
野において、両機関は実績が
あり、積極的にシンポジウム、
ワークショップ、研究指導等、
研究者間交流が行われてきた。
また、太陽光エネルギー関連の
プロジェクトにおいて、東大先
端研は研究協力パートナーとし
て参加している。
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表 40 終結した国際交流協定

相手機関名 締結年月日 終結承認日 事由

ニューサウスウェールズ大学 2013年 8月 14日 2025年 7月 9日 失効後 5 年以上経過していることの
措置

中国科学技術大学 2022年 3月 2日 2025年 12月 先端研での交流の実績及び予定がない
ための措置

国際連携に関わるその他の文書

MEMORANDUM OF UNDERSTANDING FOR ACADEMIC AND SCIENTIFIC COOPERATION
BETWEEN THE REGENTS OF THE UNIVERSITY OF MICHIGAN ON BEHALF OF ITS DE-
PARTMENT OF AEROSPACE ENGINEERING, COLLEGE OF ENGINEERING AND RESEARCH
CENTER FOR ADVANCED SCIENCE AND TECHNOLOGY, THE UNIVERSITY OF TOKYO

目的：米国ミシガン州アナーバーに所在するミシガン大学リージェンツ（ミシガン州憲法に基づき
設立された法人）を代表主体とし、その工学部航空宇宙工学科を通じて活動するミシガン大学と、
日本国東京都に所在する東京大学先端科学技術研究センターとの間において、航空輸送および航空
宇宙モビリティ分野に関する教育及び学術研究の協力を促進することを目的とする。

Cooperation Agreement between Deutsches Zentrum fuer Luft- und Raumfahrt e.V. and Research Center
for Advanced Science and Technology, University of Tokyo

大気中の CO2 を利用した効率的、経済的、かつ持続可能なグリーン燃料製造のための研究協力を推
進する。これにより、日・独それぞれで推進しているプロジェクトの成果創出を加速するとともに、
将来の国際共同プロジェクト提案を目指した協力体制を構築する。

Global Institute for Hydrogen and Fuel Cells (GIHF)と先端研との Letter of Intent
水素分野における研究・教育の促進を目的として設立される Global Institute for Hydrogen and Fuel
Cells (GIHF)に先端研が Partner機関として参加するため、参加意向表明のための Letter of Intent
に署名した。GIHF は、米国法に基づく独立した非営利組織であり、クリーン水素及び燃料電池の
技術を促進するため、信頼できる世界的なエコシステムを形成し、透明性の確保、イノベーション
の促進、次世代の人材育成を目的としている。先端研には水素関連の研究者が複数いることから、
組織として参加することとなった。

国際交流・国際連携の構築・強化
UTEC 若手海外自由展開・研鑽支援プログラム 先端科学技術研究センターと生産技術研究所は、株
式会社東京大学エッジキャピタル（UTEC）からの UTEC 指定寄附を活用し、熱意に溢れ将来国際的な活躍
が期待できる優秀な若手研究者の育成に寄与する「UTEC若手海外自由展開・研鑽支援プログラム」を実施し
ている。この事業は、東京大学駒場リサーチキャンパスにおいて研究されている、自然科学、工学、人文学、
及び社会科学の全分野を対象に、海外研究機関における研究者との出会いの機会を持つなど、幅広く自らの能
力・可能性を自由に開拓すべく、滞在費・渡航費等の経済的支援を行うものである。申請資格を持つ者を先端
科学技術研究センターまたは生産技術研究所の研究室に所属する助教・本学と雇用関係のある研究員（特任を
含む）・学部 4年生、大学院学生（社会人学生を含む）としている。

64



ファクトデータブック 2025年度研究活動編：速報版 5 研究の取組

表 41 UTEC若手海外自由展開・研鑽支援プログラム 2025年度の実施状況

氏名 所属研究室（学
年・職位）

研鑽タイトル 実施期間 派遣機関名

亀井 りま 関華奈子研究室
（M2）

火星周回衛星「ESCAPADE」を
活用した火星大気流出の国際共
同研究の展開

2025年 9月 9日〜
9月 23日

カルフォルニア大学
バークレー校宇宙科
学研究所

川村 岳 小坂研究室（M1）気候モデルの大規模アンサンブ
ル実験により明らかにする、冬
季北半球の気候変動の長期変調

2025 年 12 月 1
日〜12月 14日.

米国大気研究セン
ター

西澤 啓太 森章研究室（助
教）

生物多様性を高める森林施業に
関する日本とドイツの知見共有

2025 年 10 月 18
日〜11月 10日

ロ フ ィ ア ナ 大 学
リューネブルク、ユ
リウス・マクシミリ
アン大学ヴュルツブ
ルク

2025年度ケンブリッジ大学クレアホール夏季 Visiting Student 1209年に創立された世界最古の大
学のひとつであるケンブリッジ大学は、学界を牽引すると同時に、学者による自治コミュニティでもあり、イ
ギリス伝統のカレッジ（学寮）制を特徴としている。クレアホールは、学内に 31 あるカレッジのひとつであ
り、世界中から様々な分野の学者を受け入れ、それぞれの専門をさらに発展させるための学際的な学びの場を
提供することを最も重要な基本的価値としている。本プログラムは、2011 年にクレアホールと先端研との間
で締結した夏季 Visiting Students の取り決めに基づき、先端学際工学専攻の学生がクレアホールを拠点にし
て、ケンブリッジ大学において各人の知見を深め、ネットワークを築くことを目的としている。2025 年度は
下表に掲げる２名の学生がクレアホールにて学術交流を行った。

表 42 クレアホール夏季 Visiting Student 2025年度の実施状況

氏名 所属研究室 研修課題名 実施期間

川上 歩乃 熊谷研究室 診断が確定しない難病疑いの患者が経験する
メディカルガスライティング

2025年 7月 11日〜8
月 13日

沙 艳华 小関・セット研究室 Electrically controlled Graphene mode-locked
fiber laser

2025 年 7 月 5 日〜8
月 7日

海外大学・研究機関・行政機関等との交流
中東・中華圏・欧州・オセアニアなど多様な地域から政府機関・大学・研究機関の代表団が来訪し、計 8件
の交流が実施された。エネルギー（再生可能エネルギー・水素・蓄電）、障害者支援技術、科学技術政策・
ELSI など、先端研の研究領域の幅広さを反映した多岐にわたるテーマで意見交換が行われた。とりわけ中
東・湾岸地域との交流が活発であり、在日サウジアラビア王国大使館、アブドゥッラー国王原子力・再生可
能エネルギー都市（K.A.CARE）、駐日アラブ首長国連邦大使館の 3 機関からの相次ぐ来訪を通じ、エネル
ギー・イノベーション分野における新たな協力の可能性が開かれた。

中華人民共和国：中国障害者連合会
来所日：2025年 6月 17日（火）
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概要：中国障害者連合会からは理事長を含む代表団が来訪し、障害者支援における科学技術の活用や国
際協力の可能性について意見交換を行った。インクルーシブデザインラボラトリー（並木重宏研究室）
での見学を通じて、障害者支援技術に関する理解が深まり、代表団からは研究内容への強い関心と今後
の連携への意欲が示された。

在日サウジアラビア王国大使館
来所日：2025年 7月９日（水）
概要：在日サウジアラビア王国大使館のガーズィー・ビン・ザグル大使が来訪し、杉山所長が先端研の研
究概要や活動を紹介した。ザグル大使から、丁寧な受け入れへの感謝とともに、先端研の研究領域や社
会課題へのアプローチに強い関心を示され、今後の協力に向けて前向きに取り組みたいと述べられた。

オーストラリア・クイーンズランド州政府
来所日：2025年 7月 16日（水）
概要：豪・クイーンズランド州政府のロス・ベイツ財務・貿易・雇用・研修大臣が来訪し、州政府関係者
と先端研教員との間で意見交換会を実施した。杉山所長による研究所紹介、車一宏助教（光量子イメー
ジング分野・小関研究室）および服部一輝特任助教（生命情報計測光学分野・太田研究室）によるショー
トプレゼン、杉山研究室等の研究室見学など、多層的な交流が行われ、今後の連携拡大に向けた重要な
機会となった。州政府事務所からは、今回の意見交換会が「非常に面白く、国際連携強化に向けた示唆
に富んでいた」との評価が寄せられ、研究室見学に参加した関係者からも先端研の研究活動に強い興味
が示された。今回の訪問には Asia Research News の記者も同行しており、クイーンズランド州と先端
研の協力関係が国際的にも注目されていることが示された。記事では、杉山所長が Queensland Global
Connector として中心的な役割を果たしていること、エネルギー転換や応用研究の分野で両者の連携が
着実に進展していることが紹介された。

台湾国家科学及技術委員会・台湾国立陽明交通大学
来所日：2025年 7月 30日（水）
概要：台湾の国家科学及技術委員会および国立陽明交通大学の代表団とは、科学技術政策、ELSI、科学
コミュニケーションなど社会と科学技術をつなぐテーマについて意見交換を行い、研究と政策を横断す
る活発な議論となった。これらの対話を通じ、研究と政策をつなぐ国際的な協力の重要性が改めて確認
された。

ドイツ連邦共和国：Ludwig Maximilian University of Munich
来所日：2025年 9月 12日（金）
概要：ミュンヘン大学で日本語を履修する多様な学術分野の学生で構成された訪問団が来訪し、グロー
バル気候力学分野・小坂優准教授による気候科学の講義および研究室の若手研究者との意見交換を行っ
た。学生たちからは、先端研での学びが今後の進路や人生にとって励みとなったとの声が寄せられ、当
日の写真が良い記念になったとの感謝も伝えられた。

サウジアラビア王国：アブドゥッラー国王原子力・再生可能エネルギー都市（K.A.CARE）
来所日：2025年 10月 6日（月）
概要：サウジアラビア王国のアブドゥッラー国王原子力・再生可能エネルギー都市（K.A.CARE）から再
生可能エネルギー分野の幹部が来訪し、太陽光、水素、蓄電技術など、先端研の強みと重なる領域におけ
る研究協力の可能性について意見交換を行った。水素エネルギー分野・河野龍興研究室での研究室訪問
も実施され、代表団からは丁寧な説明への感謝とともに、先端研との協力に対する強い関心が示された。
訪問時の議論を踏まえ、再生可能エネルギー分野における次世代送電網などの協力可能性について検討
を継続したいとの意向が示され、研究協力の取組の前進に向けた期待と継続的な対話への希望が伝えら
れた。
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駐日アラブ首長国連邦大使館
日時：2025年 11月 26日（水）
概要：駐日アラブ首長国連邦大使館から経済部長を含む代表団の来訪があり、先端研の研究概要や施設
を紹介した。エネルギー、イノベーション、社会課題への科学技術の応用など、同国が重点を置く分野
と先端研の研究領域が重なる点が多く、終始前向きな対話が続いた。また、先端研にはグローバルセ
キュリティー・宗教分野の社会科学と最先端の理系研究が共存しており、中東地域の文化的・宗教的背
景への理解が示されたことで、訪問団からは高い信頼が寄せられた。代表団は「ROLES」にも注目し、
これまでの取組みが訪問の重要な動機となったことが示された。

フランス共和国： Institut Polytechnique de Paris
来所日：2026年 1月 29日（木）
概要：パリ工科大学（IP Paris）からは代表団が来訪し、部局間協定や教育制度に関する意見交換を行っ
た。制度的特徴や連携の可能性について具体的な対話が進み、研究・教育の両面で協力の可能性が広
がった。代表団からは、先端研の国際連携への姿勢に対する高い評価と将来の協力への期待が寄せられ、
制度的連携の深化に向けた重要な一歩となった。

5.4 産学官連携活動
産学官連携活動においては、産学・自治体・学学の各分野で新たな協定が相次いで締結され、先端研の社会
実装への取り組みが一段と広がった。
産学連携では、大阪ガス株式会社との包括連携協定を締結し、カーボンニュートラル・気候変動対策・ヘル
スケアなど将来の社会課題解決を共同で推進する体制を構築した。また、ナニオンテクノロジージャパン株
式会社との研究協力協定および成田国際空港株式会社との包括連携協定も新たに締結し、先端技術の産業実
装から航空・物流インフラを核とするイノベーションハブ形成まで、多彩な産業分野との連携基盤を整えた。
さらに、一般社団法人社会的価値共創フォーラムとの協定では、STEAM型教育プログラムや高野山を舞台と
した価値創造プログラムを含む産芸学官横断の取り組みを共に推進していく。
自治体連携では新たに 4 件の協定が締結された。新潟市との協定では次世代高性能太陽電池の社会実装を
はじめとする脱炭素社会の実現を共通目標に掲げ、先端研の再生可能エネルギー研究を地域政策と直接接続
する。小豆島町・土庄町、南あわじ市（いずれも瀬戸内島嶼部）、多賀城市（宮城県）との協定は、地域の特
性を活かしたまちづくり・産業振興・人材育成を柱とする包括的な連携であり、地理的に多様な地域との協力
関係が形成されている。
学学連携においては、筑波大学・京都大学・放送大学等と共に「障害学生支援 e-learningコンソーシアム」
に参画し、障害のある学生への教育支援の充実に寄与している。これは、先端研が長年にわたり推進してきた
障害インクルージョン研究が大学間連携のプラットフォームとして結実したものである。

産学連携の状況

東京大学先端科学技術研究センターー　大阪ガス株式会社　包括連携協定
目的：社会のニーズを踏まえ先端科学技術の新領域の開拓と社会実装を目指している先端研と、カーボ
ンニュートラルや気候変動対策、ヘルスケアなど将来起こり得る様々な社会課題の解決を目指している
大阪ガス株式会社が、共同研究及び学術指導等の実施により、包括的に産学連携協力する。
有効期間：令和 7年 4月 1日から令和 10年 3月 31日とする。

ナニオンテクノロジージャパン株式会社との産学連携研究協力に関する協定
目的：各々の研究開発能力や人材を活かし、社会のニーズを的確に捉え、先端科学技術の新領域の開拓
と社会実装を目指して、産学連携による研究協力を推進する。
有効期間：令和 7年 6月 1日から令和 10年 3月 31日とする。ただし、共同研究契約書の研究期間を延長
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した場合には、本協定は当該研究期間の終了日まで有効に存続するものとする。

一般社団法人社会的価値共創フォーラムとの連携に関する協定
目的：すべての人が産芸学官の専門分野の垣根を超え、多様な見方や価値観を融合させる深遠なコミュ
ニケーションにより視座を転回して、社会問題を浮き彫りにするとともに、その解決策を探る中で新た
な価値を創造するための基盤を築き上げ、当該基盤を社会に実装し、さらには世界に向けて発信するこ
との実現に向けた取り組みを共に推進していく。
連携協力事項
（１）多様な価値観を融合する産芸学官連携プログラム
（２）次世代育成のための STEAM型教育プログラム
（３）高野山で行う価値創造のための総括プログラム
（４）その他

有効期間：本協定の締結日から 2028年 3月 31日までとする。ただし、両者間の書面による合意の上、本
協定の有効期間を延長することができる。

東京大学先端科学技術研究センター ー成田国際空港株式会社　包括連携協定書
目的：社会のニーズを踏まえ先端科学技術の新領域の開拓と社会実装を目指している先端研と世界のサ
プライチェーンを支える基盤交通インフラとしての機能を果たしつつ、イノベーションハブとして今後
成田空港を核にエアポートシティを発展させていくことにより日本の成長に寄与することを目指す成田
国際空港株式会社が、共同研究及び学術指導等の実施により、包括的に産学連携協力することを目的と
する。
有効期間：2025年 11月 1日から 2028年 3月 31日までとする。ただし、共同研究契約書の研究期間を延
長した場合には、本協定は当該研究期間の終了日まで有効に存続するものとする。

自治体連携の状況

小豆島町、土庄町及び国立大学法人東京大学先端科学技術研究センターの連携と協力に関する協
定書

目的： 学術の振興、産業の発展及び活力ある個性豊かな地域づくり
連携内容：
（１）教育・人材育成
（２）産業及び雇用創出支援
（３）地域特性を活かしたまちづくり・地域づくり

有効期間：令和 7年 4月 21日から令和 8年 3月 31日とする。但し、書面による終了の意思表示がないと
きはさらに１年間延長されるものとし、以後も同様とする。

新潟市と東京大学先端科学技術研究センターとの脱炭素社会の実現に向けた連携と協力に関する
協定書

目的：各々が実施する環境・エネルギー分野の取組等を連携させ、相互発展を図ることにより、持続可能
な脱炭素社会の実現及び産業の発展に寄与
連携内容：
（１）次世代高性能太陽電池の社会実装をはじめとした再生可能エネルギーの導入促進に関する取組
（２）持続可能なまちづくりに関する取組
（３）環境と経済の好循環に関する取組
（４）脱炭素型ライフスタイルの実践に関する取組
（５）その他
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有効期間：協定締結日から令和 9年３月 31日までとする。ただし、期間満了の３ヶ月前までに、更新し
ない旨の申出がない場合には、同一条件をもって１年間更新するものとし、以後の更新満了についても、
また同様とする。

多賀城市と東京大学先端科学技術研究センターの連携と協力に関する包括連携協定書
目的：学術の振興、産業の発展及び活力ある個性豊かな地域づくり
連携内容：両機関の有する知識、経験及び能力を活かし、研究交流、産学官連携、人材育成等の推進
有効期間：2026年 1月 16日から 2027年３月 31日までとする。ただし、期間満了の１ヶ月前までにいず
れか一方からの書面による終了の意思表示がないときは更に１年間延長されるものとし、以後も同様と
する。

南あわじ市と国立大学法人東京大学先端科学技術研究センターとの包括連携に関する協定書
目的：南あわじ市と先端研が相互に連携及び協力を図りながら、地域の課題に対応することにより、学
術の振興、人材の育成、産業の発展及び地域の活性化に資する。
連携内容：
（１）地域の特性を活かしたまちづくりに関すること
（２）教育、文化及び芸術の振興に関すること
（３）福祉の向上に関すること
（４）持続可能なまちづくりに関すること
（５）その他

有効期間：本協定の有効期間は協定締結日から 2027 年３月 31 日までとする。ただし、期間満了の１か
月前までにいずれか一方からの書面による終了の意思表示がないときは更に１年間延長されるものとし、
以後も同様とする。

学学連携の状況

障害学生支援 e-learningコンソーシアムに関する協定書
目的：障害学生支援の一層の充実に寄与する。
構成員：筑波大学ヒューマンエンパワーメント推進局（当該コンソーシアムの事務局）、東京大学障害と
高等教育に関するプラットフォーム、京都大学高等教育アクセシビリティプラットフォーム、放送大学
障がいに関する学生支援相談室、全国高等教育障害学生支援協議会
事業：
（１）障害学生支援に関する e-learning教材の開発、利用、普及及び評価
（２）障害学生支援に関する e-learningに関すること

備考：当該コンソーシアムに参画する東京大学障害と高等教育に関するプラットフォームの代表者を近
藤武夫教授が務めている。

5.5 研究分野の教育研究活動
社会包摂システム分野と先端アートデザイン分野を中心に、障害や病気のある児童・生徒・学生の支援か
ら、科学・芸術・哲学を融合させた市民・青少年向けの対話・学習の場まで、多様な層を対象とした教育研究
活動が行われた。社会包摂システム分野では、DO-IT Japan セミナーを通じて最先端の支援技術の提供と障
害のある学生の進学支援に取り組んだ。先端アートデザイン分野では、高野山金剛峯寺を舞台とした高野山
会議 2025、EXPO2025大阪・関西万博イタリアパビリオンでの高野山会議 ITALIA、ならびに 15〜30歳を対
象とした蓮華モデル STEAM教育実践の場である青少年高野山会議（円融の集いの場）が実施された。
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社会包摂システム分野：DO-IT Japan

目的障害や病気による困難を抱える小学生・中学生・高校生・高卒者・大学生を対象としたセミナーを開
催し、最先端の支援技術を紹介・提供します。彼らの高校・大学進学の支援等を行い、この活動を通して
彼ら自身をエンパワメントすると同時に、社会に存在するバリアを解明し、バリアフリー社会の実現に
寄与することを目的とします。
会期：2025年 4月 1日-2026年 3月 31日

夏季プログラム 2025
実施期間：2025年 8月 3日（日）- 7日（木）
場所：東京大学先端科学技術研究センター、グーグルジャパン合同会社、サンルートプラザ新宿

先端アートデザイン分野：高野山会議 2025

「高野山会議」は、開創より 1200年の歴史をもつ高野山金剛峯寺、高野山大学を舞台に、科学・芸術・哲
学（宗教）をはじめ様々な分野にかかわる多様な人々が集い、対話を通して、こころでつながる（人間
性、倫理観ある）未来のかたちを考え・実践する「場」である。2021 年に先端アートデザイン分野主催
で第 1回を開催し、2022年より東京大学先端科学技術研究センターを主催として年 1回開催している。
実施期間：2025年 7月 22日（火）13:00 - 7月 24日（木）15:30
場所：高野山真言宗総本山金剛峯寺
主催：東京大学先端科学技術研究センター（主管：先端アートデザイン分野）
共催：和歌山県／高野町／高野山金剛峯寺／高野山大学／橋本市／かつらぎ町

先端アートデザイン分野：高野山会議 ITALIA「マンダラ　いのちの循環_Mandala: disegnare un
mondo nuovo」

高野山会議 2025の特別プログラムとして、EXPO2025大阪・関西万博のイタリアパビリオンにて「高野
山会議 ITALIA」を開催し、「マンダラ 利他の蓮華」「デザイニングインクルージョン」「デザイニングサ
ステナビリティ」の 3つのセッションのほか、クラシックコンサートを実施した。

実施期間：2025年 7月 26日（土）13:00-20:30

場所：EXPO2025 大阪・関西万博イタリアパビリオン

主催：大阪関西万博イタリア館代表委員会・東京大学先端科学技術研究センター（主管：先端アートデザ
イン分野）

共催：和歌山県／高野町／高野山金剛峯寺／高野山大学／橋本市／かつらぎ町

先端アートデザイン分野：青少年高野山会議＜円融の集いの場＞
青少年高野山会議（一般社団法人社会的価値共創フォーラムとの共催）は、既存の教科や分野の枠組みにと
らわれず、現代社会の諸課題に対する課題発見・解決能力、あるいは社会的な価値を創造する資質の育成を目
指す独自の蓮華モデル STEAM教育実践の場である。

実施期間：2025年 10月 11日（土）- 2026年８月 21日（金）
場所：東京大学先端科学技術研究センター、高野山真言宗総本山金剛峯寺／高野山真言宗総本山金剛峯
寺高野山東京別院、高野山大学、株式会社 JERA、大和ハウスグループみらい価値共創センター「コト
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リエ」
対象：15歳（高校１年生）から 30歳までの青少年（2025年 4月 1日時点）
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6 研究活動の成果

研究活動の成果として、学術発表状況は論文・著書・解説等の合計で 674件にのぼり、そのうち学術雑誌に
掲載された論文は 427件、学会発表論文（proceedings）は 128件であった。発表全体の約 64%（434件）が英
語による論文であり、先端研の研究成果が幅広く国際的に発信されていることを示している。
分野別の発表件数では、情報分野（129件）が最も多く、次いで環境・エネルギー分野（121件）、材料分野

（109件）が続いた。社会科学分野は 58件と、主に日本語による解説・著書・ウェブ資料等を含めた多様な形
での発信が行われた。また、バリアフリー分野（52 件）においても、社会的課題に正面から取り組む研究成
果が着実に蓄積されている。
国際的に高い評価を受けるジャーナルへの掲載も際立っている。Nature Materials への室温における反強磁
性秩序に起因する自発ホール効果の発見、Nature への Gタンパク質共役型受容体（GPCR）の活性化メカニ
ズム解明、The Lancet への医療の区分化に関する論文掲載のほか、Science・Nature Communications（複数
件）・Nature Immunology・Nature Structural & Molecular Biology・Physical Review Letters 等の一流誌への掲
載が複数確認された。
プレスリリースでは、長年診断がつかなかった患者の病因をゲノム解析と AI タンパク質構造予測の組み合
わせで解明した新手法の実証、ウナギの陸上捕食行動の初確認、IL-1 βが細胞死に伴って放出されるという
炎症メカニズムの実証、CO2 排出低減と安全性を両立する新しい航空降下方式の提案など、社会的インパク
トの高い成果が多数報告された。シンポジウム・講演会においては、安全保障・経済安全保障・国際秩序分野
で現職・元職の国家指導者や国際機関の専門家を招聘した高水準の議論が展開され、研究の知的発信拠点とし
ての先端研の機能が内外に示された。

6.1 学術論文

研究分野ー種類別・言語別の学術論文数集計（2025年）

表 43 研究分野別・言語別の学術論文数集計（2025年）

種別 材
料

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報

生
物
医
化
学

バ
リ
ア
フ
リ
ー

社
会
科
学

異
分
野
連
携
ラ
ボ

協
力
研
究
室

社
会
連
携
研
究
部
門

寄
附
研
究
部
門

附
属
研
究
施
設

連
携
研
究
機
構

そ
の
他

政
策
立
案
貢
献

合
計

合計（英語＋日本語）
学術雑誌論文 91 94 58 48 35 17 2 27 36 3 4 2 10 0 427
プレプリント 2 2 5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10
国際・国内学会発表論文
（proceedings）

12 18 51 8 8 4 1 18 3 0 3 1 1 0 128

著書・編著 0 0 3 2 4 10 0 3 0 1 2 0 0 0 25
書籍章・分担執筆 1 1 5 2 3 4 0 1 2 0 0 1 0 0 20
辞典・事典項目 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
解説・記事 2 6 7 5 0 16 8 1 1 0 3 0 0 0 49

（次ページへ続く）
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（前ページより続く）
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ネ
ル
ギ
ー

情
報

生
物
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化
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リ
ア
フ
リ
ー

社
会
科
学
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分
野
連
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ボ

協
力
研
究
室

社
会
連
携
研
究
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門

寄
附
研
究
部
門

附
属
研
究
施
設

連
携
研
究
機
構

そ
の
他

政
策
立
案
貢
献

合
計

報告書 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 4 7
ウェブページ・オンライン
資料

1 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 7

合計 109 121 129 65 52 58 12 50 42 4 13 4 11 4 674
英語のみ
学術雑誌論文 79 78 47 44 15 2 1 27 34 3 4 0 9 0 343
プレプリント 2 2 5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10
国際・国内学会発表論文
（proceedings）

9 1 32 4 3 1 0 16 2 0 0 1 1 0 70

著書・編著 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
書籍章・分担執筆 0 1 1 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 5
辞典・事典項目 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
解説・記事 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2
報告書 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
ウェブページ・オンライン
資料

0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

合計 90 82 85 49 20 8 2 43 37 3 4 1 10 0 434
日本語のみ
学術雑誌論文 12 16 11 4 20 15 1 0 2 0 0 2 1 0 84
プレプリント 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
国際・国内学会発表論文
（proceedings）

3 17 19 4 5 3 1 2 1 0 3 0 0 0 58

著書・編著 0 0 3 2 3 10 0 3 0 1 2 0 0 0 24
書籍章・分担執筆 1 0 4 2 3 2 0 1 1 0 0 1 0 0 15
辞典・事典項目 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
解説・記事 2 6 7 4 0 16 7 1 1 0 3 0 0 0 47
報告書 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 4 6
ウェブページ・オンライン
資料

1 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 5

合計 19 39 44 16 32 50 10 7 5 1 9 3 1 4 240

学術雑誌論文

材料
1.Takahashi S., Kinuta Y., Ito S., Onishi H., Yamashita K., Tatebayashi J., Iwamoto S., Arakawa Y.:

Circularly polarized cavity mode emission from quantum dots in a semiconductor three-
dimensional chiral photonic crystal, Applied Physics Letters, 126(8), 2025, 10.1063/5.0250744.
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35.丸谷 美紀, 湯川 慶子, 川尻 洋美, 今橋 久美子, 武澤 友広, 湯沢 由美: 変調の大きい障害者のためのアプリ
を併用した就労アセスメント研修の開発, 保健医療科学, 74(4), 384-396, 2025, 10.20683/jniph.74.4_384.

社会科学
1.Pongnumkul Suchit, Motohashi Kazuyuki: Measuring technology catching up of automotive

industry in Thailand by text mining of patent information, Asia Pacific Journal of Innovation
and Entrepreneurship, 19(4), 316-328, 2025, 10.1108/APJIE-09-2024-0187.

2.Igata Akira: Economic security in an era of advanced technologies: Challenges and policy
responses to the four “Ps”, Journal of Police Studies, 78(6), 5-43, 2025.

3.牧原 出: 『都市問題』と「科学」, 都市問題, 116(5), 79–85, 2025.
4.牧原 出: 貴賓きたる！, 万博学/Expo-logy, 2025.
5.池内 恵, 鈴木 一人, 細谷 雄一: 座談会「12日戦争」が示した新中東秩序-イスラエル・イラン直接交戦の
衝撃, 外交, 92, 6-15, 2025.

6.池内 恵, 廣瀬 陽子, 森 聡, 北岡 伸一: 自由主義国際秩序の再建と日本の役割-研究会レポート自由主義国
際秩序の再建と日本の役割, アステイオン, 176-195, 2025.

7.小泉 悠: ウクライナ侵略長期化で遂に改訂引き下げられた核の使用基準 ロシアの新「核ドクトリン」と
抑止戦略, 軍事研究, 60, 42–53, 2025.

8.小泉 悠: ロシア・ウクライナ戦争と日本の安全保障, わたし達の防衛講座 : 日本は安全か, 31-42, 2025.
9.井上 智太郎, 小泉 悠, 北原 大介: 衛星画像を用いた露朝・中朝国境の現状分析 北朝鮮の国境を巡る状況
を読み解く, Roles Report, 2025.

10.小泉 悠: 造船、航空など政府主導型で再編売上高 5兆円超「ロステック」も : ロシアの防衛産業-防衛産
業最前線, エコノミスト, 103(18), 30-31, 2025.

11.小泉 悠: 運搬手段の総数は米国に次ぐ 588基/機核戦力均等を阻む核弾頭の生産能力 新 START失効!
どうなるロシアの核戦力, 軍事研究, 60(6), 42-53, 2025.

12.小泉 悠: 露国防省拡大幹部評議会、2024年を総括 4つの「重要ファクター」と 10の「優先課題」新国
防相ベロウソフが描く露軍の将来像, 軍事研究, 60, 41–51, 2025.

13.今泉 滉, 西村 大志, 長尾 遼, 斉藤 圭亮, 中野 雄司, 石北 央, 野口 巧, 伊福 健太郎: PsbP-D139N変異に
よる光化学系Ⅱの水分解反応の活性向上, 光合成研究, 35, 8–15, 2025.

14.玉井 克哉: アメリカにおける国家責任法の後退（１）ビヴァンス判例の目覚めなき眠りとその周辺, 自治
研究, 101, 3–31, 2025.

15.玉井 克哉: アメリカにおける国家責任法の後退（２）ビヴァンス判例の目覚めなき眠りとその周辺, 自治
研究, 101, 3–29, 2025.

16.玉井 克哉: アメリカにおける国家責任法の後退（３）ビヴァンス判例の目覚めなき眠りとその周辺, 自治
研究, 101, 16–37, 2025.

17.内田 州: 在外アルメニア系住民が織りなす世界的ネットワーク: ノーベル経済学賞、米国、そして日本,
東大先端研 Roles Newsletter, 2025.

異分野連携ラボ
1.Mori Akiko: A case study of education outreach coordinators in universities in Australia and

New Zealand, Frontiers in Education, 10, 2025, 10.3389/feduc.2025.1527940.
2.森 晶子: 米国での衝撃から教育行政、そして大学へ-探究・STEAM教育の高大連携モデルづくり -, 全
普高会誌, 8-16, 2025.

協力研究室
1.Tamaki Koichi, Mi Xiaoxiao, Shibayama Naoyuki, Jono Ryota, Wang Haibin, Kubo Takaya, Segawa
Hiroshi: Air stability of ZnO nanowire-PbS quantum dot heterojunction solar cells with
dicarboxylate-bridged PbS colloidal quantum dot layer as a hole transport material, Chemistry
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Letters, 54(7), 2025, 10.1093/chemle/upaf127.
2.Kapil Gaurav, Sahamir Shahrir Razey, Shaban Suraya, Pradhan Safalmani, Baranwal Ajay Kumar, Bi
Huan, Liu Jiaqi, Wang Liang, Kitamura Takeshi, Shen Qing, Segawa Hiroshi, Hayase Shuzi: Bottom
passivation of Sn-Pb perovskites using ethylenediamine-phosphonic acids for efficient HTL-
free solar cells, ACS Applied Materials & Interfaces, 17(31), 44608-44617, 2025, 10.1021/acsami.5c10670.

3.Koseki Daichi, Senevirathne Chathuranganie A. M., Senba Dai, Fujita Yuki, Lin Jun, Zhai Mengde, Shang
Juan, Raju Telugu Bhim, Ida Shintaro, Watanabe Motonori, Staykov Aleksandar, Segawa Hiroshi, Guo
Zhanglin, Matsushima Toshinori: Elucidating the mechanism of perovskite surface passivation
with organic molecules: The impact of π-conjugation length, Journal of Materials Chemistry A,
13(23), 17783-17798, 2025, 10.1039/d5ta00754b.

4.Murugesan Vijay Srinivasan, Maitani Masato, Segawa Hiroshi, Miyasaka Tsutomu: Enhancement
of power conversion efficiency in cesium-based mixed cation halide perovskite solar cells
by controlled perovskite crystal out of glove box using post vapor annealing, Surfaces and
Interfaces, 59, 2025, 10.1016/j.surfin.2025.105924.

5.Mi Xiaoxiao, Tamaki Koichi, Kubo Takaya, Coutancier Damien, Schneider Nathanaelle, Guillemoles
Jean-Francois, Wasai Yoko, Tamegai Haruko, Takahashi Saemi, Nakazaki Jotaro, Uchida Satoshi, Segawa
Hiroshi: Enhancing open-circuit voltage in infrared PbS quantum dot heterojunction solar
cells using ZnO nanowires passivated by atomic layer deposition of Al2O3, ACS Applied Energy
Materials, 8(10), 6308-6319, 2025, 10.1021/acsaem.4c03316.

6.Zhang Weina, Cojocaru Ludmila, Tamegai Haruko, Uchida Satoshi, Nakazaki Jotaro, Bessho Takeru,
Liu Xiao, Segawa Hiroshi: NiO𝑥 nanoparticles as p-dopants for instant oxidation of Spiro-
OMeTAD enabling high-performance and stable perovskite solar cells, Nano Energy, 146, 2025,
10.1016/j.nanoen.2025.111499.

7.Shi Guozheng, Ding Xiaobo, Liu Zeke, Liu Yang, Chen Yifan, Liu Cheng, Ni Zitao, Wang Haibin, Ito
Katsuji, Igarashi Keisuke, Feng Kun, Zhang Kaicheng, Luer Larry, Chen Wei, Lyu Xingyi, Song Bin, Sun
Xiang, Yuan Lin, Liu Dong, Li Yusheng, Lu Kunyuan, Deng Wei, Li Youyong, Muller-Buschbaum Peter,
Li Tao, Zhong Jun, Uchida Satoshi, Kubo Takaya, Li Ning, Luther Joseph M., Segawa Hiroshi, Shen
Qing, Brabec Christoph J., Ma Wanli: Overcoming efficiency and cost barriers for large-area
quantum dot photovoltaics through stable ink engineering, Nature Energy, 10(5), 592-604, 2025,
10.1038/s41560-025-01746-4.

8.Mi Xiaoxiao, Tamaki Koichi, Shibayama Naoyuki, Wang Haibin, Kubo Takaya, Jono Ryota, Nakazaki
Jotaro, Segawa Hiroshi: Small-molecule engineering of a PbS QD/ZnO nanowire interface and
its impact on infrared PbS QD solar cell performance, Nanoscale, 17(41), 24311-24324, 2025,
10.1039/d5nr02786a.

9.Ito Kei, Lin Ching Chang, Nonomura Kazuteru, Kan Ryota, Tada Keishi, Awai Fumiyasu, Kinoshita
Takumi, Bessho Takeru, Uchida Satoshi, Segawa Hiroshi: Spectral splitting solar cells combining
planar heterojunction wide-bandgap and inverted narrow-bandgap perovskite architectures,
ACS Applied Energy Materials, 8(9), 5955-5962, 2025, 10.1021/acsaem.5c00370.

10.Yamashita Shinji, Set Sze Yun: Advances and challenges of mode-locked fiber lasers, Optics
Communications, 578, 2025, 10.1016/j.optcom.2024.131406.

11.Dai Maolin, Liu Bowen, Zhu Yuanjun, Ma Yifan, Set Sze Yun, Yamashita Shinji: Comb-mode-resolvable
narrow-bandwidth polarization-maintaining mode-locked fiber laser with large tunability,
Optics Letters, 50(15), 4718-4721, 2025, 10.1364/OL.566926.

12.Sasai Takeo, Set Sze Yun, Yamashita Shinji: Design of fiber-longitudinal optical power monitor,
Journal of Lightwave Technology, 43(5), 2192-2202, 2025, 10.1109/JLT.2024.3487862.

13.Dai Maolin, Liu Bowen, Ma Yifan, Yang Ruoao, Zhang Zhigang, Set Sze Yun, Yamashita Shinji: GHz
fundamental mode-locking of a highly integrated er-doped all-fiber ring laser, Optics Express,
33(15), 32361-32373, 2025, 10.1364/OE.571053.

99



ファクトデータブック 2025年度研究活動編：速報版 6 研究活動の成果

14.Liu Bowen, Dai Maolin, Ma Yifan, Shirahata Takuma, Yamashita Shinji, Set Sze Yun: Rapidly
and widely repetition-rate-tunable free-running dual-comb fiber laser with a bidirectional
polarization-multiplexing configuration, Technical Digest Series (Optica Publishing Group, 2025),
184, 2025, 10.1016/j.optlastec.2025.112430.

15.Noda Kohei, Kiyozumi Takaki, Mizuno Yosuke, Set Sze Yun, Yamashita Shinji: Reassessment of
spatial resolution in Brillouin optical correlation-domain sensors, Journal of the Optical Society
of America B, 42(7), 1556-1567, 2025, 10.1364/JOSAB.563168.

16.Ezaki Takahiro, Kihara Kai, Nishinari Katsuhiro, Ando Yasunobu: Asymmetric simple exclu-
sion process with concerted hopping, Physical Review Research, 7(2), 2025, 10.1103/PhysRevRe-
search.7.023068.

17.Okazaki Ryota, Oyama Yuki, Imura Naoto, Nishinari Katsuhiro: Evaluating choice-based demand
management strategies for day-to-day home delivery planning, Research in Transportation
Economics, 113, 2025, 10.1016/j.retrec.2025.101615.

18.Lin Xi, Nagahama Akihito, Yanagisawa Daichi, Nishinari Katsuhiro: From chaos to order: Evaluating
behavior-driven road sign strategies in work zone management, Physica A Statistical Mechanics
and its Applications, 675, 2025, 10.1016/j.physa.2025.130816.

19.Nagahama Akihito, Nishinari Katsuhiro: Grouping mechanisms of vehicles in heterogeneous
traffic with weak lane discipline: A single-site observational study focusing on leader-follower
relations, Physica A Statistical Mechanics and its Applications, 680, 2025, 10.1016/j.physa.2025.131032.

20.Cui Geng, Imura Naoto, Nishinari Katsuhiro, Ezaki Takahiro: On order smoothing interpolating
the order-up-to and constant order policies, Omega, 136, 2025, 10.1016/j.omega.2025.103326.

21.Tanida Sakurako, Kim Hyerin, Feliciani Claudio, Jia Xiaolu, Takahashi Akira, Aikoh Tetsuya, Nishinari
Katsuhiro: Quantifying crowding perception at large events using beacons and surveys,
Scientific Reports, 15(1), 2025, 10.1038/s41598-024-83065-4.

22.Cui Geng, Imura Naoto, Nishinari Katsuhiro: Should firms invest in demand forecasting? Benefits
of improving forecasting accuracy on order smoothing, dual-sourcing and multi-stage supply
chain problems, International Journal of Production Research, 2025, 10.1080/00207543.2025.2507792.

23.Chapagain Subash, Salcedo-Porras Nicolas, Abdolahzadeh Amir, Zhang Yaohua, Pereira Higor Sette,
Flibotte Stephane, Low Kevin, Young Christina, Wu Yuhang, Wang Shao, Ishiguro Soh, Yachie Nozomu,
Patel Trushar, Babaian Artem, Jan Eric: Discovery of functional factorless internal ribosome
entry site-like structures through virome mining, PLOS Pathogens, 21(6), 2025, 10.1371/jour-
nal.ppat.1013255.

24.Gorochowski Thomas E., Brockhurst Michael A., Ceroni Francesca, Iwasaki Yuka W., Yachie Nozomu:
The Japan-UK Synthetic Biology Conference, Spring 2025: Strengthening global links to
Engineer Biology, ACS Synthetic Biology, 14(6), 1873-1878, 2025, 10.1021/acssynbio.5c00232.

25.Inoue Takuo, Kimura Masaaki, Walsh Zen, Takahashi Toshiya, Murayama Hayato, Koizumi Hideki:
Spectator travel and carbon savings: Evaluating the role of football stadium relocation in
sustainable urban planning, Sustainability, 17(13), 2025, 10.3390/su17135956.

26.Lu Linjie, Fuji Kana, Guyomar Tristan, Lieb Michele, Andre Marie, Tanida Sakurako, Nonomura Makiko,
Hiraiwa Tetsuya, Alcheikh Yara, Yennek Siham, Petzold Heike, Martin-Lemaitre Cecilie, Grapin-Botton
Anne, Honigmann Alf, Sano Masaki, Riveline Daniel: Generic comparison of lumen nucleation and
fusion in epithelial organoids with and without hydrostatic pressure, Nature Communications,
16(1), 2025, 10.1038/s41467-025-60780-8.

27.Tanida Sakurako, Fuji Kana, Lu Linjie, Guyomar Tristan, Lee Byung Ho, Honigmann Alf, Grapin-
Botton Anne, Riveline Daniel, Hiraiwa Tetsuya, Nonomura Makiko, Sano Masaki: Predicting organoid
morphology through a phase field model: Insights into cell division and lumenal pressure,
PLoS Computational Biology, 21(8), 2025, 10.1371/journal.pcbi.1012090.
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社会連携研究部門
1.Toh Ivy Joy, Ly Jean Paul, Sun Bowen, Kamarudin Jannah, Ho Ivan, Rajendren Sujey Kumar, Shean
Choong Siew, Lian Derrick W. Q., Yi Richard Tang Ming, Jing-Yi Jessica Chang, Yamaguchi Naoki,
Set Sze Yun, Chuan Aaron Foo-Song, Yong Zhang, Loong Daniel Teh Boon: Photodynamic therapy
management of canine mammary gland tumour with wireless upconversion implant, VIEW,
6(5), 2025, 10.1002/VIW.20250020.

2.Koide Ryu, Yamamoto Haruhisa, Amasawa Eri, Nansai Keisuke, Murakami Shinsuke: Consumer
preferences regarding product acquisition, repair, and discharge towards a circular economy:
A segment-specific market simulation based on conjoint analysis, Journal of Environmental
Management, 392, 2025, 10.1016/j.jenvman.2025.126806.

3.Amasawa Eri, Kimita Koji, Yoshida Tatsuki, Hirao Masahiko: Exploring different product-service
combinations for sustainable clothing rental service based on consumer preferences and
climate change impacts, Scientific Reports, 15(1), 2025, 10.1038/s41598-025-87893-w.

4.Henninger Claudia E., Brydges Taylor, Amasawa Eri, Hracs Brian J.: How circular are circu-
lar business models? The case of the fashion industry, Procedia CIRP, 135, 379-383, 2025,
10.1016/j.procir.2025.01.063.

5.Chida Kota, Amasawa Eri, Nakatani Jun, Hirao Masahiko, Sato Shunsuke: Life cycle climate
change and economic impact of biodegradable biopolymer poly(3-hydroxybutyrate-co-
3-hydroxyhexanoate) (PHBH) for production expansion, Journal of Cleaner Production, 520,
2025, 10.1016/j.jclepro.2025.145991.

6.Brydges Taylor, Henninger Claudia E., Amasawa Eri, Wood Jane, Zeng Lei, Wakefield-Rann Rachael,
Allen Elisabeth, Asuquo Edidiong, Garforth Arthur: Textile recycling - positive change or toxic
truth?, Procedia CIRP, 135, 374-378, 2025, 10.1016/j.procir.2024.12.053.

7.Kim Hyung-Don, Bang Yeong Hak, Hyung Jaewon, Yoo Changhoon, Yoon Myeong Jin, Lee Hayoung, Jeon
Hyungsu, Yanai Hideyuki, Lee Gwanghee, Ryu Min-Hee: Blood TCTP as a biomarker associated
with immunosuppressive features and resistance to immunotherapy in metastatic gastric
cancer, Journal of Clinical Oncology, 43(4 Suppl.), 474, 2025, 10.1200/JCO.2025.43.4_suppl.474.

8.Kim Hyung-Don, Jung Seyoung, Bang Yeong Hak, Kim Jiae, Kim Hee Jeong, Lee Hyung Eun, Hyung
Jaewon, Yoo Changhoon, Kim Won-Tae, Yoon Myeong-Jin, Lee Hayoung, Ryou Jeong-Hyun, Jeon
Hyungsu, Yanai Hideyuki, Lee Jeong Seok, Lee Gwanghee, Ryu Min-Hee: Blood TCTP as a potential
biomarker associated with immunosuppressive features and poor clinical outcomes in
metastatic gastric cancer, Journal for ImmunoTherapy of Cancer, 13(3), 2025, 10.1136/jitc-2024-
010455.

9.Ito Ryuichiro, Sumitomo Ryota, Iizawa Misa, Yanai Hideyuki, Ono Ryo: Inhibitory effect of streamer
discharge on the local recurrence of B16F10 melanoma tumor in mice, Journal of Physics D
Applied Physics, 58(13), 2025, 10.1088/1361-6463/ada98c.

10.Yanai Hideyuki: Tumor progression by oncometabolite spermidine, Cancer Science, 116(1, SI),
1791, 2025.

11.Sukekawa Yuji, Lee Jeongmin, Nakajo Takuya, Kanzaki Ryohei, Mitsuno Hidefumi: Performance
evaluation of insect electroantennography-based bilateral sensors for mobile odorant sensing,
Italian National Conference on Sensors, 1-4, 2025, 10.1109/sensors59705.2025.11331280.

12.Rodemann Martin M., Dreschmann Verena, Doerner Evelyn, Sommer Anette, Kraetzschmar Joern,
Klein-Hitpass Ludger, Nagae Genta, Hiyama Eiso, von Schweinitz Dietrich, Kappler Roland, Vokuhl
Christian, Pietsch Torsten: Identification of a growth-promoting gene cluster in the region
2q24 as a driver of tumorigenesis in childhood hepatoblastoma, American Journal Of Pathology,
195(8), 1553-1569, 2025, 10.1016/j.ajpath.2025.04.006.

13.Yoshimura Yuji, Yamaoka Kaoru, Santi Paolo: Quantifying tactical urbanism: Economic
impact of short-term pedestrianization on retail establishments, Cities, 160, 2025,
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10.1016/j.cities.2025.105803.
14.Fujii Takeshi, Takagi Daisuke, Ando Noriyasu, Kojima Wataru, Kitamura Yuto, Hanashiro Hikari,

Matsuyama Shigeru, Mitsuno Hidefumi, Kanzaki Ryohei, Sakurai Takeshi: Diet-dependent changes
in body weight and sex pheromone ratio of the fall webworm, Hyphantria cunea Drury
(Lepidoptera: Erebidae), Applied Entomology and Zoology, 60(4), 301-308, 2025, 10.1007/s13355-025-
00922-y.

15.Ishiguro Soh, Ishida Kana, Sakata Rina C., Ichiraku Minori, Takimoto Ren, Yogo Rina, Kijima Yusuke,
Mori Hideto, Tanaka Mamoru, King Samuel, Tarumoto Shoko, Tsujimura Taro, Bashth Omar, Masuyama
Nanami, Adel Arman, Toyoshima Hiromi, Seki Motoaki, Oh Ju Hee, Archambault Anne-Sophie, Nishida
Keiji, Kondo Akihiko, Kuhara Satoru, Aburatani Hiroyuki, Klein Geltink Ramon I., Yamamoto Takuya,
Shakiba Nika, Takashima Yasuhiro, Yachie Nozomu: A multi-kingdom genetic barcoding system
for precise clone isolation, Nature Biotechnology, 2025, 10.1038/s41587-025-02649-1.

16.Kobayashi Naoki, Okazaki Yukiko, Iwane Aya, Hara Kazuo, Horikoshi Momoko, Awazawa Motoharu,
Soeda Kotaro, Matsushita Maya, Sasako Takayoshi, Yoshimura Kotaro, Itoh Nobuyuki, Kobayashi Kenta,
Seto Yasuyuki, Yamauchi Toshimasa, Aburatani Hiroyuki, Blueher Matthias, Kadowaki Takashi, Ueki
Kohjiro: Activin B improves glucose metabolism via induction of Fgf21 and hepatic glucagon
resistance, Nature Communications, 16(1), 2025, 10.1038/s41467-025-58836-w.

17.Watanabe Kousuke, Tatsuno Kenji, Tsutsumi Shuichi, Bojan Losic, Ueda Hiroki, Ichijo Toshimitsu, Ushiku
Aya, Kage Hidenori, Ushiku Tetsuo, Donavan Cheng, Aburatani Hiroyuki, Oda Katsutoshi: Clinical
utility of integrative multi-omic and multi-modal profiling of FFPE specimens, Cancer Science,
116(1, SI), 386, 2025.

18.Nakano Kiyotaka, Oki Eiji, Yamazaki Masaki, Suzuki Masami, Kawai Shigeto, Fujita Takanori, Kato
Atsuhiko, Zaitsu Yoko, Jogo Tomoko, Kato Chie, Watanabe Takeshi, Hashimoto Eri, Nishime Chiyoko,
Fujii Etsuko, Ando Koji, Nagae Genta, Harimoto Norifumi, Ota Mitsuhiko, Saeki Hiroshi, Aburatani
Hiroyuki, Maehara Yoshihiko, Yamazaki Tatsumi: Colorectal cancer cell line-derived organoid
model with stem cell properties captures the regrowing state of residual cancer cells after
neoadjuvant chemotherapy, Cell Death Discovery, 11(1), 2025, 10.1038/s41420-025-02567-w.

19.Nagae Genta, Aburatani Hiroyuki, Kato Motohiro, Hiyama Eiso: Comprehensive methylation
analysis of pediatric liver cancer using long-read sequencing, Cancer Science, 116(1, SI), 681,
2025.

20.Ohsawa Kazuhiro, Nagae Genta, Nonaka Aya, Kondo Atsushi, Kunita Akiko, Ushiku Tetsuo, Aburatani
Hiroyuki: Decoding cell-to-cell communication: Measuring heterogeneity in AFPGC via
spatial transcriptomics, Cancer Science, 116(1, SI), 446, 2025.

21.Ueda Hiroki, Yu Boyi, Yamada Keisuke, Yoshimi Akihide, Nagae Genta, Aburatani Hiroyuki: Develop-
ment of a method for simultaneous detection of multiple RNA modifications using nanopore
sequencing, Cancer Science, 116(1, SI), 1242, 2025.

22.Wang Chenwei, Ohnuki Shinsuke, Savchenko Anna, Aburatani Hiroyuki, Yoshida Satoshi, Hatakeyama
Riko, Ohya Yoshikazu: Divergent morphologies and common signaling features of active and
inactive oncogenic RHOA mutants in yeast, Cells, 14(18), 2025, 10.3390/cells14181439.

23.Yamazawa Erika, Tanaka Shota, Nagae Genta, Umeda Takayoshi, Tatsuno Kenji, Hana Taijun, Kim Phyo,
Takami Toshihiro, Takai Keisuke, Komori Takashi, Otani Ryohei, Higuchi Fumi, Takami Hirokazu, Yamada
Keisuke, Nomura Masashi, Mukasa Akitake, Takayanagi Shunsaku, Imai Hideaki, Aburatani Hiroyuki,
Saito Nobuhito: DNA methylation identifies body segment origins of spinal ependymomas,
Acta Neuropathologica, 149(1), 2025, 10.1007/s00401-025-02885-4.

24.Yamada Keisuke, Yu Boyi, Fujita Takanori, Takayanagi Shunsaku, Ueda Hiroki, Tanaka Shota, Saito
Nobuhito, Aburatani Hiroyuki, Nagae Genta: Exploring aberrant RNA modifications in glioma
using direct RNA nanopore sequencing, Cancer Science, 116(1, SI), 1100, 2025.

25.Nonaka Aya, Nagae Genta, Ohsawa Kazuhiro, Sato Toshiro, Aburatani Hiroyuki: Exploring the
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mechanism of bidirectional differentiation of AFP-producing gastric cancer using single cell
analysis, Cancer Science, 116(1, SI), 449, 2025.

26.Enzan Nobuyuki, Miyazawa Kazuo, Koyama Satoshi, Kurosawa Ryo, Ieki Hirotaka, Yoshida Hiroki,
Takechi Fumie, Fukuyama Masashi, Osako Ryosuke, Tomizuka Kohei, Liu Xiaoxi, Ozaki Kouichi, Onouchi
Yoshihiro, Matsuda Koichi, Momozawa Yukihide, Aburatani Hiroyuki, Kamatani Yoichiro, Yamaguchi
Takanori, Akazawa Hiroshi, Node Koichi, Ellinor Patrick T., Levin Michael G., Damrauer Scott M.,
Voight Benjamin F., Joseph Jacob, Sun Yan V., Terao Chikashi, Ninomiya Toshiharu, Komuro Issei,
Ito Kaoru, Project BioBank Japan: Genome-wide analysis of heart failure yields insights into
disease heterogeneity and enables prognostic prediction in the Japanese population, Nature
Communications, 16(1), 2025, 10.1038/s41467-025-64659-6.

27.Masago Katsuhiro, Sasaki Eiichi, Fujita Yasuko, Fujita Shiro, Horio Yoshitsugu, Kuroda Hiroaki, Oga-
sawara Aiko, Tatsuno Kenji, Aburatani Hiroyuki, Oda Katsutoshi, Hasegawa Kosei, Matsushita Hirokazu:
Identification of novel gene fusions in high-grade serous ovarian carcinoma: Implications
for tumorigenesis and targeted therapy, Cancer Genetics, 298, 159-168, 2025, 10.1016/j.cancer-
gen.2025.09.012.

28.Chen Yuan, Nagae Genta, Ueda Hiroki, Tatsuno Kenji, Morishta Shinichi, Sekido Yoshitaka, Aburatani
Hiroyuki: Identification of structural alterations causing epigenetic aberrations by nanopore
sequencing in mesothelioma, Cancer Science, 116(1, SI), 1134, 2025.

29.Ozaki Mami, Ikushima Hiroaki, Suzuki Masaki, Yokoyama Akira, Fukuda Kensuke, Watanabe Kousuke,
Shinozaki-Ushiku Aya, Kato Motohiro, Ushiku Tetsuo, Aburatani Hiroyuki, Oda Katsutoshi, Kage
Hidenori: Lung adenocarcinoma expressing an EML4-ALK fusion transcript with premature
stop codons and response to alectinib: A case report, Thoracic Cancer, 16(15), 2025, 10.1111/1759-
7714.70146.

30.Tatsuno Kenji, Tsutsumi Shuichi, Ueda Hiroki, Watanabe Kousuke, Kage Hidenobu, Oda Katsutoshi,
Aburatani Hiroyuki: Multilayer optimization for detecting copy number aberration in clinical
cancer genome profiling tests, Cancer Science, 116(1, SI), 577, 2025.

31.Watanabe Kousuke, Ogawa Miho, Shinozaki-Ushiku Aya, Tsutsumi Shuichi, Tatsuno Kenji, Aburatani
Hiroyuki, Kage Hidenori, Oda Katsutoshi: Real-world data analysis of genomic alterations
detected by a dual DNA-RNA comprehensive genomic profiling test, Cancer Science, 116(7),
1984-1995, 2025, 10.1111/cas.70071.

32.Ohara Kenta, Miyawaki Satoru, Teranishi Yu, Komura Daisuke, Okano Atsushi, Hongo Hiroki, Dofuku
Shogo, Ishigami Daiichiro, Sakai Yu, Shimada Daisuke, Katoh Hiroto, Nagae Genta, Ikemura Masako,
Ushiku Tetsuo, Morishita Shinichi, Suzuki Yutaka, Shin Masahiro, Nakatomi Hirofumi, Ishikawa Shumpei,
Aburatani Hiroyuki, Saito Nobuhito: Sequential omics analysis reveals molecular signatures of
malignant transformation in recurrent meningiomas, Acta Neuropathologica Communications,
13(1), 2025, 10.1186/s40478-025-02149-y.

33.Ochi Yotaro, Liew-Littorin Markus, Nannya Yasuhito, Bengtzen Sofia, Piauger Benedicte, Deneberg
Stefan, Jadersten Martin, Lazarevic Vladimir, Cammenga Jorg, Robelius Anna, Wennstrom Lovisa,
Olander Emma, Kasahara Senji, Hiramoto Nobuhiro, Kanemura Nobuhiro, Sezaki Nobuo, Sakurada
Maki, Iwasaki Makoto, Kanda Junya, Ueda Yasunori, Yoshihara Satoshi, Erkers Tom, Struyf Nona,
Watanabe Yu, Motomura Masanori, Nakagawa Masahiro, Saiki Ryunosuke, Fukushima Hidehito, Okazaki
Koji, Morimoto Suguru, Yoda Akinori, Okuda Rurika, Komatsu Shintaro, Xie Guoxiang, Osterroos
Albin, Kon Ayana, Zhao Lanying, Shiraishi Yuichi, Ishikawa Takayuki, Miyano Satoru, Matsuda Shuichi,
Takaori-Kondo Akifumi, Aburatani Hiroyuki, Suzuki Hiroshi, Kallioniemi Olli, Juliusson Gunnar, Hoglund
Martin, Lehmann Soren, Ogawa Seishi: Single-cell multi-omics uncovers differentiation-dependent
transcriptional programs shaping epigenetic subgroups in AML, Blood, 146(1), 5005-5006, 2025,
10.1182/blood-2025-5005.

34.Sriwichaiin Sirawit, Makino Satoshi, Funayama Takamitsu, Otsuki Akihito, Kawashima Junko, Okamura
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Yasunobu, Tadaka Shu, Katsuoka Fumiki, Kumada Kazuki, Tsutsumi Shuichi, Kinoshita Kengo, Yamamoto
Masayuki, Tamiya Gen, Takayama Jun: JG2: An updated version of the Japanese population-
specific reference genome, Human Genome Variation, 12(1), 2025, 10.1038/s41439-025-00326-y.

35.柳井 秀元, 衞藤 翔太郎: 連載自己指向性免疫学の新展開 –生体防御における自己認識の功罪･Vol.21 腫
瘍死細胞由来分子による免疫制御機構, 医学のあゆみ, 292, 241–246, 2025, 10.32118/ayu292030241.

36.永江 玄太, 後藤 健吾: がん検診への実装を目指すメチル化パネルアッセイシステムの開発, 日本消化器が
ん検診学会雑誌, 63(2), 97-97, 2025, 10.11404/jsgcs.63.97.

寄附研究部門
1.Hozaki Daigo, Ezaki Takahiro, Poerio Giulia L., Kondo Hirohito M.: More relaxing than nature? The

impact of ASMR content on psychological and physiological measures of parasympathetic
activity, Neuroscience of Consciousness, 2025(1), 2025, 10.1093/nc/niaf012.

2.Yamakawa Masanori, Ezaki Takahiro, Watarai Akiyuki, Kutsukake Nobuyuki, Miura Kyoko, Okuyama
Teruhiro: Quantitative and systematic behavioral profiling reveals social complexity in
eusocial naked mole-rats, Science Advances, 11(41), 2025, 10.1126/sciadv.ady0481.

3.Li Zhuowei, Paitandi Rajendra Prasad, Tsutsui Yusuke, Matsuda Wakana, Nobuoka Masaki, Chen Bin,
Ghosh Samrat, Tanaka Takayuki, Suda Masayuki, Zhu Tong, Kageyama Hiroshi, Miyake Yoshihiro,
Shinokubo Hiroshi, Takagi Makito, Shimazaki Tomomi, Tachikawa Masanori, Suzuki Katsuaki, Kaji
Hironori, Ando Yasunobu, Ezaki Takahiro, Seki Shu: Rolling two-dimensional covalent organic
framework (COF) sheets into one-dimensional electronic and proton-conductive nanotubes,
Proceedings of the National Academy of Sciences, 122(16), 2025, 10.1073/pnas.2424314122.

附属研究施設
1.Nakai Ryo: The evolving process of party leader selection in the Baltic states : Institutions,

dynamics, and intra-party democracy, Institutional Repositories DataBase (IRDB), 46(2), 57-78,
2025, 10.14943/asi.46-2.57.

2.Nakai Ryo: Una bergmane, politics of uncertainty : The United States, the Baltic question,
and the collapse of the Soviet Union (New York: Oxford University Press, 2023), 256 pp,
Institutional Repositories DataBase (IRDB), 46(2), 189-190, 2025, 10.14943/asi.46-2.189.

3.Ayaya Satsuki: Tōjisha-kenkyū on autism in Japan: Against epistemic injustices and tokenism,
Journal of Social Issues, 81(4), 2025, 10.1111/josi.70026.

4.Shimokawa Daichi, Nishikitani Yoshinori, Kubo Takaya, Uchida Soichi, Asano Tsuyoshi, Furukawa
Yukio: Hall effect analysis of conducting doped poly(3,4-ethylenedioxythiophene) (PEDOT)
using band and hopping transport mechanisms, Synthetic Metals, 314, 2025, 10.1016/j.synth-
met.2025.117942.

連携研究機構
1.小原 聡, 杉本 明: 持続可能な製糖産業の構築に向けて〜南西諸島のサトウキビ生産・製糖産業における
温室効果ガス排出量の算出結果から〜, 砂糖類・でん粉情報, 7, 39-44, 2025.

2.翠田 文, 中谷 隼, 菊池 康紀, 小原 聡: 糖質系余剰作物を脱炭素化に活用する農業・環境融合政策の提案,
環境経済・政策研究, 18(1), 57–62, 2025, 10.14927/reeps.ron1801-007.

その他
1.Hamabe Mikako, Dewa Wakako, Yuki Mizue, Yamada Eriko, Aiba Tamako, Horikoshi Keisuke, Hamakubo
Takao, Ohashi Riuko, Okamoto Akimitsu: Near-infrared photochemical internalization: Design
of a distorted zinc phthalocyanine for efficient intracellular delivery of immunotoxins, RSC
Medicinal Chemistry, 16(6), 2615-2626, 2025, 10.1039/d4md00931b.

104



ファクトデータブック 2025年度研究活動編：速報版 6 研究活動の成果

2.Chen Meiyun, Li Min, Wang Qianxue, Cao Xiuhua: ADS-YOLO: An enhanced YOLO framework
for high-speed mLCCs defect detection, Infrared Physics & Technology, 145, 2025, 10.1016/j.in-
frared.2025.105733.

3.Guerrero Natalia Belen Correa, Perez M. Dolores, Shibayama Naoyuki, Miyasaka Tsutomu: Advance-
ments and prospects for eco-friendly, high-performance silver bismuth halide solar cells,
Chemical Science, 16(14), 5807-5818, 2025, 10.1039/d4sc07955h.

4.Chen Meiyun, Zheng Huawen, Yang Haima, Ding Wenchao, Zhang Dawei: Combining spot image de-
noising network and hungarian matching algorithm: Achieving high-precision measurement
of aspherical morphology, Optics & Laser Technology, 188, 2025, 10.1016/j.optlastec.2025.112970.

5.Komiyama Makoto: Deep eutectic solvents for next-generation cyclodextrin science, Bulletin of
the Chemical Society of Japan, 98(1), 2025, 10.1093/bulcsj/uoae117.

6.Noguchi Noriko, Saito Yoshiro, Niki Etsuo: Lipid peroxidation, ferroptosis, and antioxidants, Free
Radical Biology and Medicine, 237, 228-238, 2025, 10.1016/j.freeradbiomed.2025.05.393.

7.Chen Meiyun, Chen Zhengyang, Ding Wenchao, Kong Deqing, Zhang Dawei: Single-shot fringe
projection profilometry via dual networks for exposure correction and depth prediction,
Optics Communications, 601, 2025, 10.1016/j.optcom.2025.132752.

8.Farmanbar Amir, Kneller Robert, Firouzi Sanaz: The use of mutational signatures to decipher
the inter-relationship of reactive oxygen species with homologous recombination and non-
homologous end-joining deficiencies as well as their effects on APOBEC mutagenesis in
breast cancer, Cancers, 17(10), 1627, 2025, 10.3390/cancers17101627.

9.Nakamura Yuiga, Shibayama Naoyuki, Hayashida Hideki, Sugimoto Kunihisa, Miyasaka Tsutomu:
Thermal expansion behavior of halide perovskite single crystals across a broad temperature
range, European Journal of Inorganic Chemistry, 28(5), 2025, 10.1002/ejic.202400682.

10.蒲島 郁夫: くまモンの共有空間, 電気学会誌, 145(4), 214-214, 2025, 10.1541/ieejjournal.145.214.

プレプリント
1.Takeno Yuka, Tajima Seiya, Kim Suhyang, Tsujimura Masaki, Ito Yuma, Yamashita Yo, Kishi Koichiro
E, Fukuda Masahiro, Nakamura Seiwa, Ikeda Hisako, Katayama Kota, Furutani Yuji, Kandori Hideki,
Ishikita Hiroshi, Inoue Keiichi, Kato Hideaki E: Structural basis for color tuning and passive ion
conductance in red-shifted 2 pump-fold channelrhodopsin ChR024, 2025.

2.Bradler Pia M., Delory Benjamin M., Dittrich Sebastian, Ammer Christian, Bässler Claus, Cadotte Marc
W., Chao Anne, Chuang Po-Yen, Härdtle Werner, Mitesser Oliver, Mori Akira, Müller Jörg, Nishizawa
Keita, Plas Fons van der, Oheimb Goddert von, Fichtner Andreas: Enhancing structural heterogeneity
in managed forest landscapes promotes gamma but not beta diversity in understorey plant
communities, bioRxiv (Cold Spring Harbor Laboratory), 2025, 10.1101/2025.08.29.673108.

3.Osaka Akira, Takeishi Naoya, Yairi Takehisa: Domain adaptation with hybrid modeling for
learning dynamical systems, 2025.

4.Huang Wenjun, Cui Ziteng, Zheng Yinqiang, He Yirui, Harada Tatsuya, Imani Mohsen: Dr. RAW:
Towards general high-level vision from RAW with efficient task conditioning, 2025.

5.Goswami Nabarun, Wang Hanqin, Harada Tatsuya: EDM-TTS: Efficient dual-stage masked
modeling for alignment-free text-to-speech synthesis, 2025.

6.Goswami Nabarun, Mukuta Yusuke, Harada Tatsuya: HyperVQ: MLR-based vector quantization
in hyperbolic space, 2025.

7.Takahashi Taiga, Zhou Yuanyuan, Tsutsumi Motosuke, Ito Chihiro, Hatakeyama Azumi, Ishii Hirokazu,
Saitoh Akiyoshi, Yukawa Hiroshi, Nabekura Junichi, Nemoto Tomomi, Otomo Kohei, Matsuhisa Naoji,
Agetsuma Masakazu: In vivo deep-brain microscopy at submicrometer resolution with refractive
index-matched prism interfaces, 2025, 10.1101/2025.05.30.657010.
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8.Taira Yusuke, Yang Zhuohao, Miyata Yugo, Shirasaki Yoshitaka, Segawa Katsumori, Miura Masayuki, Shin-
oda Natsuki: Early-peaking caspase-7 activity at the plasma membrane drives apoptotic phos-
phatidylserine exposure, bioRxiv (Cold Spring Harbor Laboratory), 2025, 10.1101/2025.03.17.643603.

9.Cheong Han SJ, Eichler Katharina, Stürner Tomke, Asinof Samuel K., Champion Andrew S., Marin Eliz-
abeth C., Oram Tess, Sumathipala Marissa, Venkatasubramanian Lalanti, Namiki Shigehiro, Siwanowicz
Igor, Costa Marta, Berg Stuart, Team Janelia FlyEM Project, Jefferis Gregory S. X. E., Card Gwyneth
M.: Transforming descending input into motor output: An analysis of the Drosophila male
adult nerve cord connectome, eLife, 2025, 10.7554/elife.96084.2.

10.Jeco-Espaldon Bernice Mae Yu, Asequia Dan Michael, Kim Myeongok, Larroder Aris, Sumarago Erwin,
Declarador Jaedy, Sabinay Stephen, Tan Noel Peter B., Okada Yoshitaka: Agave cantala nanocellulose
- cyclic olefin copolymer composite as anti-reflection coating for III-V multijunction solar
cell device, *SSRN Electronic Journal, 2025, 10.2139/ssrn.5380868.

国際・国内会議論文

材料
1.Lin Wenbo, Yoshida T., Atsumi Yuki, Sakakibara Youichi, Amemiya Tomohiro, Ota Yasutomo, Iwamoto
Satoshi: An on-chip optical skyrmion crystal beam generator using vertically-bent waveguides,
2025 Conference on Lasers and Electro-Optics (CLEO), 2025, 10.1364/cleo_si.2025.ss187_7, 978-1-957171-
50-0.

2.Ochiai Natsuha, Toriumi Yohei, Takahashi Madoka, Iwamoto Satoshi: Analysis of oblique-incidence
effects on metasurface beam shaper for optical wireless power transmission, 2025 30th
Microoptics Conference, MOC, 2025, 979-8-3315-9786-3.

3.Zhang Chengkun, Ishida Natsuko, Iwamoto Satoshi: Single-mode wide-width waveguides enabled
by photonic graphene ribbons with air claddings, 2025 30th Microoptics Conference, MOC, 2025,
979-8-3315-9786-3.

4.Kume Yu, Sakaguchi Toru, Ishikawa Takaaki, Shi Shijun, Soutome M., Kondo Takashi, Shoji Ichiro:
Fabrication of perovskite semiconductor devices for solar-pumped lasers, 2025 Conference on
Lasers and Electro-Optics Europe & European Quantum Electronics Conference (CLEO/Europe-EQEC),
1-1, 2025, 10.1109/CLEO/Europe-EQEC65582.2025.11109277.

5.Shi Shijun, Sotome Masato, Nonomura Kazuteru, Segawa Hiroshi, Kondo Takashi: Impact of substrate
heating and cooling rates on crystallization and inverted solar cells performance of co-
evaporated CsPbI2Br perovskite thin films, Proceedings of the International Conference on Hybrid
and Organic Photovoltaics, 2025, 10.29363/nanoge.hopv.2025.135.

6.Kikuchi Yasunori, Yamaki Ayumi, Heiho Aya, Nakatani Jun, Fujii Shoma, Daigo Ichiro, Tokoro Chiharu,
Murakami Shinsuke, Ohara Satoshi: Superstructure as a communication tool in pre-emptive life
cycle design engaging society: Findings from case studies on battery chemicals, plastics, and
regional resources, The 35th European Symposium on Computer Aided Process Engineering, 540-545,
2025, 10.69997/sct.110456.

7.Guo Jianli, Egawa Satoru, Motoyama Hiroto, Hosobata Takuya, Mimura Hidekazu: Atomic-level super-
polishing using only a PMMA plate in water, Optifab 2025, 13728, 2025, 10.1117/12.3078882,
978-1-5106-9408-8.

8.Sasaki Yui: Single optical chemosensors for pattern recognition-driven chemical sensing,
Frontiers in Biological Detection: From Nanosensors to Systems XVII, 13338, 2025, 10.1117/12.3049306,
978-1-5106-8424-9.

9.Ramuz Marc, de Mulatier Severine, Fliegans Lionel, Troughton Joseph, Gaubert Valentin, Ferreira William
Lamboglia, Delattre Roger, Blayac Sylvain: Wearable and imperceptible platform for on body
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sensing, toward haptic feedback, 2025 IEEE International Conference on Flexible and Printable
Sensors and Systems (FLEPS), 2025, 10.1109/FLEPS65444.2025.11105688, 979-8-3315-1000-8.

10.酒 井 良 基, 陳 黎玮, 横田 雄大, 本山 央人, 江川 悟, 山口 豪太, 三村秀和, 木崎 通, 伊藤 佑介,
杉田 直彦, 長藤 圭介: レーザ粉末床溶融結合におけるX線を用いた溶融池とキーホールのその場観察,
2025年度精密工学会学術講演会講演論文集, 505-506, 2025, 10.11522/pscjspe.2025S.0_505.

11.王 超, 劉 佳慧, 齋藤 樹, 謝 志砼, 木崎 通, 本山 央人, 江川 悟, 山口豪太, 三村 秀和, 長藤 圭介, 杉田 直彦:
高速X線イメージングに基づく研削プロセスのその場観察：第二報, 2025年度精密工学会学術講演会講演論文集,
2025S, 64-65, 2025, 10.11522/pscjspe.2025S.0_64.

12.張 亦婧, 呂 暁俊, 佐々木 由比, 小川 潤一, 伊藤 英之助, 南 豪: 分子鋳型ポリマーを修飾した有機トラン
ジスタによるアミノ酸のキラルセンシング, 化学センサ研究発表会, 75, 13–15, 2025.

環境・エネルギー
1.Xu Xinyu., Wong Shu Kuan, Matsuoka Shunsuke, Nishizawa Keita, Uchida Masaki, Mori Akira: The

ecological role of geese in shaping Arctic microbial communities, 日本生態学会大会講演要旨
(Web), 2025.

2.落合 貴也, 山口 信義, 杉山 正和, 嶺岸 耕: GaNモデル光触媒-Pt助触媒間におけるオーム性接触形成の
効果, 電気化学秋季大会講演要旨集, 2022, 2025.

3.谷 聡介, 四井 早紀, 大津山 堅介, 廣井 悠: 土地利用細分メッシュデータを用いた東日本大震災被災地の
復興後における再被災リスク分析, 日本災害情報学会学会大会予稿集, 2025.

4.則竹 桃実, 四井 早紀, 大津山 堅介, 廣井 悠: 大規模水害時の避難のあり方の検討-江東 5区民間施設への
アンケートを踏まえた推計-, 日本災害情報学会学会大会予稿集, 2025.

5.成井 竣亮, 四井 早紀, 大津山 堅介, 廣井 悠: 市街地火災における消防活動量の分析-2016年糸魚川市大
規模火災・2024年輪島市大規模火災の事例から-, 日本災害情報学会学会大会予稿集, 2025.

6.山内 壮泰, 四井 早紀, 大津山 堅介, 廣井 悠: 津波避難におけるペデストリアンデッキの有用性に関する
研究-横浜駅周辺を対象にしたマルチエージェントシミュレーションによる分析-, 日本災害情報学会学会
大会予稿集, 2025.

7.井澤 佳織, 塩﨑 洸, 坂平 文博, 廣井 悠: 災害連鎖ネットワークの構築手法の検討：統合解析と意味分解
による因果関係のネットワーク化, 日本災害情報学会第 31回学会大会予稿集, 104-105, 2025.

8.木村 明, 四井 早紀, 大津山 堅介, 廣井 悠: 物的環境の整備につながる防災まちづくり活動の主体とプロ
セスに関する研究-SCAT を用いた防災まちづくり大賞受賞事例の質的データ分析-, 日本災害情報学会
学会大会予稿集, 2025.

9.瀬戸口 海翔, 石﨑 泰男, 青木 大和, 角野 浩史: K-Ar年代から見た草津白根火山の活動史, 日本火山学会
講演予稿集 2025年度 秋季大会, 2025, 130-130, 2025, 10.18940/vsj.2025.0_130.

10.三好 雅也, 角野 浩史, 仙田 量子, 佐野 貴司, 新村 太郎, 古川 邦之, 川口允孝, 長谷中 利昭: ［招待講演］
中部九州阿蘇地域におけるマグマ活動の時間変化とそのテクトニクス背景, 日本地質学会第 132年学術大
会講演要旨, 2025, 386, 2025, 10.14863/geosocabst.2025.0_386.

11.新井 孝彰, 角野 浩史, 福島 菜奈絵, 平野 直人, 町田 嗣樹, 石川 晃, 秋澤紀克: 北西太平洋のプチスポット
火山から産出するマントルゼノリス中の希ガス同位体組成, 日本地球化学会年会要旨集, 72, 194, 2025,
10.14862/geochemproc.72.0_194.

12.高梨 啓和, 中島 常憲, 上原 悠太郎, 栗栖 太, 春日 郁朗: LC-ESI(-)-MS2分析と量子化学計算による未
知環境汚染物質の自動構造推定法の開発, 日本水環境学会年会講演集, 2025.

13.松崎 文香, 栗栖 太, 春日 郁朗: LC/MSを用いた微量汚染物質スクリーニング分析への機械学習による
濃度推定ツールの適用可能性, 日本水環境学会年会講演集, 2025.

14.上原 悠太郎, 春日 郁朗, 栗栖 太: ノンターゲット LC/MS分析による緑膿菌増殖基質のスクリーニング
と浄水処理での消長評価, 日本水環境学会年会講演集, 2025.

15.芝崎 絵理子, 栗栖 太, 春日 郁朗: 給水末端におけるアメーバ等の真核生物と日和見病原細菌の存在状況
評価, 日本水環境学会年会講演集, 2025.
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16.伊藤 万由, 栗栖 太, 春日 郁朗: 都市下水および病院排水中のカルバペネム耐性細菌の耐性機構の特性評
価, 日本水環境学会年会講演集, 2025.
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路 天平, 崎山 貴代, 桜井 なおみ, 明智 龍男, 朴 成和, 森 雅紀, 島津 太一, 永塩 美邦, 吉田 達哉, 山口拓洋,
内富 庸介: アプリケーションを用いた治療やケアについての進行がん患者と医師との協働意思決定支援
の有効性評価, 日本臨床腫瘍学会学術集会 (CD-ROM), 2025.

7.松岡 歩, 藤森 麻衣子, 朴 成和, 高島 淳生, 奥坂 拓志, 加藤 健, 丸木雄太, 大場 彬博, 平野 秀和, 盛 啓太,
明智 龍男, 津端 由佳里, 西嶋智洋, 島津 太一, 宮路 天平, 眞島 喜幸, 崎山 貴代, 小濱 京子, 長島文夫, 内
富 庸介: 高齢者機能評価に基づくマネジメントとコミュニケーション支援を組み合わせたプログラムの
有効性を検証するための多施設共同ランダム化比較試験, 日本臨床腫瘍学会学術集会, 2025.

8.渡邊 陽太: 「見えない」貧困の構築性-表面化した貧困の不可視化, 日本文化人類学会研究大会発表要
旨集, 1-1, 2025.

社会科学
1.Hazem Amir, Motohashi Kazuyuki: Can we predict innovation? Narrow experts versus competent

generalists, International Conference Recent Advances in Natural Language Processing, 2025, 413-422,
2025, 10.26615/978-954-452-098-4-050.

2.牧原 出: 混迷する日本政治と石破政権の行方, 経済倶楽部講演録, 116–165, 2025.
3.池内 恵: 中東秩序再編 主導権握るイスラエル-特集「相互拒否」が世界を覆う ; 終わらない紛争 中東・
ウクライナから見る, 外交, 89, 68-76, 2025.

4.小泉悠: 戦時下で変貌を遂げるロシア軍-特集「相互拒否」が世界を覆う ; 終わらない紛争 中東・ウクラ
イナから見る, 外交, 89, 78-83, 2025.

異分野連携ラボ
1.森 晶子, 平田 鈴時, 樗木 悠亮: 大学院生が高校生の探究活動を効果的に支援するための研修プログラム
の開発, 日本教育工学会研究報告集, 2025(4), 199-206, 2025, 10.15077/jsetstudy.2025.4_199.

協力研究室
1.Almosni Samy, Niizaka Kazuo, Nagano Yuji, Tada Keishi, Furue Miwako, Tuy Linh Vu, Jena Ajay Kumar,
Nakazaki Jotaro, Uchida Satoshi, Segawa Hiroshi: Inkjet-printed perovskite solar cells made by a
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self-quenching method using low toxicity solvent, Proceedings of MATSUS Fall 2025 Conference
(MATSUSFall25), 2025, 10.29363/nanoge.matsusfall.2025.039.

2.Kuboyama Ken, Yamaguchi Naoki, Set Sze Yun, Yamashita Shinji, Ishigure Takaaki: Application
of graphene-doped polymer optical waveguides to wavelength convertor, 2025 IEEE CPMT
Symposium Japan (ICSJ), 100-103, 2025, 10.1109/ICSJ66986.2025.11302554, 979-8-3315-0398-7.

3.Kiyozumi Takaki, Motoda Keisuke, Noda Kohei, Set Sze Yun, Mizuno Yosuke, Yamashita Shinji: Beat
spectrum in dual-laser optical correlation-domain reflectometry, 29th International Conference
on Optical Fiber Sensors, 13639, 2025, 10.1117/12.3062605, 978-1-5106-9187-2.

4.Ma Yifan, Dai Maolin, Zhu Yuanjun, Set Sze Y., Yamashita Shinji: Chirp-Managed Yb fiber laser
delivering 14 nJ, 1.1 ps Pulses, JSAP-Optica Joint Symposia 2025 Abstracts, 9p_N203_3, 2025,
10.1364/JSAPO.2025.9p_N203_3, 978-4-86348-817-5.

5.Chen Ruifeng, Peng Siwei, Dai Maolin, Pan Denghui, Set Sze Yun, Yamashita Shinji, Fu H. Y., Li Qian:
Dissipative soliton dynamics in a polarization-controlled wavelength-switchable mode-locked
fiber laser, CLEO 2025 Technical Digest Series (Optica Publishing Group, 2025), SS171_7-SS171_7,
2025, 10.1364/cleo_si.2025.ss171_7.

6.Motoda Keisuke, Kiyozumi Takaki, Set Sze Yun, Yamashita Shinji, Mizuno Yosuke: Experimen-
tal investigation of relationship between modulation frequency and spatial resolution in
OCDR with frequency shifter, 29th International Conference on Optical Fiber Sensors, 13639, 2025,
10.1117/12.3062698, 978-1-5106-9187-2.

7.Kiyozumi Takaki, Noda Kohei, Yoshida Soshi, Motoda Keisuke, Yamaguchi Naoki, Set Sze Yun, Mizuno
Yosuke, Yamashita Shinji: Frequency-division-multiplexed optical correlation-domain reflec-
tometry for overcoming sampling rate constraint, 29th International Conference on Optical Fiber
Sensors, 13639, 2025, 10.1117/12.3062569, 978-1-5106-9187-2.

8.Dai Maolin, Liu Bowen, Ma Yifan, Set Sze Yun, Yamashita Shinji: Mode-locked all-fiber ring laser
with GHz fundamental repetition rate, Fiber Lasers XXII: Technology and Systems, 13342, 2025,
10.1117/12.3044190, 978-1-5106-8432-4.

9.Liu B., Zhu Y., Dai M., Ma Y., Yamashita S., Set S. Y.: Repetition-rate-tunable dual-comb fiber
laser based on bidirectional polarization-multiplexed Lyot filtering, 2025 Conference on Lasers
and Electro-Optics (CLEO), 2025.

10.Yoshida Soshi, Kiyozumi Takaki, Set Sze Yun, Yamashita Shinji, Mizuno Yosuke: Simultaneous
measurement of position and vibration in correlation-domain LiDAR, 29th International
Conference on Optical Fiber Sensors, 13639, 2025, 10.1117/12.3062735, 978-1-5106-9187-2.

11.Sasai Takeo, Yamazaki Etsushi, Set Sze Yun, Yamashita Shinji: SNR of fiber-longitudinal power
monitor, 2025 Optical Fiber Communications Conference and Exhibition, OFC, 2025, 979-8-3315-3971-9.

12.Noda Kohei, Takata Atsushi, Yamashita Shinji, Set Sze Yun: Soft force sensor based on silicone
rubber embedding single mode fiber using Brillouin optical correlation-domain reflectometry,
29th International Conference on Optical Fiber Sensors, 13639, 2025, 10.1117/12.3062371, 978-1-5106-
9187-2.

13.Zhu Yuanjun, Liu Bowen, Dai Maolin, Ma Yifan, Yamashita Shinji, Set Sze Yun: Wavelength switching
in mode-locked fiber lasers via bend-induced loss and transmission tilt tuning, JSAP-Optica
Joint Symposia 2025 Abstracts, 8p_P07_4, 2025, 10.1364/JSAPO.2025.8p_P07_4, 978-4-86348-817-5.

14.Kusaka Yuto, Nagata Takahiro, Yamazaki Hiroki, Zhang Chao, Ito Fumihiko, Ohno Shingo, Nakamura
Atsushi, Toge Kunihiro: Refractive index measurement using FMCW LiDAR, 2025 European
Conference on Optical Communications (ECOC), 2025, 10.1109/ECOC66593.2025.11263382, 979-8-3315-
9532-6.

15.Hara Sakuya, Nakao Keigo, Ogu Ryota, Zhang Chao, Ito Fumihiko, Yoshimura Yuichi, Aoshika Hi-
royuki, Imai Michio: Remote structural health monitoring employing OFDR via optical fiber
communication networks, 29th International Conference on Optical Fiber Sensors, 13639, 2025,
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10.1117/12.3061335, 978-1-5106-9187-2.
16.Sasai Takeo: Design principle of fiber-longitudinal power monitor, 2025 Optical Fiber Communi-

cations Conference and Exhibition, OFC, 2025, 10.1364/OFC.2025.M4A.3, 979-8-3315-3971-9.
17.山下 真司, セット ジイヨン: 情報科学と共に進化するファイバフォトニクス（招待講演）, 電子情報通信
学会フォトニックネットワーク研究会, 2025.

18.三原 恵美子, Anananuchatkul Teerapat, 相川 春夫, 杉田 征彦, 菅 裕明, 高木 淳一: 環状ペプチドを用い
た新しい遺伝子治療ベクターシステムBiVEの開発, 日本蛋白質科学会年会, 2025.

社会連携研究部門
1.Lee Jeongmin, Sukekawa Yuji, Haupt Stephan Shuichi, Kazawa Tomoki, Kanzaki R., Mitsuno Hidefumi:

Comparison of properties of innate animal odor source orientation and infotaxis, 2025 IEEE
SENSORS, 585-591, 2025, 10.1109/icarm65671.2025.11293642.

2.Fujii Koki, Sekiguchi Masahiro, Ikushima Hiroaki, Watanabe Kousuke, Shinozaki‐Ushiku Aya, Tsutsumi
Shuichi, Tatsuno Kenji, Sunami Kuniko, Sato Masaaki, Ushiku Tetsuo, Oda Katsutoshi, Aburatani
Hiroyuki, Kato Motohiro, Kage Hidenori: Abstract 5365: Comparison of whole genome sequencing
and target capture sequencing in lung cancer, Cancer Research, 85(8 Suppl. 1), 5365-5365, 2025,
10.1158/1538-7445.am2025-5365.

3.天沢 逸里: ライフサイクルアセスメントの概要と動向、そして課題, 染色研究, 68, 26–33, 2025.

附属研究施設
1.若山 拓矢, 井上 太揮, 深山 覚, 飯田 誠, 小川 哲司: 振動信号による風車状態監視のための精密かつ少量
データに頑健なモデリング, 人工知能学会全国大会論文集, 2025, 10.11517/pjsai.jsai2025.0_4r3gs1003.

2.飯田 誠, 雅楽川 昂 , 橋本 慎也, 伊藤 淳, 鈴木 晴彦, 折笠 雄司, 岡田寛正: 風力発電メンテナンス実践型教
育の試み, 電気学会研究会資料, 2025, 23–27, 2025.

3.竹下 竜平, 飯田 誠: 風車ブレード劣化状態と構造的影響範囲の一考察, 風力エネルギー利用シンポジ
ウム, 47, 36-39, 2025, 10.11333/jweasympo.47.0_36.

連携研究機構
1.Tabata Hiro, Ohara Satoshi, Kanematsu Yuichiro, Teah Heng Yi, Kikuchi Yasunori: Life-cycle assess-

ment of chemical sugar synthesis based on process design for biomanufacturing, The 35th
European Symposium on Computer Aided Process Engineering, 1536-1541, 2025, 10.69997/sct.124214.

その他
1.Liu Ziheng, Pang Yanbo, Sekimoto Yoshihide: Urban knowledge graph-enhanced explainable

recommendation approach for destination choice, Proceedings of the 33rd ACM International
Conference on Advances in Geographic Information Systems, 332-335, 2025, 10.1145/3748636.3762742,
979-8-4007-2086-4.

著書・編書

情報
1.寺田 学, 辻 真吾, 鈴木 たかのり, 福島 真太朗: Pythonによるあたらしいデータ分析の教科書 第 3版
（AI & TECHNOLOGY）, 344, 2025, 翔泳社, 978-4-7981-9102-7.
2.鈴木 俊貴: 僕には鳥の言葉がわかる, 264, 2025, 小学館, 978-4-0938-9184-4.
3.鈴木 俊貴（監）: 野鳥のきもちがわかる本, 96, 2025, 宝島社, 978-4-299-07026-5.
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生物医化学
1.加藤 英明, 西増 弘志（編）: 実験医学増刊：構造生命科学AlphaFold時代にどう活かす?, 214, 2025, 羊
土社, 978-4-7581-0429-6.

2.大澤 毅, 島村 徹平（編）: 実験医学別冊：実験デザインからわかるマルチオミクス研究実践テキスト,
296, 2025, 羊土社, 978-4-7581-2279-5.

バリアフリー
1.福島 智（著），ロバート・チャペスキー（訳）: Living Deafblind, 480, 2025, 東京大学出版会,
978-4-13-057101-2.

2.笠井 清登, 熊谷 晋一郎（編）: コ・プロダクション実践ガイド当事者とともに創る研究とは, 356, 2025,
東京大学出版会, 978-4-13-050214-6.

3.早川 公: まちづくりのエスノグラフィ: 《つくば》を織り合わせる人類学的実践, 320, 2025, 春風社,
978-4-86816-051-9.

4.ダナ・S・ダン（編著）, 勝谷 紀子, 佐藤 剛介, 柴田 邦臣, 髙山亨太（監訳）, 藤村 励子他（著）: 障害と
いう経験を理解する : 社会と個人へのアプローチ, 480, 2025, 北大路書房, 978-4-7628-3280-2.

社会科学
1.保坂 正康, 小泉 悠, 伊藤 千尋, 北澤 俊美: 戦後 80年に憲法 9条の意義を考える 歴史、防衛、運動から,
124, 2025, あけび書房, 978-4-87154-302-6.

2.小泉 悠（監）: 僕らは戦争を知らない世界中の不条理をなくすためにキミができること ハンディ版（新
時代の教養）, 152, 2025, Gakken, 978-4-05-206140-0.

3.名越 健郎, 大野 正美, 常盤 伸, 小泉 悠, 吉岡 明子（編）: 北方領土を知るための 63章, 408, 2025, 明石
書店, 978-4-7503-5994-6.

4.小泉 悠, 小谷 賢: 戦闘国家ロシア、イスラエルはなぜ戦い続けるのか, 240, 2025, PHP 研究所,
978-4-569-85988-0.

5.小泉 悠: 小泉悠が護憲派と語り合う安全保障「日本国憲法体制」を守りたい, 144, 2025, かもがわ出版,
978-4-7803-1363-5.

6.小泉 悠, 黒井 文太郎: 国際情勢を読み解く技術, 256, 2025, 宝島社, 978-4-299-06825-5.
7.小泉 悠, 高橋 杉雄, 太田 啓之, マライ・メントライン: ゴジラ vs.自衛隊 アニメの「戦争論」, 320, 2025,
文藝春秋, 978-4-16-661480-6.

8.小泉 悠, 山口 亮: 2030年の戦争, 248, 2025, 日本経済新聞出版社, 978-4-296-11803-8.
9.國末 憲人: 廃墟のヨーロッパ, 344, 2025, 草思社, 978-4-7942-2809-3.

10.西山 美久: 現代ロシアの歴史認識論争 : 「大祖国戦争史観」をめぐるプーチン政権の思惑, 416, 2025, 慶
應義塾大学出版会, 978-4-7664-3048-6.

協力研究室
1.瀬川 浩司（監）: ペロブスカイト太陽電池の開発最前線《普及版》, 165, 2025, シーエムシー出版,
978-4-7813-1843-1.

2.菅 裕明（編）: 実験医学増刊：創薬の不可能を可能にする中分子ペプチド医薬, 208, 2025, 羊土社,
978-4-7581-0424-1.

3.小泉秀樹, 小林光, 瀬田史彦, 村山顕人（編著）: 東大まちづくり大学院シリーズ：カーボンニュートラ
ルなまちづくり, 288, 2025, 学芸出版社, 978-4-7615-3314-4.

寄附研究部門
1.木村 正明: スポーツチームの経営・収入獲得マニュアル　売上ゼロから 10億に伸ばす具体策, 248, 2025,
同文舘出版, 978-4-495-54178-1.
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附属研究施設
1.伊藤 武, 作内 由子, 中井 遼, 藤村 直史: 民主主義の比較政治学, 342, 2025, 有斐閣, 978-4-641-20014-2.
2.中井 遼: ナショナリズムとは何か 帰属、愛国、排外主義の正体, 304, 2025, 中央公論新社,
978-4-12-102880-8.

書籍章・分担執筆

材料
1.近藤 高志: ****, 池上 和志（監）, 宮坂力（編）ペロブスカイト太陽電池の開発技術と最新実用化指針,
209, 2025, 技術教育出版社, ISBN: 978-4-907837-29-7.

環境・エネルギー
1.Sumino Hirochika: Spatial and temporal variations in noble gas isotopic compositions of

fumaroles and hot/cold spring gases at Kusatsu-Shirane volcano, Ohba Takeshi, Terada Akihiko
(eds) Kusatsu-Shirane Volcano, 141-157, 2025, Springer Nature Switzerland, DOI: 10.1007/978-3-031-
86137-6_7, ISBN: 978-3-031-86136-9.

情報
1.Hattori Kazuki, Iwamoto Yuichiro, Kojima Ryosuke, Yoshioka Yusuke, Ota Sadao: High dimensional

cytometry for studying heterogeneous small particles, Baba Yoshinobu, Hanayama Rikinari, Akita
Hidetaka, Yasui Takao (eds) Extracellular Fine Particles, 243-260, 2025, Springer Nature Singapore, DOI:
10.1007/978-981-97-7067-0_17, ISBN: 978-981-97-7066-3.

2.伊藤 恵理: File09 ジブリ映画で観た飛行機にあこがれて空の交通整理に取り組む先生, Gakken（編）キ
ミの「なぜ」も世界を変える!? ものすごい研究図鑑, 2025, Gakken, ISBN: 978-4-05-501457-1.

3.辻真吾: 2.2　データ表現、プログラミング基礎、アルゴリズム基礎,北川源四郎・竹村彰通（編）応用基
礎としてのデータサイエンス改訂第２版 AI×データ活用の実践, 2025, 講談社, ISBN: 978-4-06-538618-7.

4.辻 真吾: 第１特集可読性,保守性にすぐれた Pythonコードの書き方 2025 第２章 データ構造読みやす
さと効率を意識した書き方を身につけよう, Software Design　2025年 2月号, 2025, 技術評論社, ISBN:
978-4-297-14421-0.

5.鈴木 俊貴: くーちゃんから全人類へ, 日本文藝家協会（編）ベスト・エッセイ 2025, 2025, 光村図書出版,
ISBN: 978-4-8138-0677-6.

生物医化学
1.星野 歩子: ****, 石崎 泰樹, 坂井 建雄（編）カラー図解人体の細胞生物学【改訂第２版】, 2025, 日本医
事新報社, ISBN: 978-4-7849-3233-7.

2.加藤 英明: 山奥での至れり尽せり強化合宿, 実験医学, 43(16), 2621-2623, 2025, 羊土社, DOI:
10.18958/7801-00011-0006153-00.

バリアフリー
1.熊谷 晋一郎: 生き延びるための読書バリアフリー, 読書工房（編）肢体不自由の子どもの読書を支える,
2025, 読書工房, ISBN: 978-4-86807-225-6.

2.並木 重宏: 【コラム】「インクルーシブデザインラボラトリー」へようこそ, 読書工房（編）肢体不自由
の子どもの読書を支える, 2025, 読書工房, ISBN: 978-4-86807-225-6.

3.松尾 朗子: 第４章宗教的世界観の研究　4 -7 道徳ーー「神」の名のもとに善悪を決める？, 藤井 修平,
中分 遥, 白岩 祐子, 荒川歩（編）宗教認知科学（CSR）認知・心理・進化の視点から宗教を読み解く,
2025, 新曜社, ISBN: 978-4-7885-1900-8.

116



ファクトデータブック 2025年度研究活動編：速報版 6 研究活動の成果

社会科学
1.Koizumi Yu: Japan-Russia relations and security: The Japanese perspective, Togo Kazuhiro,

Streltsov Dmitry (eds) Handbook of Japan-Russia Relations, 56-71, 2025, Amsterdam University Press,
DOI: 10.1017/9789048563432.005, ISBN: 978-1-041-18072-2.

2.Hinata-Yamaguchi Ryo: Developments and transformations in Japan’s Defense Planning and
Readiness, Leszek Buszynski (ed) Handbook of Japanese Security, 113-130, 2025, Routledge, DOI:
10.5117/9789048564217_CH07, ISBN: 978-1-041-18070-8.

3.小泉 悠: File05 朝起きて読むのはロシア軍の新聞！？ 情報を駆使して世界の安全保障に挑む
先生, Gakken（編）キミの「なぜ」も世界を変える!? ものすごい研究図鑑, 2025, Gakken, ISBN:
978-4-05-501457-1.

4.井形 彬: 【基調講演】経済安全保障を巡る現状と課題〜先端技術の４つの “Ｐ”に向けた政策, 警察大学
校（編）警察學論集, 78(6), 5-43, 2025, 立花書房, ISBN: 978-4-86043-951-4.

協力研究室
1.久保 貴哉, 玉木 浩一, 瀬川 浩司: 第６章量子ドット太陽電池の開発、第２節量子ドットを用いた多接合
太陽電池, 佐野 健志, 吉田郵司（監）有機薄膜太陽電池・ペロブスカイト太陽電池の開発最前線, 465-485,
2025, エヌ・ティー・エス, ISBN: 978-4-86043-951-4.

社会連携研究部門
1.Yokoyama Kazumasa, Amasawa Eri, Hirao Masahiko: Environmental impact assessment of battery

swapping service for electric vehicles, Fukushige Shinichi, Nonaka Tomomi, Kobayashi Hideki,
Tokoro Chiharu, Yamasue Eiji (eds) EcoDesign for Circular Value Creation: Volume II, 295-314, 2025,
Springer Nature Singapore, DOI: 10.1007/978-981-97-9076-0_18, ISBN: 978-9-819-79076-0.

2.吉村 有司: 本選審査総評「創造的で実現可能な数々のアイデア」他, 一般社団法人全国高等専門学校連合
会（編）デザコン 2024 阿南 official book, 2025, 建築資料研究社, ISBN: 978-4-86358-993-3.

連携研究機構
1.小原 聡: ****, 北川 尚美（監）バイオ液体燃料の最新動向, 2025, シーエムシー出版, ISBN:
978-4-7813-1883-7.

辞典・事典執筆

附属研究施設
1.中井 遼: 比較政治学事典, 2025, 丸善出版, 978-4-621-30999-5.

解説・記事

材料
1.岩 本 敏: 2025 年 第 86 回 応 用 物 理 学 会 秋 季 学 術 講 演 会, 応 用 物 理, 94(12), 679, 2025,
10.11470/oubutsu.94.12_679.

2.岩本 敏: 第 58 回（2025 年春季）応用物理学会講演奨励賞受賞者・第 25 回（2025 年春季）Poster
Award 受賞者紹介, 応用物理, 94, 406–410, 2025, 10.11470/oubutsu.94.7_406.

環境・エネルギー
1.廣井 悠: 「激甚性」「複合性」「新規性」見落としてはいけない大都市防災の焦点, 公明, 14–19, 2025.
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2.廣井 悠: 地域社会の疲弊、マルチハザード化する災害 : 能登半島地震が問う災害対策の視座, 世界,
251–260, 2025.

3.長岡 裕, 岡部 聡, 石田 紀彦, 春日 郁朗, 酒井 宏治, 上村 瑞城: 特集 座談会 水道協会雑誌の未来を考える
: 時代の変遷に伴い求められる役割, 水道協会雑誌, 94, 2–14, 2025.

4.林 和眞, 近藤 早映, 小野 悠: 町内会・自治会のデジタル活用における課題と可能性, 都市計画, 74, 92–95,
2025.

5.栗山 尚子, 杉野 未奈, 大津山 堅介, 須沢 栞, 前田 昌弘, 稲垣 景子, 越山健治, 澤田 雅浩, 萩原 拓也: 座談
会若い世代から見た阪神・淡路大震災 : 継承すべきもの、更新すべきもの, 建築雑誌, 140, 12–17, 2025.

6.中村 尚: 近年のわが国の異常気象 : 自然変動と地球温暖化の影響, エネルギーレビュー, 45, 7–10, 2025.

情報
1.伊藤 恵理, 鈴木 均: 特集 米露接近国際秩序の転換点ー経済安全保障政策に盲点あり激変する「空のネッ
トワーク」日本は強靱化を急げ, 中央公論, 52-59, 2025.

2.稲見 昌彦, 長谷川 晶一, 梶本 裕之, 安藤 英由樹, 三武 裕玄, 石塚 裕己, 加藤 史洋, 佐々木 智也, 白井 暁
彦, 亀岡 嵩幸, 畑田 裕二: IVRC2024（Interverse Virtual Reality Challenge）開催報告, 日本バー
チャルリアリティ学会論文誌, 30(1), 26–33, 2025, 10.18974/jvrsj.30.1_26.

3.栗田 雄一, 善甫 啓一, 杉本 麻樹, 野嶋 琢也, 稲見 昌彦, 松原 晟都: 第 30巻第 1号「人間拡張：身体・環
境・こころの変容」, 日本バーチャルリアリティ学会論文誌, 30(1), 1–2, 2025, 10.18974/tvrsj.30.1_1.

4.山岸舞,白崎善隆: LCI-Sによる ILC2からのサイトカイン分泌の解析,臨床免疫・アレルギー科, 83(2),
170–180, 2025.

5.鈴木 俊貴, 鈴木 まもる, 東郷 なりさ: 座談会 鳥たちの季節 : 毎日がたのしくなる初夏の野鳥観察, 婦人
之友, 119, 92–105, 2025.

6.くどう れいん, 鈴木 俊貴: 本の名刺, 群像, 80(7), 206–211, 2025.
7.鈴木 俊貴, 川上 弘美: 豪華対談 鈴木俊貴 動物言語学者×川上弘美小説家 大事なことはぜんぶ鳥の言葉
が教えてくれた, 週刊ポスト, 57, 92–94, 2025.

生物医化学
1.Izuo Naotaka: Preface, Folia Pharmacologica Japonica, 160(5), 329-329, 2025, 10.1254/fpj.25051.
2.辻本 栄介, 平泉 将浩, 西増 弘志: ブリッジリコンビナーゼの発見から応用まで, 加藤 英明, 西増 弘志
（編）構造生命科学 AlphaFold 時代にどう活かす？生命機能を解く、変える、創るための技術と研究戦略,
実験医学増刊 43(15), 2025, 978-4-7581-0429-6.

3.加藤 英明: チャネルロドプシンが有するK+ 選択性の構造基盤, 加藤 英明, 西増 弘志（編）構造生命科
学 AlphaFold 時代にどう活かす？ 生命機能を解く、変える、創るための技術と研究戦略, 実験医学増刊
43(15), 2025, 978-4-7581-0429-6.

4.加藤 英明: 序にかえて　構造を解く時代から活かす時代へ, 加藤 英明, 西増 弘志（編）構造生命科学
AlphaFold 時代にどう活かす？ 生命機能を解く、変える、創るための技術と研究戦略, 実験医学増刊
43(15), 2025, 978-4-7581-0429-6.

5.山下 恵太郎: 構造精密化の基礎：クライオ電子顕微鏡による単粒子解析を中心に, 加藤 英明, 西増 弘志
（編）構造生命科学 AlphaFold 時代にどう活かす？ 生命機能を解く、変える、創るための技術と研究戦
略, 実験医学増刊 43(15), 2025, 978-4-7581-0429-6.

社会科学
1.牧原 出: フォーカス政治 コメ高騰対応が握る石破政権の命運, 週刊東洋経済, 24–25, 2025.
2.牧原 出: フォーカス政治 予算審議のカギ握る一段の政治改革, 週刊東洋経済, 22–23, 2025.
3.牧原 出: フォーカス政治 参院選で問われる国民の「賢明な声」, 週刊東洋経済, 26–27, 2025.
4.牧原 出: フォーカス政治 少数与党国会が試す議員の政策能力, 週刊東洋経済, 26–27, 2025.
5.牧原 出: フォーカス政治 改正規正法が問う政党ガバナンス, 週刊東洋経済, 22–23, 2025.
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6.牧原 出, 今井 尚哉: 対談安倍政権の 7年 8ヵ月を支えた首相秘書官が明かす「強い官邸」の作り方と財
務省へのエール, 中央公論, 139, 18–29, 2025.

7.牧原 出, 河原 仁志: 新聞は読者の疑問に応えているか, メディア展望, 13–16, 2025.
8.保坂 伸, 池内 恵: 対話「二つの戦争」と日本のエネルギー安全保障, 公研, 63, 40–56, 2025.
9.呉座 勇一 , 小泉 悠: 「復古主義者」としての信長とプーチン, Voice, 568, 160–171, 2025.

10.小泉 悠: 「戦争のある 21 世紀」を生きるために : 第 25 回正論新風賞受賞記念論文, 正論, 4 月号,
162–171, 2025.

11.小泉 悠: これからの戦争を考える（１）ウクライナ戦争の経験と日本の安全保障, 丸, 78, 162–165, 2025.
12.小泉 悠: イデオロギーなき憲法改正議論, 正論, 168–175, 2025.
13.小泉 悠: ウクライナ「停戦」シナリオを読む, 中央公論, 139, 36–43, 2025.
14.小泉 悠: 欧州の核抑止と日本核武装論, 表現者クライテリオン, 67–71, 2025.
15.小泉 悠, 小谷 賢: 民主化されていくインテリジェンス, Voice, 112–119, 2025.
16.秋山 信将, 小泉 悠: 緊急対談そろそろ「日本の核」の話をしよう, 週刊現代, 67, 42–46, 2025.

異分野連携ラボ
1.Mori Akiko, LONG Rowena, MOSER Felicity, Asari Minato: Practical report on international

symposium: Educational outreach coordinators bridging schools and universities, 先端教育ア
ウトリーチ, 2024, 30-33, 2025, 10.69190/aeojournal.2024.0_30.

2.森 晶子: 中東諸国の学校教員への研修-ムハメド・ビン・ザイード最優秀教員賞との連携事業, 先端教育
アウトリーチ, 2024, 28, 2025, 10.69190/aeojournal.2024.0_28.

3.森 晶子: 先端教育アウトリーチラボ（AEO）2024 年度活動総括, 先端教育アウトリーチ, 2024, 1-2,
2025, 10.69190/aeojournal.2024.0_1.

4.森 晶子: 先端研ユースアカデミー-『高校生研究員』, 先端教育アウトリーチ, 2024, 7, 2025,
10.69190/aeojournal.2024.0_7.

5.森 晶子, LONG Rowena, MOSER Felicity, 浅利 みなと: 学校と大学をつなぐ教育アウトリーチ・
コーディネーターに関する国際シンポジウム実践報告, 先端教育アウトリーチ, 2024, 12-15, 2025,
10.69190/aeojournal.2024.0_12.

6.樗木 悠亮: 学生アフィリエイト, 先端教育アウトリーチ, 2024, 16, 2025, 10.69190/aeojournal.2024.0_16.
7.浅見 明太, 樗木 悠亮, 佐々木 智也, 横田 莉子: 学生アフィリエイトアルムナイからの便り, 先端教育アウ
トリーチ, 2024, 20-23, 2025, 10.69190/aeojournal.2024.0_20.

8.森 晶子: 自治体等との連携による教育改革支援-山口県教育委員会, 先端教育アウトリーチ, 2024, 4, 2025,
10.69190/aeojournal.2024.0_4.

協力研究室
1.谷内江 望: 第 9回 論文の書き方（中編）, 実験医学, 43(16), 2606-2611, 2025, 10.18958/7801-00033-
0006159-00.

社会連携研究部門
1.西中 千人, 神﨑 亮平: 西中千人 × 神﨑亮平アートと科学は見えない世界の価値を探究する, 芸術新潮,
76, 96–98, 2025.

附属研究施設
1.中井 遼: 「誰の心にもある排外主義を超える”妥協の美学”」, 潮, 2025/12(802), 64-71, 2025.
2.伊藤 武, 作内 由子, 中井 遼, 藤村 直史, 稗田 健志, 板橋 拓己: 座談会 日本で「比較政治学」を学ぶとい
うこと : y-knot『民主主義の比較政治学』刊行によせて (上), 書斎の窓, 700, 25-36, 2025.

3.伊藤 武, 作内 由子, 中井 遼, 藤村 直史, 稗田 健志, 板橋 拓己: 座談会 日本で「比較政治学」を学ぶとい
うこと : y-knot『民主主義の比較政治学』刊行によせて (下), 書斎の窓, 701, 18-31, 2025.
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報告書

バリアフリー
1.東京大学先端科学技術研究センター 社会包摂システム分野: ごきげんな地域づくり人材育成研究プ
ロジェクト 2024年度報告書, 2025, https://sis.rcast.u-tokyo.ac.jp/gokigen/downloads/2024AnnualRe-
port.pdf, 関係教員：近藤 武夫, 早川 公, 大野 はな恵, 渡邊 陽太, 山角 直史, 山内泰.

社会科学
1.Pacific Forum: Economic security and disinformation in a fragmenting world, 2025, https://pac-
forum.org/publications/issues-and-insights-volume-25-sr3-economic-security-and-disinformation-in-a-
fragmenting-world/, 関係教員：井形 彬.

異分野連携ラボ
1.東京大学先端科学技術研究センター 先端教育アウトリーチ: 先端教育アウトリーチ（2024 年度活動報
告）, 2025, https://aeo.rcast.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2025/05/AEOjournal2024.pdf, 関係教
員：森 晶子.

政策立案貢献
1.西新宿地区再整備検討委員会: 西新宿地区再整備ガイドライン, 2025, https://www.metro.tokyo.lg.jp/in-
formation/press/2025/02/2025021703, 関係教員：吉村 有司.

2.一般社団法人 国際経済交流財団: 建築・都市から見たデータを用いた観光サービスとマネジメントの
可能性『日本のサービス産業を豊かな経済成長の源泉にするための処方箋: 国際経済政策シリーズ 6』,
2025, 関係教員：吉村 有司.

3.国土交通省都市局: 3D都市モデル導入のためのガイドブック : 初学者のための PLATEAU ガイド
ブック第 5.0版, 2025, https://www.mlit.go.jp/plateau/file/libraries/doc/plateau_doc_0000_ver05.pdf,
関係教員：吉村 有司（アドバイザリーボードメンバー）.

4.国 土 交 通 省: 国 土 交 通 省 DX ビ ジ ョ ン, 2025, https://www.mlit.go.jp/report/press/con-
tent/001893928.pdf, 関係教員：吉村 有司（有識者コメント）.

Webサイト・オンライン資料

材料
1.松久 直司: One Hour Interview 皮膚のように柔らかな電子材料を追い求めて, Harima quarterly, 2025,
https://www.harima.co.jp/hq/one_hour_interview/160/index.html.

社会科学
1.Kawai Daisuke: Foreign direct investment for economic security: The alliance production

perimeter in semiconductors and shipbuilding, Korea on Point, 2025, https://koreaonpoint.org/ar-
ticles/article_detail.php?idx=495.

2.Kawai Daisuke: The Trump-Takaichi Summit and Japan’s emerging economic statecraft,
The Royal United Services Institute (RUSI), 2025, https://www.rusi.org/explore-our-research/publica-
tions/commentary/trump-takaichi-summit-and-japans-emerging-economic-statecraft.

3.小泉 悠, 内田 州: アーミテージ元国務副長官に聞いた日本の安全保障, 新潮社 Foresight, 2025,
https://www.fsight.jp/articles/-/51335.
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4.小泉 悠, 高橋 杉雄, 太田 啓之: ガンダムが描いた戦争の「虚と実」, 文芸春秋, 2025, https://bun-
shun.jp/bungeishunju/articles/h9745.

5.小泉 悠: シンクタンクの諸相 –筆者自身の経験から, ROLES コメンタリー, 2025, https://roles.rcast.u-
tokyo.ac.jp/publication/20251114.

6.小 泉 悠, 内 田 州: 米 国 の 対 ウ ク ラ イ ナ 政 策 そ の 現 状 と 展 望, 新 潮 社 Foresight, 2025,
https://www.fsight.jp/articles/-/51328.

6.2 講演会・シンポジウム・研究会等の開催
17の研究分野他にわたり計 80件の講演会・シンポジウム・研究会等が開催された。経済安全保障インテリ
ジェンス分野やグローバルセキュリティ・宗教分野を中心に、チェコ・フィンランド両国大統領、アイスラン
ド外務大臣、スウェーデン民間防衛担当大臣、米国元国家安全保障補佐官（ジェイク・サリバン教授）など国
際的な要人を多数招聘し、安全保障・外交・経済安全保障分野での発信が際立った。国内開催のみならず、ロ
ンドン・アブダビ・ボスニア・ミュンヘン安全保障会議・スタンフォード大学等でも開催され、先端研の知的
発信が国境を越えて展開された。
【超精密製造科学分野】

東京大学先端研ｘ府立長野高校　ー連携ワークショップ発表会－
共催：河内長野市、大阪府立長野高校
目的：河内長野市、長野高校と東京大学先端科学技術研究センターが連携した教育活動に関する
ワークショップ開催
日時：2025年 8月 20日（水）14:00-15:30
場所：河内長野市立市民交流センター（キックス）４階イベントホール

【社会代謝システム分野】

鉄スクラップの高度循環利用　第３回研究会：鉄スクラップからの高級鋼生産に向けて
共催：一般財団法人生産技術研究奨励会（特別研究会 RC-120）
日時：2026年 3月 6日（金）14:00-17:30
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
講演者：醍醐市朗教授（先端科学技術研究センター）他

【航空宇宙モビリティ分野】

Switzerland Pavilion, EXPO2025
目的：航空モビリティの未来を形作るための産学官の協力と交流
日時：2025年 5月 23日（金）
場所：大阪関西万博スイスパビリオン
講演者：伊藤恵理教授（先端科学技術研究センター）他
講演テーマ：The Future of Air Traffic
成果：日瑞の専門家による基調講演、パネルディスカッション、ポスターセッション、飛行シミュ
レーターの実演を通じて、未来の航空宇宙輸送、エコシステム設計、AI と人間の融合、人間と機械
のインターフェースについて議論を深め、学界・産業界・行政が連携し、エアモビリティの未来を
共に考える貴重な機会となった。

【生物多様性・生態系サービス分野】

生物多様性と自然資本に関する特別研究会
共催：一般財団法人生産技術研究奨励会
目的：会員企業等との生物多様性分野の最新情報の共有
日時：2026年 3月 4日（水）
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場所：先端科学技術研究センター４号館２階講堂

【地域社会システム工学分野】

リヒテンシュタイン戦略研究所 Prof. Droege所長 Mini-Seminar
目的：都市・地域デザインを通じた気候変動緩和のための地域的・国際的アプローチについて講演
いただく。
日時：2026年 3月 19日（木）15:00-17:00
場所：先端科学技術研究センター 13号館１階旧教授会室
講演者：Professor Peter Droege （リヒテンシュタイン戦略研究所長）
講演テーマ：Beyond Paris: the race to stabilise the climate by design

【構造生命機能工学分野】

Membrane Physiology Symposium 2025
主催：ナニオンテクノロジーズジャパン株式会社
共催：東京大学先端科学技術研究センター構造生命機能工学分野
目的：イオンチャネルをはじめとした膜たんぱく質研究および再生医療研究の発展に貢献する。
日時：2025年 7月 17日（木）
場所：先端科学技術研究センター 4号館 2階講堂
成果：大学、研究機関、製薬企業から多数の参加者が集まり、膜生理学および生物物理学の最新の
研究成果について議論が交わされた。シンポジウムでは、オルガネラの電気生理、チャネル変異解
析、iPS 細胞由来心筋細胞の成熟に向けた新規アプローチなど、多岐にわたる研究内容が発表され
た。国内外からの講演者による発表は、講義室の外でも活発な議論を呼び、参加者の興味と熱意を
引き出した。

【社会包摂システム分野】

「首長と考える ―新しい働き方で拓くインクルーシブな未来」シンポジウム
目的：「超短時間雇用モデル（東大先端研が提唱するインクルーシブな雇用・労働を創出する仕組
み）」を採用した複数の自治体の首長にご登壇いただき、インクルーシブな地域社会の発展に向けた
それぞれの自治体の課題意識と取り組みについてお話を伺い、参加者の皆さんと議論する。
日時：2025年 7月 25日（金）
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
登壇者：柴橋正直氏（岐⾩市長）、長谷部健氏（渋谷区長）、森澤恭子氏（品川区長）

こども家庭庁 2024年度調査研究事業成果報告オンラインセミナー居場所づくりの “ものさし”を手に入
れる－自己点検と地域指標づくりのための実践ツール大公開－

主催：こども家庭庁 2024年度調査研究事業検討会委員所属団体
共催：東京大学先端科学技術研究センター社会包摂システム分野、株式会社野村総合研究所、認定
NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ
目的：2024 年度こども家庭庁調査研究事業の成果物を広く共有し、現場にとって実践的な「ものさ
し」として活用できるようにする。
日時：2025年 9月 11日（木）
場所：オンライン

6th International Disability Inclusion Symposium
共催：ASEAN University Network, University of Hawai’i at Manoa, College of Education, Center on
Disability Studies
目的：ASEAN 諸国および太平洋地域諸国が一堂に会し、障害者インクルージョンに向けた知見と
進捗状況を共有
日時：2025年 12月 12日（金）、13日（土）
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場所：オンライン

ごきげんな地域づくり人材開発と普及のプラットフォーム化に向けて（仮）
目的：地域社会には、子どもや若者の支援、障害者の社会参加、高齢者ケア、地域コミュニティの
再生、環境保全など、多岐にわたる課題が存在します。こうした課題に立ち向かい、人々や地域を
つなぎ、ごきげんな (Well-being) 地域づくりに関わる人材を「コーディネーター」と位置付け、私
たちはその実態を調査している。本シンポジウムでは、今年度実施した研修プログラムを紹介した
うえで、実際の受講者を交えて今後の地域づくりのための人材育成のあり方について対話する。
日時：2026年 3月 6日（金）13:00-15:30
場所：

先輩に聞く！ 高校での学び方
目的：読み困難があり、社会包摂システム分野と東大先端研図書室が運営する AccessReading の音
声教材の利用経験がある DO-ITJapanのスカラー 2名が、自身の高校での学び方について、その経
験を講演し、読み困難がある生徒への高校での音声教材の普及促進を目的とする。
日時：2026年 3月 19日（木）20:00-21:00
場所：オンライン

【当事者研究分野】

2025年度キャンパス公開共同企画「アート表現を通した社会へのまなざし」
目的：ろう者女性の生きづらさを描いた映画「わたしたちに祝福を」の上映およびトークセッショ
ンにより、優生思想、コミュニケーションの多様性、当事者の表象、当事者主導のアート表現など
のテーマについて考える機会とする。
日時：2025年 5月 30日（金）14:30-16:30
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
成果：映画上映およびトークセッションにより、優生思想、コミュニケーションの多様性、当事者の
表象、当事者主導のアート表現などのテーマを考える絶好の機会となった。トークセッションでは、
当事者研究、バリアフリー研究、アートデザインの専門家を交えディスカッションを行い、様々な
モダリティで作品を視聴したディスカッションは独自の視点を踏まえた深い批評に繋がった。

第 12回 TA-netシンポジウム
主催：NPO法人シアター・アクセシビリティ・ネットワーク
共催：東京大学先端科学技術研究センター当事者研究分野、文化庁
目的：当事者研究分野と共同研究をしている TA-net が設立当初から行ってきた事業と過去 3 年間
の文化庁委託事業を振り返り、「より良い観劇サポートとは何か」について現状の報告や課題共有等
を行う。
日時：2026年 2月 7日（土）13:00-17:00、8日（日）10:00-16:00
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール

【グローバルセキュリティ・宗教分野】

Maritime Security in the Indo-Pacific: Challenges and Opportunities
主催：GIF Japan 公益財団法人日本グローバル・インフラストラクチャー研究財団
共催：東京大学先端科学技術研究センター創発戦略研究オープンラボ（ROLES）
目的：海底通信ケーブルの日本及び世界の地勢状の安全性につき、インド、UAE、スウェーデンの
専門家らによる講演とディスカッションにより紐解く。
日時：2025年４月 24日（木）15:00-17:00
場所：先端科学技術研究センター３号館中２階セミナーホール
講演者：Dr. Dattesh Parulekar氏（Goa University）、Dr. Brendon Cannon氏（Khalifa University）、
Dr. Jagannath Panda氏（Stockholm Center for South Asian and Indo-Pacific Affairs）
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講演タイトル：Maritime Security in the Indo-Pacific: Challenges and Opportunities

セミナー “Religion and Politics: Russia, the U. S., and Ukraine”
目的：長期化するロシア・ウクライナ戦争について、宗教と政治の専門家による講演とディスカッ
ションにより紐解いていく。
日時：2025年 5月 12日（月）14:00-16:00
場所：先端科学技術研究センター３号館中２階セミナー室
講演者：シリル・ホヴォルン氏（米国ロヨラ・メリーマウント大学ハフィントン・キリスト教研究
所長）
講演タイトル：宗教と政治　ロシア、米国、ウクライナ

セミナー ”New Regional Order in the Levant: Syria, Lebanon and Palestine in the Israel-
Iran-US Triangular Relations”

目的：イスラエル・イラン・米国関係を中心に新たな地域秩序を紐解く。
日時：2025年 5月 22日（木）15:00-16:30
場所：先端科学技術研究センター３号館中 2階セミナー室
講演者：Zaid Eyadat博士（Professor of Political Science and International Relations, and the
founding dean of the Prince Hussein School of International Studies at the University of Jordan）
成果：イスラエル・イラン・米国関係を中心に新たな地域秩序を紐解いた。

セミナー “US Immigration Policy and Politics: Has Trump resolved the ‘liberal paradox’?”
目的：米国のトランプ政権による移民政策や外交政策について、移民研究の第一人者で歴代大統領
とも交流のある米国の専門家を招き、講演とディスカッションにより現状を分析し、知見を深め、
今後の政策提言に結びつける。
日時：2025年 6月 9日（月）14:00-16:00
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
講演者：ジェームズ・ホリフィールド教授（サザンメソジスト大学）
成果：移民政策の考え方、米トランプ政権の移民政策、日本の移民政策の課題などについて話をう
かがった。

ペトル・パヴェル・チェコ共和国大統領による公開講演
目的：チェコ共和国大統領による公開講演
日時：2025年 7月 25日（金）15:00-17:00
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
講演者：ペトル パヴェル大統領（チェコ共和国）
講演タイトル：インド太平洋地域とヨーロッパの安全保障情勢

「読売国際会議 2025」9月フォーラム「危機の 30年―冷戦後秩序はなぜ揺らいだのか」
共催：読売新聞東京本社調査研究本部、慶應義塾大学戦略構想センター
目的：ロシアによるウクライナ侵略を切り口に、冷戦後の世界秩序がどこに向かうのかについて討
論する。
日時：2025年 9月 30日（火）13:00-14:30
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
講演者：ジョナサン・ハスラム教授（ケンブリッジ大学）、ブレンダン・シムズ教授（ケンブリッジ
大学）

Animism Future Forum ”Rethinking Animism from Japan”
共催：Japan Research Center, SOAS University of London; Sainsbury Institute for the Study of
Japanese Arts and Cultures
目的：アニミズムをめぐる信仰と表現を手がかりに、アニミズムの未来を考える。出雲大社の遷宮
に代表される神道の建築文化や、そこに宿る神・自然・人の関係性を描いたドキュメンタリーの上
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映を第一部とし、第二部では宗教、考古、アートに関わる研究者が集い、アニミズムの未来への可
能性を討議する。
日時：2025年 10月 31日（金）17:00-19:30
場所：ロンドン大学 SOAS校

Japan-Balkan Academic Caravan 2025
目的：外務省外交安全保障調査研究事業費補助金「国際理念と秩序の潮流ー日本の安全保障戦略の
課題」「宗教と国際秩序」研究会の活動の一環として行うものである。
日時：2025年 11月 10日（月）〜15日（土）
場所：バニャルカ大学、モスタル大学、サラエボ大学（ボスニア・ヘルツェゴビナ）

第 3回徳之島国際ユースキャンプ　戦後 80年の徳之島で戦後社会を生きることについて考える
目的：戦後 80年を迎える徳之島にボスニア・フィリピン・日本の学生たちが集まり、奄美の戦中か
ら返還までの歴史に触れながら戦後社会に生きることについて互いに学び合い、若者世代における
自らの社会についての理解および国際的相互理解の促進と、さらに学んだ成果を国内外に広く発表
し、戦争の記憶の継承における若者の視点を提示する。
日時：2025年 12月 15日（月）〜12月 21日（日）
場所：鹿児島県大島郡徳之島町、伊仙町、天城町
成果：２０日に伊仙町のほーらい館で行われた交流座談会には沖永良部島からも児童生徒が参加。
ボスニアから来た学生は「日本の首都からは見えにくい地方の暮らしや歴史に興味があった。徳之
島の子どもたちには独自の世界観があり興味深い」と、フィリピンから来た学生は「特攻隊として
命を落とした人が元教師だったと聞き、当時の思いが元小学校教師である自分とも重なり強く印象
に残った」と感想を述べていた。

東大内シンクタンクプロジェクトROLESとは何者だったか：そして私たちはどこへ行くのか
共催：SHIBUYA QWS Innovation協議会
目的：グローバルセキュリティ・宗教分野の活動の一環として、東京大学先端科学技術研究セン
ターに 2020年に開設した先端研・創発戦略研究オープンラボの研究成果を教育、学術、文化の向上
のため、広く社会に還元すること。
日時：2025年 12月 19日（金）18:00-20:00
場所：渋谷 QWS SCRAMBLE HALL
成果：ROLESの６年間を振り返り、当初の目的をどれだけ達成できたのか、何が不足していたのか
を総括したほか、これまでの活動成果を幅広い聴衆と共有し、日本におけるシンクタンクのあり方
について社会全体で考えていく機会を提供できた。

Blueprints to Breakthroughs: AI & Space Collaboration Between Japan and the UAE -
Exploring Innovation, Strengthening Partnership, Shaping the Future

共催：先端科学技術研究センター創発戦略研究オープンラボ、TRENDS Research & Advisory
後援：外務省
協力：三菱総合研究所、宇宙航空研究開発機構
目的：MOU締結した TRENDSと UAEと日本の AI、宇宙開発等についての意見交換
日時：2025年 12月 16日（火）
場所：TRENDS Headquarters, Abu Dhabi, UAE

個人の記録はいかにして社会の記憶となるのか？ ー博物館と新聞が向き合う「戦争の語り継ぎ」ー
主催：SHIBUYA QWS Innovation協議会
共催：先端科学技術研究センター創発戦略研究オープンラボ、日本学術振興会科研費・基盤 B「戦時
下の教会：ウクライナとその周辺国における宗教・国家・社会」（代表者・井上まどか　24K00012）
目的：外務省の補助金を得て「国際理念と秩序の潮流：日本の安全保障戦略の課題」を開始したプ
ロジェクトの研究会「宗教と国際秩序」の活動の 1 つとして日本の現代社会の価値観について国際
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的に発信してきた。この活動の一環として本イベントは、戦後史の継承を「市民の記録」から再考
し、未来に向けた対話を生み出すことを目的として開催する。
日時：2026年 1月 9日（金）
場所：SHIBUYA QWS CROSS PARK
講演者：森原彩子氏（毎日新聞社・社会部北海道グループ記者）、長嶺睦氏（舞鶴引上記念館学芸
員）、今村信隆准教授（北海道大学）
成果：現代における次世代への記憶の伝え方や、シベリア抑留を伝える現代的意義について活発に
議論が交わされ、アンケートでは 20 代から 60 代までの参加者から、個人の戦争の記憶の重要性や
継承について、様々な感想が寄せられる等の反響があった。

【グローバル合意形成政策分野】

シンポジウム：『国家戦略と国際秩序』
目的：ジェイク・サリバン教授（ハーバード大学教授／米国第 28代国家安全保障問題担当大統領補
佐官〔バイデン政権〕）を招聘し、近年大きく揺らぐ国際秩序と国家戦略の再編について専門的かつ
実践的な知見を共有
日時：2025年 12月 16日
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
講演者：Jake Sullivan教授（ハーバード大学／米国第 28代国家安全保障問題担当大統領補佐官）
講演タイトル：国家戦略と国際秩序：米国の視点から

Trilateral National Security Advisor Roundtable: Shaping the Indo-Pacific Security and
Economic Order

共催：Australian Strategic Policy Institute
目的：米国前大統領国家安全保障補佐官ジェイク・サリバン、豪州前国家安全保障補佐官・前国家
情報庁長官ジャスティン・バッシ、そして日本の国家安全保障担当補佐官の三名を東京に招き、イ
ンド太平洋地域の将来像について戦略的に議論する極めて稀有な機会を創出する。
日時：2025年 12月 16日（火）
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール

From Free Trade to Free From Risk: Rethinking Economic Security, Economic Coercion,
and Critical Minerals

目的：ミュンヘン安全保障会議内のサイドイベントに東京大学から初の出展をし東大先端研の知名
度向上ならびに経済安全保障に関して議論の場の設置
日時：2026年 2月 13日（日本時間 14日）
備考：ミュンヘン安全保障会議サイドイベント

【国際安全保障構想分野】

ロシア・ウクライナ戦争の４年と国際安全保障の激変　ー欧州から北極へ広がる危機ー
共催：北極域研究強化プロジェクト（ArCS-3）、北海道大学スラブ・ユーラシア研究センターウクラ
イナ研究ユニット、北海道大学北極域研究センター
日時：2026年 2月 9日（月）13:00-17:00
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール

【経済安全保障インテリジェンス分野】

OpenAIセミナー
目的：OpenAIにて、生成 AIの悪質利用によるオンライン上の偽情報・影響力工作について研究し
ている方を招へいしたセミナーを行う。
日時：2025年 4月 21日（月）14:30-17:00
場所：先端科学技術研究センター 4号館２階講堂
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講演者：アルバート・ザング氏（OpenAIインテリジェンス調査チーム）
講演タイトル：Countering Malicious Uses of Generative AI: Disinformation and Influence Operations
（生成 AIの悪用対策：偽情報と影響力工作）
概要：OpenAIのインテリジェンス・調査チームの Albert Zhang氏を招へいし、ChatGPTを含む
生成 AI が偽情報や影響力工作にどのように使われているのかを講演いただいた。AI の悪用防止や
官民連携の在り方等活発な議論が行われた。

DSET の研究者を招聘した公開セミナー、ワークショップ
目的：台湾の Research Institute for Democracy, Society and Emerging Technokogy (DSET)から 5
名を東京に招聘し、公開シンポジウム、専門家を招いたワークショップ、および MOU 署名式を実
施する。
日時：2025年 5月 21日（水）14:00-17:00
場所：先端科学技術研究センター 3号館南棟 1階 ENEOSホール
成果：本イベントは、日台間における経済安全保障および研究安全保障に関する政策協議と知見の
共有を促進し、今後の連携強化に向けた第一歩となった。特に、共通課題に対する政策比較や実践
的枠組みの提示は、学術・政策双方にとって意義深いものとなった。

経済安全保障インテリジェンス研究講演会
目的：国内外で展開される先端的経済安全保障インテリジェンス研究成果を公開する。
日時：2025年 5月 26日（月）、7月 28日（月）、8月 20日（水）
場所：先端科学技術研究センター４号館 2階講堂
講演者:Aaron Magunna氏（豪州・クイーンズランド大学）、Tim Elleman氏（イタリア・欧州大学
院）、Timothy Cichanowicz氏（米国・カンザス大学）

欧州細胞性食品情勢
共催：一般社団法人細胞農業研究機構
目的：世界の培養肉分野において数々の取り組みを主導する Ira van Eelen 氏を迎え、意見交換を
行う。
日時：2025年 5月 29日（木）または 30日（金）
場所：東京大学駒場キャンパス 12号館
講演者：Ira van Eelen氏（KindEarth.Tech共同創設者・CEO）

Alexander Stubbフィンランド共和国大統領招聘シンポジウム
目的：第 13代フィンランド共和国大統領を招聘し、日本とフィンランド・北欧・ヨーロッパの協力
可能性について講演・議論する。
日時：2025年 6月 10日（火）10:00-12:00
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
講演者：Alexander Stubbフィンランド共和国大統領
講演タイトル：日・フィンランド関係について
成果：講演会場には、本学の教員・学生約 100 名、他大学の教員・学生約 20 名、民間企業約 15
名、日本政府約 10 名、メディア約 15 名、駐日大使・外交官約 15 名の参加を得た。ストゥブ大統
領は、自身が執筆中の書籍『Triangle of Power』を基に、現在の国際秩序の変動について講演した。
その中で、歴史的な変曲点（1918 年・1945 年・1989年）に匹敵する変化が現在起きていると指摘
し、「秩序」「バランス」「力学」の 3つの視点から世界の再編を論じた。日本およびフィンランドに
加え、アメリカ、スウェーデン、ノルウェー、エストニアといった北欧・バルト三国、さらには英
国、ドイツ、イタリア、オーストラリアなど、世界各国からの視聴が確認されており、グローバル
な関心を呼ぶイベントとなった。

RAND研究所の研究者を招聘した公開セミナー
目的：米国シンクタンクである RAND研究所の研究者を招聘し、日米韓のサプライチェーン協力に
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ついてまとめた最新の研究結果について発表・対談・質疑応答を行う。
日時：2025年 6月 20日（金）15:00-16:50
場所：先端科学技術研究センター４号館２階講堂
講演者：Fabian Villalobos教授及び来日予定の RAND研究所研究員
講演テーマ：日米韓サプライチェーン協力について
成果：米国のインド太平洋戦略、重要鉱物に関する日米韓三ヶ国協力、中国の経済的威圧への対応
などについて、専門的な見地から発表が行われた。パネルディスカッションにおいては、聴衆との
質疑応答を通じ、理論と政策の結節点、具体的な国際協力の方向性、制度的課題への対応策などに
ついて活発な議論が展開された。

フィリピンの海上保安庁広報担当を招聘した公開セミナー
目的：フィリピン沿岸警備隊の司令官補佐官を招聘し、東南アジアにおける海洋で日本とフィリピ
ンの協力実態と今後の方向性について議論を行う。
日時：2025年 6月 30日（月）15:00-16:00
場所：先端科学技術研究センター３号館中２階会議室
講演者：Jay Tristan Tarriela氏（フィリピン沿岸警備隊司令補佐官）、Jeffrey Ordaniel准教授（東
京国際大学）
講演タイトル：Transparency and Counter-Coercion at Sea: How Capacity-Building Initiatives are
Paying Dividends in Maritime Southeast Asia
成果：海洋状況把握（MDA）向上のために望まれる先端技術開発、日本によるフィリピンへの能力
構築支援のあり方、西フィリピン海域をめぐる情報空間における偽情報と戦略的コミュニケーショ
ンの実態などについて質問が投げかけられ、聴衆を交えた質疑応答と議論が行われた。

National Capabilities and perceptions in Times of Crisis
目的：台湾および日本の継戦能力に関する新古典地政学の枠組みによる研究成果をもとに、欧州の
研究者との国際的な視点から議論を行う。
日時：2025年 7月 7日（月）15:30-16:30
場所：先端科学技術研究センター４号館２階講堂
講演者：ヌーノ・モルガド博士（ポルトガル・コルヴィヌス大学）、細田尚志博士（チェコ共和国防
衛大学）
成果：危機的状況下において各国政府がどの程度の対応能力を発揮できるかを、日本と台湾を事例
とした比較研究の形で検討した。理論枠組みに含まれる前提条件の妥当性、危機時における日台の
食料安全保障の実態、さらに政策提言に含まれていた海上サプライチェーンや造船産業における連
携について質問が投げかけられ、聴衆を交えた質疑応答と議論が行われた。

Seminar: Japan in the New Nuclear Age
共催：テンプル大学ジャパンキャンパス現代アジア研究所
目的：カーネギー平和財団 スタントン・シニア・フェローの Ankit Panda 氏を招聘した講演会を
行う
日時：2025年 7月 8日（火）
場所：先端科学技術研究センター４号館２階講堂
講演者：アンキット・パンダ氏（カーネギー国際平和財団スタントン上級研究員）
講演タイトル：Japan in the New Nuclear Age: In Search of Stability in an Uncertain World
成果：AI をはじめとする先端技術はどのように適用すれば核抑止の安定性に寄与し、逆に不安定化
を招かないのか、米ロの「二極」から中国を含めた「三極」になることで核抑止を巡る政策はどう
変化するのか、日本の政策決定者にどのような示唆を伝えたいのかなどについて質問が投げかけら
れ、聴衆を交えた質疑応答と活発な議論が行われた。

NATO国際会議＠大阪万博（協力）
目的：NATOの平和と安定への貢献に関する若手世代の理解と関心を深める。
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日時：2025年 8月 7日（木）、8日（金）
場所：大阪・関西万博ノルディックパビリオン

Japan-Israel Economic Security Collaboration
目的：イスラエル国会 (クネセット)議長のアミール・オハナ氏を招聘した公開シンポジウムの開催
日時：2025年 8月 28日（木）
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
講演者：アミール・オハナ氏（イスラエル国会議長）

Symposium featuring the Permanent Secretary of Finland Ministry of Defence, Esa Pulkki-
nen

目的：フィンランド防衛事務次官のエサ・プルッキネン氏を招聘し、近年大きく変化する安全保障
環境における日・北欧協力の可能性について議論を深める。
日時：2025年 9月 12日（金）
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
講演者：Esa Pulkkinen氏（フィンランド防衛事務次官）
講演タイトル：Japan-Nordic Cooperation in a Changing Strategic Landscape: Insights from
Finland’s Permanent Secretary of Defence

Roundtable Meeting with NATO PSCS
目的：NATO 代表団の来日を機に、日本の専門家と経済安全保障について意見交換を行い、相互理
解を深める。
日時：2025年 9月 16日（火）
場所：先端科学技術研究センター４号館２階講堂
備考：招待制

Expert Roundtable with the Swedish Minister for Civil Defence
目的：スウェーデンの”Total Defence”の概念、とりわけ民間防衛とレジリエンス（強靭性）に焦点
を当て、日・スウェーデン両国が防衛、経済安全保障、偽情報対策などの分野での連携を強化する
方策を探るための意見交換会を行う。
日時：2025年 10月 21日（火）10:00-11:30
場所：先端科学技術研究センター４号館２階講堂
講演者：カール＝オスカー・ボーリン氏（スウェーデン民間防衛担当大臣）

Securing Submarine Cables in the Current Geopolitical Environment: Insights from the
Euro-Atlantic, East Asia, and the Baltic

目的：地政学的緊張の高まりに伴いリスクが増大している海底ケーブルの安全保証について、日欧
を中心とした各地域の知見を共有し、国際協力の可能性や政策的課題を議論する。
日時：2025年 10月 30日（水）16:00-17:30
場所：先端科学技術研究センター４号館２階講堂
講演者：Andrew Yeh氏および Dennis Kwok氏（英国 China Strategic Risks Institute研究員）、
Frank Juris氏（チェコ共和国 Sinopsis）
成果：開催当時、欧州、とりわけバルト海周辺において、いわゆる「影の船団（shadow fleet：制裁
回避や船舶の実質的所有者の秘匿を目的として、不透明な所有構造や便宜置籍を通じて運航される
船舶群）」との関連が指摘される海底ケーブル損傷事案が発生し、また東アジアの海域でも類似の事
例が報告されていた。各国が、海底ケーブルへの攻撃や妨害行為をいかに抑止し、防護し、事案発
生時にどのような法的・運用的措置を講じ得るのかという課題に直面する中で、地域を超えて知見
を共有する機会を設けたことは、極めて実践的意義を有するものであった。

イスラエルで先端技術政策を専門とするシンクタンクとの共催シンポジウム
共催：MIND ISRAEL
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目的：イスラエルで先端技術政策を専門とするシンクタンクとの共催シンポジウムを開催すること
により、イスラエルや各国の国際安全保障について議論する。
日時：2025年 11月 13日（木）
場所：先端科学技術研究センター４号館２階講堂

Tinatin Khidasheli CIVIC IDEA所長とのシンポジウム
目的：アジアとヨーロッパをつなぐコーカサス地方の地政学的役割や、今後の政策について議論
日時：2025年 12月 1日（月）10:00-11:30
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
講演者：ティナティン・ヒダシェリ氏（ジョージア元国防大臣）
講演タイトル：Frontlines of Influence: Russia, China, and the Hybrid Contest over Georgia
成果：本セミナーで展開された議論が NHK『国際報道 2025』（2025年 12月 4日放映）で取り上げ
られた。これは、日本社会に向けて国際政治課題の重要性を発信する上でも大きな意義があった。
本企画は、経済安全保障インテリジェンス分野がスピーカーを招聘し議論の場を設計したものであ
り、日本では十分に注目されてこなかった地域情勢や政策的論点について専門家の知見を引き出し、
議論を深める機会となった。これらの内容が公共メディアを通じて広く共有されたことで、アジェ
ンダセッティングの一端を担い、国民的理解の深化にも寄与した。

フランチェスコ・マリア・タロー　イタリア政府特使とのシンポジウム
協力・後援：在日イタリア大使館
目的：IMEC（インド・中東・欧州経済回廊）の現状と展望や、地域インフラ構想においてイタリア
が果たし得る役割、日伊協力の可能性（港湾・物流、エネルギー転換、半導体・戦略物資のサプラ
イチェーン強靱化、インド太平洋への関与など）について議論
日時：2025年 12月 3日（水）15:00-16:30
場所：先端科学技術研究センター４号館２階講堂
講演者：フランチェスコ・マリア・タロー氏（イタリア政府特使）

SIGNAL Groupとのシンポジウム　Israel and Japan in an increasingly Multipolar World:
How Middle Powers are caught in Great Powers competition

共催：SIGNAL Group
目的：先端研と SIGNAL Groupとの連携の強化
日時：2025年 12月 8日（月）13:30-15:00
場所：先端科学技術研究センター４号館２階講堂
成果：国際秩序の多極化と大国間競争が進展する中で、日本とイスラエルという中堅国が直面する
共通課題を、学術・政策・実務の交差点において検討する対面型の国際セミナーとして、社会的・
学術的・政策的に高い意義を有するものであった。具体的には、イスラエルが有する先端技術分野
における知見や政策経験が共有されたことで、研究開発そのものに加え、技術促進政策、技術流出
防止、知的財産管理、さらにはインテリジェンスとの連携といった経済安全保障上の論点について、
日本側が多くの示唆を得る機会となった。

Sasakawa Peace Foundation USA (SPF)とのシンポジウム　次なるAI安全保障の課題：フロン
ティアAIがもたらすリスクと日米の視座

共催：Sasakawa Peace Foundation USA (SPF)
目的：米国から来日する、米国連邦政府が資金適用する非営利研究開発センターの AI エンジニア
や、米国国土安全保障省科学技術局元次官、AIセキュリティ政策の研究者らを招聘し、AIの安全性
確保やサイバー脅威への対処、データ品質の向上などに向けて、日本と米国が同志国らとどのよう
な連携が可能なのかについて議論
日時：2025年 12月 12日（金）
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
講演者：ディミトリ・クスネゾフ氏（米国国土安全保障省　元科学技術次官）、マリッサ・ドッター
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氏（MITREコーポレーション）、マット・チェッセン氏（ランド研究所）
成果：本シンポジウムの最大の成果は、フロンティア AIおよび将来の汎用人工知能（AGI）をめぐ
る課題を、技術・政策・安全保障という複数の視点を横断しながら、日米の産学官キープレーヤー
が同一の場で共有し、深く議論する対面の知的空間を形成した点にある。前年の議論を踏まえつつ、
テーマを偽情報や影響工作といった比較的短期的なリスクから、フロンティア AI および AGI がも
たらし得る中長期的かつ構造的な安全保障課題へと発展させたことで、議論の射程と深度が大きく
拡張された。

【オンラインウェビナー】揺れ動く国際情勢と学問の自由：大学の自律性はいかに守られるべきか
共催：テンプル大学ジャパンキャンパス現代アジア研究所
目的：英国シェフィールド・ハラム大学のローラ・マーフィー教授をお迎えし、民主主義国の大学
が直面している、他国からの圧力とその影響について、最新の事例を交えて議論
日時：2025年 12月 16日（火）
場所：オンライン
講演者：ローラ・マーフィー教授（英国シェフィールド・ハラム大学）
講演タイトル：Shifting International Dynamics and Academic Freedom: How can University
Autonomy be Protected?
成果：本ディスカッションを通じて、「学問の自由を守るネットワーク（仮）」の構築に向けた提案
が参加者の間で共有され、一定の共感を得た点が挙げられる。今回取り上げられたマーフィー教授
に対する圧力の事例と同様のケースは、他国・他大学においても存在すると考えられる一方で、そ
れらを体系的に共有・可視化するためのプラットフォームは現時点では存在していない。こうした
問題意識に対し、多くの参加者がその必要性に同意していたことは注目に値する。

JBIC 米州地域統括とのシンポジウム　日米関税合意と経済安全保障：通商・投資・インフラの最前線
から

目的：日米関税合意が日本の経済安全保障にどのような影響を及ぼすのかについて議論
日時：2025年 12月 22日（水）13:30-14:30
場所：先端科学技術研究センター４号館２階講堂
講演者：中島裕行氏（国際協力銀行米州地域統括）
成果：産学官の多様な参加者が一堂に会し、相互に補完し合う形で議論が行われた点である。民間
企業、政府関係者、アカデミアの研究者が同時に参加することにより、日米関税合意や対米投資と
いったテーマについて、単一の視点に偏らない多層的な議論が可能となった。「産」の参加者にとっ
ては、政府側の政策決定ロジックや制度設計の考え方に加え、アカデミアにおいて現在どのような
問題意識や分析枠組みが共有されているのかを同時に把握できる点に意義があった。「学」の参加者
にとっては、マクロな制度分析や理論的枠組みに基づく議論にとどまらず、実務レベル・企業レベ
ルでどのような判断が行われているのか、どのような点が実際の制約条件となっているのかについ
て、事例に即した具体的な話を聞く機会となった。「官」の参加者にとっては、民間企業から多数の
参加者が集まり、実際に投資判断やサプライチェーン再編に直面している企業の肌感覚が、国際協
力銀行（JBIC）米州地域統括という実務の最前線に立つ中島氏の報告や質疑応答を通じて直接共有
された点が重要であった。

サプライチェーン研究の新展開：産業連関表・企業データ・AI
共催：独立行政法人日本貿易振興機構アジア経済研究所、株式会社 FRONTEO
目的：国際産業連関表に基づくマクロ分析と、企業間取引データを活用したミクロ分析、さらに大
規模言語モデル（LLM）の応用可能性を横断的に議論する。
日時：2025年 12月 22日（水）15:00-16:30
場所：先端科学技術研究センター４号館２階講堂
講演者：猪俣哲史氏（日本貿易振興機構アジア経済研究所上席主任調査研究員）、久光徹氏（株式会
社 FRONTEO経済安全保障室研究開発部長）
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講演タイトル：
国際産業連関表を使ったサプライチェーンの脆弱性分析
取引データに基づくサプライチェーン分析：産業連関表との融合、LLM応用の可能性
成果：産業連関表に基づくマクロ分析と、企業間取引データに基づくミクロ分析を同一セッショ
ン内で接続し、サプライチェーン脆弱性を「量」や「頻度」、さらには代替可能性を近似的に捉
えるといった複線的な分析枠組みが共有された。同時に、産業連関表の粒度制約や迂回輸出の
把握といった既存手法の限界が明確化されるとともに、企業レベルデータや大規模言語モデル
（LLM）を補助的に活用することで、妥当性確認、前処理、後処理を含む分析高度化の方向性が
具体的に議論された点も重要であった。

ウェビナー　チリの視点から見るベネズエラ情勢：新たな米国国家安全保障戦略と南米の将来
共催：AthenaLab
目的：東大先端研と新たにMOU締結が決定したチリのシンクタンク AthenaLabとの最初の連携と
なるウェビナーを開催し、チリ及び南米地域の視点からベネズエラ情勢を多角的に読み解き、米国
の政策選択が地域の安全保障、国際法秩序、エネルギー市場や移民・難民問題にどのような影響を
及ぼすのかについて、批判的かつ実証的な分析を共有し、欧米やラテンアメリカとの関係を考える
場を提供
日時：2026年 1月 27日（火）
場所：オンライン
講演者：John Griffiths氏（Executive Director, AthenaLab）, Richard Kouyoumdjian氏（Director,
AthenaLab）
成果：現地シンクタンクとの制度的連携を背景に、国際政治上の重大な事象が短期間に発生し、国
際秩序の再編をめぐる議論が同時進行で展開する現代の国際環境において、迅速かつ専門的な知見
を共有できたことは重要な示唆を与える。国際政治の変化速度が高まり、不確実性が常態化する中
で、平時から構築された制度的連携に基づき即応的に知見を発信できる体制は、今後の国際連携型
研究の有効なモデルとなり得る。本ウェビナーは、研究成果の社会実装、国際ネットワークの深化、
そして新たな研究協力の可能性を広げる契機となった。

Ghost Nation: Taiwan’s Place in the World from an Economic Security Lens
目的：台湾の争点となっている政治的地位、活発な民主主義、そしてグローバルな半導体サプライ
チェーンにおける中核的役割が、東アジアの経済安全保障においてどのように重要な課題となって
いるのかを検討する。
日時：2026年 2月 9日（月）
場所：先端科学技術研究センター３号館中 2階セミナー室
講演者：クリス・ホートン氏（ジャーナリスト）

分断される国際社会の中のウクライナと日本
共催：Institute of Contemporary Asian Studies (ICAS), Temple University Japan
目的：ウクライナのシンクタンク専門家や元外交官を招聘し、国際環境が大きく変化する中でウク
ライナと日本がどのような協力を進めるべきなのかを議論
日時：2026年 2月 18日（水）12:00-13:00
場所：先端科学技術研究センター３号館中２階会議室
講演者：Dr. Hanna Shelest (Director, Foreign Policy Council “Ukrainian Prism”), Amb. Sergiy
Korsunsky (Former Ukrainian Ambassador to Japan), Dmytro Shulga (European Programme Director,
International Renaissance Foundation, Kyiv)
共催：Institute of Contemporary Asian Studies (ICAS), Temple University Japan

カトリーン・グンナルスドッティル アイスランド外務大臣招聘シンポジウム
目的：訪日するアイスランドの Katrín Gunnarsdóttir外務大臣を招聘し、日本とアイスランド、及
び、日本と北欧諸国における連携について議論する。
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日時：2026年 2月 19日（木）
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール

セミナー　東ドイツの対日工作：機密文書が明かす日本政財界と情報戦、そして現在への教訓
目的：新著『日独冷戦秘史：東独機密文書が語る歴史の真実（慶應義塾出版会）』を 2025年 10月に
出版された、赤川省吾博士（ベルリン自由大学歴史・文化学部非常勤講師、日本経済新聞社欧州駐
在編集委員）を招聘し、セミナーを行う。歴史書である本書で語られた東ドイツの対日工作につい
て解説してもらうと共に、現在への教訓について話していただき、参加者と共にディスカッション
を行う。
日時：2026年 2月 20日（金）15:00-16:00
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟 1階 ENEOSホール
講演者：赤川省吾氏（ベルリン自由大学歴史・文化学部非常勤講師、日本経済新聞社欧州駐在編集
委員）
成果：本セミナーでは、東ドイツによる対日工作の実態を踏まえ、国家が組織的に情報収集・影響
力行使・産業情報取得を行っていた歴史的事例が紹介された。これにより、現在進行中のインテリ
ジェンス改革や経済安全保障政策の強化を検討する際に、歴史的前例を参照する重要性が共有され
た。企業関係者にとって、国家主導の情報収集や影響力行使の歴史的実態を具体的に理解すること
は、リスク管理、技術流出対策、情報セキュリティ体制の見直しにつながる。本セミナーは、経済
活動が地政学的文脈の中に位置づけられることを再認識させる機会となった。

転換期に向かうアジアの国際環境：ミニラテラル協力と地域安定の行方（仮）
目的：国際 NGOである International Crisis Group (ICG)の専門家を招聘し、ICGが進めてきた特
別分析シリーズ「Asia’s Military Modernisation」の最終報告書の発表を兼ねて、アジアにおける戦
略環境の変化について議論を深める。
日時：2026年 3月 19日（木）
場所：先端科学技術研究センター４号館２階講堂
講演者：Huong Le-Thu博士（Deputy Director, Asia Program, International Crisis Group）

研究セキュリティをめぐる国際環境と国内対応：産学官の視点から（仮）
共催：株式会社 FRONTEO
目的：経済安全保障上、喫緊の課題となっている、先端技術の 3P（防護・育成・国際連携）に係る
研究セキュリティについて、関連する産学官の専門家を招聘して議論を深める。
日時：2026年 3月 23日（月）16:00-17:30
場所：先端科学技術研究センター 4号館２階講堂
講演者：山越祥子准教授（筑波大学）、今村文彦氏（FRONTEO経済安全保障室部長）

【附属エネルギー国際安全保障機構】

RCASTセキュリティーセミナー
目的：研究会・セミナーの実施
日時：2025年 6月 10日（火）
場所：先端科学技術研究センター 13号館 109号室
講演者：Una Aleksandra Bērziņa-Čerenkova 博士（リーガストラディンシュ大学中国研究センター
／ラトビア国際問題研究所）
講演タイトル：Comparative Implication on Japan and Baltic Securities
日時：2025年 7月 7日（月）
場所：先端科学技術研究センター 3号館中 2階セミナー室
講演者：Régis Dandoy（ Universidad San Francisco de Quito）
講演タイトル：Eyes on the Voting Machine: Observing Elections in the Digital Age

Comparative Politics Talk, RCAST Security Seminar
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共催：駐日ラトビア共和国大使館
目的：ラトビアの研究者かつ外交官であり、戦略コミュニケーションの専門家であるビクトルス・
マカロフスが、シンポジウムのため東京訪問中である機会を用いて、本センターでも関係テーマに
ついて講演いただく。
日時：2025年 12月 5日（金）10:00-11:30
場所：先端科学技術研究センター３号館中２階セミナー室
講演者：Viktors Makarovs氏（Special Envoy on Digital Affairs, MFA of Latvia）
講演タイトル：Promoting Information Integrity and Building Societal Resilience in the Age of AI
成果：外国勢力による情報操作・干渉（FIMI）キャンペーンは、その規模と影響力を増しており、
自由で民主的な社会の基盤を守るために、情報空間の保護は極めて重要になっている。本セミナー
では、デジタル技術と情報の真正性を専門とするヴィクトルス・マカロフス氏（ラトビア外交官）
が急速に発展する人工知能に特に焦点を当てながら社会的レジリエンスの重要性について講演し、
講演後は質疑応答を通じて議論を深めることができた。

地球環境を共に守る〜多国間主義の知恵を探して
主催：東京大学教養学部附属教養教育高度化機構環境エネルギー科学特別部門・SDGs 教育推進プ
ラットフォーム
共催：先端科学技術研究センター附属エネルギー国際安全保障機構、サステイナブル未来社会創造
プラットフォーム
目的：国境を越える地球環境問題に対し、主権国家がどのように協力し合えるのかを探るため、EU
の経験を手がかりに、多国間協調に向けた知見と対話を深める。
日時：2026年 2月 16日（月）14:00− 16:30
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
講演者：ジャン＝エリック・パケ氏（駐日欧州連合代表部特命全権大使）

東大先端研飯田研究室 × アセットマネジメント One 小学生向けワークショップ　ー未来をつくるお金
と科学ー

共催：アセットマネジメント One株式会社
目的：アセットマネジメント One社と共に「未来社会を創るためのお金の在りかた」について、社
会における「お金」との付き合い方を考え、学ぶ機会の少なさを課題として小学生に向けたワーク
ショップ機会を提供する。
日時：2026年 3月 28日（土）13:00-16:30
場所：東京大学駒場キャンパス１号館 2階 164号室

【附属包摂社会共創機構】

国際セミナー「障害のある学生の就学支援と卒後の社会での成功」
主催：東京大学 PHED（障害と高等教育に関するプラットフォーム）
共催：先端科学技術研究センター附属包摂社会共創機構他
目的：本セミナーは、障害のある学生が学びから就労、そして社会的成功へとつながる道筋を、国
際的な視点で探究することをテーマとしている。支援体制、キャリア形成、職場環境の好事例と課
題を共有し、誰もが能力を最大限に発揮できる包摂的社会の実現へ向けた具体的なアクションを展
望する。
日時：2025年 10月 15日（水）
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
講演者：ポール・グロスマン氏（法学博士、米国 AHEAD執行弁護士）、ジェイミー・アクセルロッ
ド氏（北アリゾナ大学アクセス＆インクルージョン部門ディレクター、米国 AHEAD元会長）

【社会連携研究部門再生可能エネルギーのグローバルネットワーク】

水素若手人材育成シンポジウム
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共催：一般社団法人水素バリューチェーン推進協議会
目的：水素分野の人材育成に積極的に取り組まれている元米国エネルギー省水素・燃料電池技術室
室長のスニータ・サティアパル博士が来日される機会に、水素分野における若手人材の育成のあり
方を議論し、水素社会のあり方について企業や大学の若手が論じるシンポジウムを開催し、日本に
おける水素人材育成の一層の拡大に貢献する。
日時：2026年 3月 17日（火）15:00-17:30
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
講演者：スニータ・サティアパル博士（元米国エネルギー省水素・燃料電池技術室室長）

【個別最適な学び寄付研究部門】

LEARNメッセージ ＃12
共催：渋谷区教育委員会
目的：児童生徒一人ひとりの学び方や関心、背景にある教育的課題の違いを踏まえ、それぞれに適
した学びや、さらに理解を深めるための学習機会を提供することを目的とする。
日時：2025年 12月 26日（金）
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
講演者：高橋智隆氏（東京大学先端科学技術研究センター上席研究員、株式会社ロボ・ガレージ代
表取締役、大阪電気通信大学客員教授、グローブランド株式会社社外取締役、ヒューマンアカデ
ミーロボット教室顧問）
講演タイトル：大学の研究って面白い「ロボットクリエーターが語る　バーチャルな時代にあえて
手を動かして学ぶ意味
成果：「ロボットは人と共に生き、学び、体験をつくるパートナーになっていく」という未来像を
テーマに、ロボットクリエーターの高橋智隆氏による講演を実施した。 高橋氏は、ロボットづくり
における発想の生まれ方や、形や動きを考えながら試作と改良を重ねてきた過程を、自身が開発し
たロボットを実際に動かしながら紹介した。 子どもたちは、目の前で動くロボットに食い入るよう
に見入り、ものづくりへの強い関心を示していた。また、失敗や思い通りにいかない経験こそが新
しいアイデアにつながること、バーチャルな時代だからこそ手を動かして学ぶことの大切さが語ら
れ、挑戦し続けることへの前向きなメッセージが参加者に届けられた。

LWN2025 ＠岐阜『初めてのアルバイト体験〜働いて、買い物ミッションに挑戦しよう〜』及び
LWN2025＠滋賀『働くってなに？〜まずは働いてみてその面白さを体験してみよう〜』

目的：学校の学びが合わない、家から出るのが不安な子どもたちを中心に「働く」をテーマにした
プログラムを通し、自分の学び方や働き方を考えるきっかけとする。
日時：2026年 1月 22日（木）、23日（金）
場所：ニトリ岐⾩店、ニトリ滋賀草津栗東店
成果：
LWN ＠岐⾩：学校の学びが合わない、学び方がわからない岐⾩県の不登校傾向がある子どもたち
に、アルバイト体験を通し、外と繋がる機会をもつことを目的に、商品を陳列するなどのアルバイ
ト体験を行った。プログラムを通して、学びは学校だけでなく、日常生活の中でもできることを伝
える機会となった。また、不安が強い子どもたちには保護者との参加も可能にし、外の世界に繋が
る楽しみを感じさせるプログラムにもなった。
LWN＠滋賀：学校の学びが合わない、学び方がわからない不登校傾向がある子供や青年に、アルバ
イト体験を通し、外と繋がる機会をもつことを目的に、ニトリ草津栗東店でニトリさんの商品を陳
列するなどのアルバイト体験を行った。プログラムを通して、学びは学校だけでなく、日常生活の
中でもできることを伝える機会となった。また、不安が強い青年、子供たちに、外の世界に繋がる
楽しみを感じさせるプログラムにもなった。

LEARN in 港区　科学実験室　氷を溶かすな
共催：港区教育委員会
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目的：自宅→共有→対面という段階的な構成により、科学への関心が自然に深まるとともに、自宅
からの参加も可能なことで、不登校傾向の児童生徒などにも開かれたプログラムを実施することを
目的としている。
日時：2026年 1月 21日（水）、2月 4日（水）
場所：港区立みなと科学館実験室
講師：黒ラブ教授（先端科学技術研究センター連携研究員）

魔法のキャラバン　知的障害のある子どもの学びや生活を支える ICT機器の活用
共催：香川大学教育学部附属特別支援学校
協力：ソフトバンク株式会社（機材協力）、早稲田大学巖淵研究室
目的：知的障害のある子どもたちの「わかり方」「伝え方」「できる形」には大きな幅がある。ICT
を子ども理解から考える学びの場を作り、学びや生活を支える具体的な ICT活用を事例を踏まえな
がら紹介
日時：2026年 2月 28日（土）
場所：香川大学教育学部附属特別支援学校体育館

たべる × はかる × くらべる 〜みかんのちがいを探るオンライン体験〜
共催：渋谷区教育委員会
目的：児童生徒一人ひとりの学び方や関心、背景にある教育的課題の違いを踏まえ、それぞれに適
した学びや、さらに理解を深めるための学習機会の提供
日時：2026年 3月 11日（水）
場所：オンライン（渋谷区メタバース空間バーチャルけやき）
成果：不登校傾向がある児童を対象とし、子どもたちが自分のペースで参加できるオンライン体験
として実施した。正解を求めるのではなく、「感じたこと」「はかったこと」「考えたこと」を表現す
ることを重視した。当日は、事前に送付した複数種類のみかんと糖度計を用い、オンライン空間
（VLP）にて活動を行った。 参加者はみかんを食べ、糖度を測定しながら特徴を比較し、 品種の違
いや背景について考察した。見た目の違いだけでなく、味や数値から気づきを得る様子が見られた。
参加方法は、顔出しや発話を必須とせず、チャットやリアクションのみも可能としたことで、多様
な関わり方が見られた。保護者からは、子どもが無理なく学びに向き合う様子が見られたとの声が
寄せられた。

LWP同窓会
目的：LWPプログラムに参加したメンバーを集め、今後のプログラムを検討するとともに、未来の
教育について議論をする。
日時：2026年 3月 23日（月）16:00-18:15
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール

LEARNメッセージ ＃13
目的：児童生徒一人ひとりの学び方や関心、背景にある教育的課題の違いを踏まえ、それぞれに適
した学びや、さらに理解を深めるための学習機会を提供することを目的とする。
日時：2026年 3月 23日（月）19:00-20:00
場所：オンライン
講演者：森章教授（先端科学技術研究センター）
講演タイトル：大学研究って面白い「生物多様性の研究者が語る〜フィールドワークのすすめ（仮）」

LEARN報告会
目的：児童生徒一人ひとりの学び方や関心、背景にある教育的課題の違いを踏まえ、それぞれに適
した学びや、さらに理解を深めるための学習機会を提供することを目的と一年間様々なプログラム
を実施してきた。その一年の報告会である。
日時：2026年 3月 27日（金）19:30-21:00
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場所：オンライン

【その他】

日本工学アカデミー政策提言シンポジウム
主催：公益社団法人日本工学アカデミー
共催：東京大学先端科学技術研究センター、生存科学研究所
目的：「人類の安寧とより良き生存」を目指した工学倫理教育のための政策提言
日時：2025年 5月 27日（火）15:00-17:30
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール

共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）拠点連携シンポジウム 2025〜気候変動下の国土について
考える〜

主催：熊本県立大学地域共創拠点運営機構
共催：東京大学先端科学技術研究センター
目的：JST の COI-NEXT プロジェクトの周知及びプロジェクト相互の連携強化
日時：2025年 7月 11日（金）13:00-17:00
場所：先端科学技術研究センター 3号館南棟１階 ENEOSホール

Japan-US Research Collaboration Program
主催：JURC “Nigiwai Design” Session, Japan Science and Technology Agency (JST)
後援：Research Center for Advanced and Technology, The University of Tokyo
目的：日米を中心として国際的な学術的コミュニケーションを行い、研究者のほか投資家を含めて
社会に対しても発信する
日時：2025年 7月 27日（日）− 30日（木）
場所：スタンフォード大学

第３回未来戦略 LCA連携研究機構シンポジウム
主催：東京大学未来戦略 LCA連携研究機構
共催：東京大学先端科学技術研究センター
目的：未来戦略の立案に資する「先制的 LCA」の学理創成を目指す UTLCAの取組みの報告、及び
持続可能な社会の実現に向けた技術開発・社会制度形成に関する第一線の研究者による講演を実施
する。
日時：2025年 10月 8日（水）13:30-19:30
場所：先端科学技術研究センター 3号館南棟１階 ENEOSホール
講演者：醍醐市朗教授（先端科学技術研究センター）、磯原豊司氏（日本製鉄株式会社）、久保田伸
彦氏（株式会社 IHI）、倪嘉苓（UTLCA）、小原聡（UTLCA）
講演タイトル：UTLCA の取組みの報告、及び持続可能な社会の実現に向けた技術開発・社会制度
形成
成果：消費者研究の観点より社会変革につながるグリーンコンシューマーの重要性、鉄鋼業の重要
性や環境に与えるインパクトそしてグローバルな視点での役割、アンモニアの持つ可能性等につい
てご講演をいただいた。パネルディスカッションでは、産業横断による取り組みの魅力と課題が浮
き彫りとなった。

「アト秒の日」登録記念式典
主催：東京大学アト秒レーザー科学研究機構
後援：東京大学先端科学技術研究センター他
目的：日本記念日協会より 10月 18日が「アト秒の日」として登録された。それを記念し、10月 10
日に「アト秒の日」登録記念式典を開催し、アト秒科学の更なる発展の契機とする。
日時：2025年 10月 10日（金）15:00-17:30
場所：先端科学技術研究センター 3号館南棟１階 ENEOSホール
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2025社研アートDayプロジェクト「クラシック音楽の歴史から見た現代社会の課題」
主催：東京大学社会科学研究所
共催：東京大学先端科学技術研究センター
目的：社会科学研究所が中心となり、アートを通じて文系・理系の垣根を超えた対話を促進し、教
職員の新たな視点獲得の機会とする。
日時：2025年 12月 15日（月）14:30-16:30
場所：先端科学技術研究センター３号館南棟１階 ENEOSホール
概要：近藤薫教授による演奏とトーク

こうべユニバーサルツーリズムシンポジウム
共催：国立大学法人岡山大学、神戸市
協力：東京大学先端科学技術研究センター他
目的：アクセシブル・ツーリズムについて今後の進展を図る意味で、現在先進的な取組を実施して
いる自治体・事業者を交えた議論の場としてシンポジウムを開催する。
日時：2026年 2月 7日（土）13:30-16:10
場所：神戸市中央区役所 10階

6.3 プレスリリース
極小デバイス理工学分野

空飛ぶホプフィオンの 3次元周期構造を発見―高密度・超安定な情報の担い手―
発表年月日：2025年 8月 22日
発表概要：
東京科学大学総合研究院の林文博助教、東京大学先端科学技術研究センターの岩本敏教授、慶應義
塾大学理工学部の太田泰友准教授、シンガポール南洋理工大学の研究者らによる国際共同研究チー
ムは、伝搬する電磁波の中に周期的な 3次元トポロジカル構造を生成する手法を開発した。

∘本研究では、伝搬する電磁波の中に周期的なホプフィオン構造を生成するために、複数の周波
数、偏光状態（電磁場の振動方向の偏り）、そして空間モードを割り当てた電磁波を重ね合わせ
るというアプローチを着想。

∘偏光と空間モードが制御された 2 色の光を重ね合わせて、時間変化する偏光の時空構造にホプ
フィオンの周期構造を形成。

∘次世代の情報通信技術や計測技術における情報の担い手として期待。
掲載誌：Physical Review Letters
DOI：10.1103/hh5s-cprt

理論化学分野

全ゲノム解析とAIタンパク質構造予測で「診断難民」の病因を解明―未診断疾患を救う新しい診断支援
アプローチ―
発表年月日：2025年 11月 21日
発表概要：
東京大学先端科学技術研究センター理論化学分野の石北央教授と斉藤圭亮准教授、当事者研究分野
の熊谷晋一郎教授らは、順天堂大学大学院医学研究科小児思春期発達・病態学の村山圭教授、同大
学大学院医学研究科難治性疾患診断・治療学/難病の診断と治療研究センターの岡﨑康司教授、八
塚由紀子准教授らとの共同研究により、数十年にわたって診断がつかず、国内外の多数の医療機関
を受診しても原因不明とされてきた一人の患者を対象に解析を行った。

∘長年原因不明の症状に苦しむ患者を対象に、全ゲノム解析と AI によるタンパク質構造予測を組
み合わせた統合解析を実施し、病気の原因となる遺伝子変化を特定した。
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∘この遺伝子変化が DNA 修復に関わる酵素の分子構造を変化させ、その働きを妨げる可能性を明
らかにした。

∘「全ゲノム解析→ AI 構造予測→分子科学的解析」という新しい診断支援の枠組みを初めて示し
た実証例であり、これまで診断がつかなかった患者の病因解明と診断支援が加速すると期待さ
れる。

掲載誌：Frontiers in Molecular Biosciences
DOI：10.3389/fmolb.2025.1706392

超精密製造科学分野

工業的金属加工プロセスの超高速レントゲン診断法が実現―SPring-8が新開発した透過力の高い明るい
X線を用いることで、世界ではじめて金属の切削・放電加工現象の観察に成功―
発表年月日：2026年 2月 20日
発表概要：
東京大学先端科学技術研究センターの三村秀和教授（理化学研究所放射光科学研究センターチーム
リーダー兼務）、理化学研究所放射光科学研究センターの矢橋牧名グループディレクター、高輝度
光科学研究センターの大橋治彦室長は、切削加工や放電加工などの金属加工技術のための、超高速
レントゲン診断法 (注 3)を開発した。

∘産業・工業で重要な金属加工プロセスの超高速レントゲン診断法が実現。
∘SPring-8が新開発した X線を用いて金属内部の変形や動作のスローモーション撮像に成功。
∘開発した金属加工プロセスの超高速レントゲン診断法は、工作機械 (注 6)や工具開発を飛躍的に
促進させ、日本がリードしている工作機械分野のさらなる発展に貢献することが期待。

掲載誌：Review of Scientific Instruments
DOI：10.1063/5.0279761

グローバル気候力学分野

2022〜2023 年に観測された地球エネルギー吸収の急増の要因を解明―3 年続いたラニーニャ現象から
エルニーニョ現象への遷移がカギ―
発表年月日：2026年 2月 12日
発表概要：
東京大学先端科学技術研究センターの土田耕特任研究員と小坂優准教授、北海道大学大学院理学研
究院の見延庄士郎教授の研究グループは、2022〜23年に観測された地球全体のエネルギー吸収の急
増の要因を解明した。

∘2022〜23 年の地球エネルギー吸収の急増に対し、先行して 3 年続けて発生したラニーニャ現象
の終息とエルニーニョ現象への遷移が、人為起源の影響に重なって重要な寄与をもたらしたこと
を発見した。

∘エルニーニョ現象やラニーニャ現象の気候変動における新たな側面を描き出すとともに、世界規
模の気温上昇や極端気象・気候現象の予測や要因説明に資する新たな知見や、継続的な衛星観測
等による地球エネルギー収支の監視の重要性を示した。

掲載誌：Nature Geoscience
DOI：10.1038/s41561-026-01921-6

光量子イメージング分野

老化した細胞が鉄で死なない仕組みを解明―リソソームの酸性度が細胞死の鍵を握る―
発表年月日：2025年 7月 30日
発表概要：
がん研究会がん研究所細胞老化研究部の羅智文特任研究員、周翔宇博士研究員、高橋暁子部長、東
京大学先端科学技術研究センターの白崎善隆准教授らによる研究グループは、正常な細胞において
は酸性に保たれている細胞内分解器官であるリソソームの内部が老化細胞では中性に近づくこと
で、老化細胞においてリソソーム内部に鉄が滞留し、鉄依存性の細胞死である「フェロトーシス」
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が生じにくくなることを明らかにした。
∘老化細胞では、鉄による細胞死 (フェロトーシス) が起こりにくいことが知られていたが、その
メカニズムは不明であった。老化細胞が正常な細胞と比較して死ににくい原因は、リソソームの
機能不全であることを発見した。

∘老化細胞において、リソソーム内を酸性に保つ働きをもつタンパク質複合体の機能が低下するこ
とが明らかになった。

∘老化細胞のリソソームを酸性化させると、リソソーム内に滞留している鉄がリソソーム外に分布
するようになり、フェロトーシスに対する感受性が回復することを示した。

∘膵臓がん細胞も老化細胞と同様のリソソーム機能異常を示すことから、リソソームを酸性化させ
る薬剤によって膵臓がんの発症や進行を抑えられることが分かった。

∘これにより、リソソームの酸性度を制御することが新しいがん治療の戦略として期待される。
掲載誌：Nature Communications
DOI：10.1038/s41467-025-61894-9

炎症の鍵となる IL-1βの放出メカニズムを単一細胞レベルで「見る」ことで解明―炎症性サイトカイン
IL-1βは細胞死に伴って放出されていた―
発表年月日：2025年 11月 11日
発表概要：
東京大学先端科学技術研究センターの白崎善隆准教授、京都大学、久留米大学、財団法人かずさ
DNA研究所、東京科学大学、群馬大学、株式会社ライブセルダイアグノシス、Ghent University、
Jansen Interventional Oncologyによる国際共同研究グループは、細胞の分泌過程を可視化できる顕
微鏡技術「LCI-S」を中心とした単一細胞解析技術を用い、ヒト単球における炎症性サイトカイン
IL-1βの分泌メカニズムを単一細胞レベルで解明した。

∘IL-1βは「生きた単球」からではなく、ごく一部の単球（約 5〜10％）が炎症性細胞死（パイロ
トーシス）を起こす過程で放出されることを世界で初めて実証した。

∘従来「炎症性サイトカイン」として知られていた IL-1βが、細胞死に伴って DAMPとして放出
される分子であることが明らかになった。

∘自己炎症性疾患であるクリオピリン関連周期熱症候群（CAPS）患者の単球では、この経路が自
発的に作動していることを確認し、ヒト炎症疾患の発症機構を直接的に示すとともに、炎症制御
の新たなパラダイムを提示した。

掲載誌：Nature Immunology
DOI：10.1038/s41590-025-02319-z

死細胞の核からDNAを抽出し、免疫応答を惹起―ヌクレオサイトーシスの発見―
発表年月日：2025年 2月 19日
発表概要：
東京大学医科学研究所ワクチン科学分野の石井健教授、同大学定量生命科学研究所免疫・感染制御
研究分野の根岸英雄特任講師（研究当時：同大学医科学研究所ワクチン科学分野）、同大学大学院新
領域創成科学研究科メディカル情報生命専攻の和田雄佑大学院生（研究当時）、及び同大学先端科
学技術研究センターの白崎善隆准教授を中心とする研究者らは、免疫細胞が死細胞の核内 DNA を
抽出し、cGAS-STING（注 1,2）経路を介して、I型インターフェロン（IFN-I）産生をはじめとする
免疫細胞の活性化を強力に誘導することを発見し、「ヌクレオサイトーシス」と名付けた。

∘ヒドロキシクロロキン（HCQ）をはじめ、HCQ と共通の構造的特徴を有するカチオン性両親媒
性薬剤（CADs：注 6）によって引き起こされる本現象は、感染症、がん及び自己免疫疾患などへ
の病態解明や治療戦略に関わる重要な情報を提供し、cGAS-STING 経路が関与する疾病の薬剤
開発基盤となることが期待される。

掲載誌：Nature Communications
DOI：10.1038/s41467-026-68839-w

航空宇宙モビリティ分野
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空の安全を守りながら、CO2 排出低減を実現する―航空機の既存装備を活用し、燃料消費量と管制負荷
の削減を両立―
発表年月日：2025年 5月 21日
発表概要：
東京大学大学院工学系研究科航空宇宙工学専攻の岩田大輝大学院生 (研究当時)、野中裕樹大学院生
(研究当時)、東京大学先端科学技術研究センター航空宇宙モビリティ分野の伊藤恵理教授らによる
研究グループは、航空交通が混雑する空港周辺の空域で、安全な航空機運航と環境負荷低減の両立
を実現する新しい降下方式を提案し、関西国際空港への到着機を対象にしたフライトシミュレータ
実験により、その有効性と運用実現性を明らかにした。

∘航空交通が混雑する空港周辺の空域で、安全な航空機運航と環境負荷低減の両立を実現する新し
い航空交通の運用手法を提案した。

∘提案手法により、航空管制の複雑性を低減することと、航空機の運航コストと環境負荷の両面か
らエコなフライトが実現することを、フライトシミュレータ実験により実証した。

∘提案手法は、航空機に搭載されている現在の電子機器を改修または追加することなく実施可能で
あることから、早期の社会実装が期待される。

掲載誌：Journal of Air Transport Management
DOI：10.1016/j.jairtraman.2025.102799

マシンインテリジェンス分野

オープンな医療用マルチモーダルモデルを開発―142 億パラメータを持つ日本語に特化した医療用視覚
言語モデル―
発表年月日：2026年 3月 6日
発表概要：
東京大学先端科学技術研究センター／理化学研究所革新知能統合研究センターの安道健一郎特別研
究員、黒瀬優介特任講師、原田達也教授らによる研究グループは、142 億パラメータを持つオープ
ンな日本語に特化した医療用マルチモーダルモデルを開発した。

∘日本語医療マルチモーダルモデルの構築における最大の障壁である訓練データ不足を補うため、
英語データを加工して約 1,200 万件の日本語医療学習データを作成した。さらに、性能向上のた
めに思考連鎖形式のデータを導入し、推論過程を明示的に出力できるモデルを構築した。

∘本研究で作成した合成データは、生成物の利用が制限される ChatGPT等の大規模言語モデルを
用いていないため、本モデルはオープンに利用可能である。

∘開発したモデルは、利用制限のあるデータを用いない既存モデルと比較して高い性能を示してお
り、本研究成果は今後、日本語を用いたマルチモーダル医療 AI モデルの基盤として幅広く活用
されることが期待される。

掲載誌：言語処理学会第 32回年次大会発表論文集（発表予定：2026年 3月 9日ー 13日）
題名：医療用大規模日本語視覚言語モデルの構築

動物言語学分野

ウナギは陸でも狩りをする ―魚類の陸上進出に関する新たな発見―
発表年月日：2025年 10月 17日
発表概要：
東京大学大気海洋研究所の脇谷量子郎特任准教授、国立環境研究所福島地域協働研究拠点の境優主
任研究員、東京大学先端科学技術研究センターの鈴木俊貴准教授らによる研究グループは、ウナギ
が水中だけでなく陸上でも積極的に獲物を捕食できることを、行動実験と野外調査の双方から初め
て明らかにした。

∘10個体のオオウナギを用いた室内実験において、全個体が水場から陸場へ自発的に上陸し、陸場
のコオロギを捕食する行動が多数観察された。

∘自然河川でもオオウナギの胃内容物から陸上生物が確認された。奄美大島の自然河川では、下流
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域に比べ上流域の個体で陸上生物の摂餌率が高いことが判明し、野外でもこの行動が機能してい
ることが示唆された。

∘ウナギが環境条件に応じて水陸の境界を越えて柔軟に餌資源を利用する戦略を持つことが明らか
となった。

∘本成果は、魚類の摂餌行動の多様性や、水陸両生的な適応進化の理解に大きく貢献する。
掲載誌：Ecology
DOI：10.1002/ecy.70202

ニュートリオミクス・腫瘍学分野

腹膜転移型胃がんに治療効果を示す mRNA ワクチンを開発―免疫チェックポイント阻害剤と併用する
治療法の確立に期待―
発表年月日：2025年 8月 1日
発表概要：
近畿大学医学部免疫学教室の長岡孝治准教授、垣見和宏主任教授を中心とした研究グループは、東
京大学先端科学技術研究センターの田中十志也特任教授、山下雄史特任准教授、児玉龍彦名誉教
授、東京科学大学総合研究院、大阪大学感染症総合教育研究拠点、東北大学大学院薬学研究科、星
薬科大学と共同で、mRNA技術を応用した新しいワクチンを開発し、既存薬である免疫チェックポ
イント阻害剤と併用してマウスに投与することで、腹膜への転移を伴う胃がんに対して強力な治療
効果を示すことを世界で初めて明らかにした。今後、ヒトへの臨床応用が進み、mRNA技術による
個別化がんワクチンの開発につながれば、胃がんだけでなく難治性がんに対する治療の可能性を大
きく広げると期待される。

掲載誌：Gastric Cancer
DOI：10.1007/s10120-025-01640-8

量子センシング技術を活用した生体内における複数のアミノペプチダーゼ活性の同時検出―腫瘍の高精
度分類と抗がん剤の早期治療効果判定への応用性を実証―
発表年月日：2026年 2月 27日
発表概要：
東京大学大学院工学系研究科の谷田部浩行助教、齋藤雄太朗助教、山東信介教授、量子科学技術
研究開発機構の齋藤圭太主任技術員、小池歩研究員、高草木洋一グループリーダー、岐⾩大学の
Abdelazim Elsayed Elhelaly特任講師、兵藤文紀教授、松尾政之教授、大阪大学量子情報・量子生命
研究センターの水上渉教授、東京大学先端科学技術研究センターの菅谷麻希博士研究員、大澤毅准
教授、米国国立衛生研究所の山本和俊上級研究員、Murali Cherukuri Krishna主任研究員らの研究
グループは、生体内で同時に複数の酵素活性を計測可能な超核偏極 MRI 分子プローブ群を合理設
計し、生体内のアミノペプチダーゼ活性の同時検出に世界で初めて成功した。

∘開発した分子プローブを用いて、抗がん剤スニチニブ治療に伴う酵素活性の変化を腫瘍サイズの
変化に先立って検出し、治療効果の早期判定が可能であることを実証した。

∘本手法は、腫瘍の高精度分類や治療モニタリングに加え、さまざまな疾患における画像診断への
応用が期待される。

掲載誌：Journal of the American Chemical Society
DOI：10.1021/jacs.5c16910

構造生命科学分野

CRISPR-Cas13を利用したRNA編集ツールの構造基盤を解明！
発表年月日：2025年 4月 11日
発表概要：
東京大学大学院工学系研究科化学生命工学専攻の石川潤一郎大学院生と先端科学技術研究センター
の西増弘志教授らは、クライオ電子顕微鏡を用いて Cas13-ADAR2−ガイド RNA−標的 RNA複合
体の立体構造を決定し、Cas13-ADAR2の RNA編集メカニズムを解明した。さらに、立体構造をも
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とに、小型の Cas13-ADAR2改変体（「REPAIR-mini」）の開発に成功した。
∘Cas13-ADAR2融合タンパク質を利用した REPAIR法は、RNAの特定のアデノシンをイノシン
へ編集可能である。

∘Cas13-ADAR2−ガイド RNA−標的 RNA複合体の立体構造を決定し、Cas13-ADAR2融合タン
パク質による RNA編集の分子メカニズムを解明した。

∘構造情報に基づき、高活性かつ標的組織への送達が容易な小型の「REPAIR-mini」を開発した。
∘「REPAIR-mini」は遺伝子治療への応用が期待される。

掲載誌：Nature Structural & Molecular Biology
DOI：10.1038/s41594-025-01529-1

大腸菌Xの献身 ―Retron-Eco7による抗ウイルス防御機構を解明―
発表年月日：2025年 12月 3日
発表概要：
東京大学大学院工学系研究科化学生命工学専攻の石川潤一郎大学院生、米山幹太大学院生、先端科
学技術研究センターの西増弘志教授らの研究チームは、国立健康危機管理研究機構の氣駕恒太朗博
士、東京大学大学院工学系研究科の鈴木勉教授らと共同で、大腸菌の持つ Retron-Eco7が抗ファー
ジ防御機構として機能する分子メカニズムを解明しました。

∘大腸菌は Retron-Eco7と呼ばれる抗ファージ防御機構を持つが、その作動メカニズムは長年不明
であった。

∘クライオ電子顕微鏡を用いた構造解析により、Retron-Eco7 が特殊な RNA–DNA ハイブリッド
分子（msDNA）を用いて毒性タンパク質 PtuA–PtuB の活性を抑制する分子機構が明らかに
なった。

∘ファージ由来 D15 ヌクレアーゼが msDNA を切断すると、PtuA–PtuB が活性化し、大腸菌の
tRNATyrが切断され、細胞死が引き起こされることが示唆された。

∘本研究は、細菌が持つ多様な抗ファージ防御システムの理解を深めるものである。
掲載誌：Nature Communications
DOI：10.1038/s41467-025-66589-9

構造生命機能工学分野

受容体の活性化サイクルの網羅的可視化―時間分解構造解析により明らかになった GPCRの Gタンパ
ク質選択性と 2つのGタンパク質活性化経路―
発表年月日：2026年 3月 12日
発表概要：
東京大学先端科学技術研究センターの加藤英明教授と、京都大学大学院薬学研究科の井上飛鳥教
授、明治大学理工学部の光武亜代理准教授、京都大学大学院生命科学研究科の角野歩准教授らによ
る研究グループは、ヒトの生理機能調節に深く関わり、創薬上重要な標的でもある Gタンパク質共
役型受容体（GPCR）について、その Gタンパク質活性化メカニズムの詳細を明らかにした。

∘クライオ電子顕微鏡（cryo-EM）を用いた単粒子構造解析により NTSR1が多様な Gタンパク質
を識別し、活性化するメカニズムを解明

∘GDP/GTPを添加したサンプルによる時間分解 cryo-EM手法を用いて、20を超える構造を決定
し NTSR1による Giタンパク質活性化サイクルの全貌を可視化

∘NTSR1は Gi/oタンパク質と従来知られていた複合体状態（C状態）とは異なる状態（NC状態）
を取り、NC状態からの Gタンパク質の解離は C状態からの解離と全く異なる速度や反応経路で
進行することを解明

掲載誌：Nature
DOI：10.1038/s41586-026-10228-w

当事者研究分野

発達障害など認知的多様性の「見える化」をめざしたアニメーション動画を公開―計算論的精神医学と
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当事者研究の共同創造で多様性理解を深める―
発表年月日：2025年 4月 2日
発表概要：
国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター神経研究所疾病研究第七部山下祐一室長、
東京大学先端科学技術研究センター熊谷晋一郎教授らの研究グループは、脳の計算理論に基づ
いて認知の多様性を理解し、発達障害をはじめとした気づかれにくい障害を「見える化」する
ことを目指したアニメーション動画を制作し、2025 年 4 月 2 日午前 0 時に公開した。（URL:
https://www.youtube.com/watch?v=OO-ph6thep0）

医療の区分化における難病当事者の抱える困難―22q11.2 欠失症候群にともなう重複障害の医療人類学
的分析―
発表年月日：2025年 11月 14日
発表概要：
東京大学医学部附属病院の笠井清登教授（東京大学国際高等研究所ニューロインテリジェンス国際
研究機構主任研究者）、熊倉陽介助教、東京大学先端科学技術研究センターの熊谷晋一郎教授、慶應
義塾大学文学部の北中淳子教授、ミシガン大学医学部内科学部門・人類学部のスコット・ストニン
グトン准教授の国際共同研究グループは、先天性心疾患、知的障害、精神症状などが重なる難病
「22q11.2欠失症候群 (注 1)」をもつ子どもと家族の心理社会的困難を質的に分析した。

∘臓器ごとに縦割りで提供される医療サービスと、重複障害をもつ当事者のニーズとの
間に見えにくいミスマッチが生じることを明らかにし、新たに「医療の区分化（medical
compartmentalization）」という概念を提唱した。

∘従来は、疾患や障害ごとのサービスを積み重ねれば包括的支援になると考えられてきたが、実際
にはどの制度にも適切に当てはまらず、心理社会的困難を招くことが示された。

∘本研究は、複雑な障害に対応するために医療サービスの構造や医療者教育の変革が必要であるこ
とを示し、難病支援にとどまらず、誰一人取り残さないインクルーシブな医療の実現に向けたユ
ニバーサルデザインの重要性を訴えている。

掲載誌：The Lancet
DOI：10.1016/S0140-6736(25)02267-6

ClimCOREプロジェクト

受精前の気象環境が脂肪燃焼機能に影響することを発見―親から子へと伝搬する褐色脂肪の活性化―
発表年月日：2025年 4月 8日
発表概要：
東北大学大学院医学系研究科分子代謝生理学分野の酒井寿郎教授、米代武司准教授、北海道大学の
斉藤昌之名誉教授（元大学院獣医学研究院教授）、東京医科大学健康増進スポーツ医学分野の濵岡
隆文主任教授、布施沙由理助教、天使大学看護栄養学部栄養学科の松下真美講師、東京大学先端科
学技術研究センター中村尚教授（研究推進当時）らの研究グループは、褐色脂肪の機能が世代を超
えて調節されていることを明らかにした。

∘寒い時期に受精して生まれた人は、熱を産生する褐色脂肪が活性化し、エネルギー消費量が
高い。

∘受精の季節に関連して褐色脂肪が活性化すると、成人後に肥満が起こりにくい。
∘受精時期の外気温と日内寒暖差が褐色脂肪の運命を決めている。
∘親世代での生活環境の影響が子に伝わり、熱産生体質の獲得と生活習慣病の予防に働くことを示
した研究成果であり、新たな生活習慣病予防法につながることが期待される。

掲載誌：Nature Metabolism
DOI：10.1038/s42255-025-01249-2

「南岸低気圧」の活動が春に活発になるメカニズムを解明
発表年月日：2025年 4月 10日
発表概要：
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筑波大学生命学系の岡島悟准教授、東京大学先端科学技術研究センターの中村尚シニアリサーチ
フェロー、京都大学防災研究所の吉田聡准教授らの研究グループは、全球大気再解析データから移
動性高低気圧を客観的に同定する手法を開発し（Scientific Reports 2021、Journal of Climate 2022,
2023）、北太平洋の移動性高低気圧活動が対照的な季節性を示すことや（Journal of Climate 2023、
Geophysical Research Letters 2024）、北太平洋の移動性高低気圧活動の十年規模の変化のメカニズ
ム（Journal of Climate 2022）、短い時間で急激に発達する「爆弾低気圧」の活動が近年増加してい
るメカニズム（Journal of Climate 2022）を明らかにしている。その手法を用いて、南岸低気圧が
春に増加するメカニズムの解明に取り組み、冬から春にかけて、日本の西にあるユーラシア大陸上
で大気が暖められるのに伴って、東シナ海周辺で下層の西風ジェット気流が強まり、低気圧が発生
しやすくなるために、南岸低気圧の活動が春にピークとなることが明らかにした。

掲載誌：Journal of Climate
DOI：10.1175/JCLI-D-24-0203.1

6.4 メディア対応

新聞掲載

表 44 新聞掲載一覧

研究分野等名 教員名 タイトル 新聞紙名 日付
先端研 社説＝高野山で考える なぜ戦争をする

のか
朝日新聞 2025/08/16

理論化学分野 石北央 ニュース拡大鏡／原因不明の病、AIで
解明 東大と順天堂大が新手法

日刊工業新聞 2025/11/25

高機能材料分野 醍醐市朗 鉄スクラップの高度循環利用 東大、第
1回研究会開く 100人超参加

日刊産業新聞 2025/09/05

減災まちづくり分野 廣井悠 25都議選 都政の課題・識者に聞く／ 3
防災・首都直下地震対策

毎日新聞 2025/06/16

水素エネルギー分野 河野龍興 水素発電システム導入、地産地消と地
域の強じん化

ガスエネルギー
新聞

2025/04/21

生物多様性・生態系サー
ビス分野

森章 （耕論）山林火災の教訓 千葉信夫さ
ん、串田圭司さん、森章さん

朝日新聞 2025/05/15

動物言語学分野 鈴木俊貴 第 13回河合隼雄賞 授賞式 学芸書・鈴
木さん

朝日新聞 2025/07/16

動物言語学分野 鈴木俊貴 〈あの人に迫る〉鈴木俊貴 動物言語学
者 鳥の世界に入り 言葉解き明かす

東京新聞 2025/06/30

動物言語学分野 鈴木俊貴 <話題の本>シジュウカラはしゃべっ
ていた！『僕には鳥の言葉がわかる』

産経新聞 2025/04/06

学際バリアフリー研究
分野

福島智 毎日ユニバーサル委員会 第 20 回座談
会 聴覚障害者理解、社会が「壁」

毎日新聞 2025/08/04

インクルーシブデザイン
ラボ

並木重宏 マイノリティー参加、科学に革新 米国
は国家戦略に

日本経済新聞 2025/04/14

グローバル合意形成政策
分野

玉井克哉 コンテンツ無断利用横行 AI の法整備
急務 日経・朝日、米新興を提訴

日本経済新聞 2025/08/27

（次ページへ続く）
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（前ページより続く）
研究分野等名 教員名 タイトル 新聞紙名 日付
グローバル合意形成政策
分野

玉井克哉 製品・顧客情報を持ち出した疑い、半
導体関連会社の元副社長逮捕

読売新聞 2025/07/23

ケミカルバイオテクノロ
ジー分野

菅裕明 創薬異端から先端に「神戸賞」大賞菅
教授 母校・岡山大で講演

読売新聞 2025/11/23

雑誌掲載

表 45 雑誌掲載一覧

研究分野等名 教員名 タイトル 媒体名 発行日

細胞連関医科学
分野

星野歩子 2026 年版フォーブスが選ぶ世界を
変革する女性テックリーダー 30
人：世界から期待される「エクソ
ソーム研究」

ForbesJAPAN 「進化するクリ
エイター経済 20 HOT CRE-
ATORS」2026年 3月号,リンク
タイムズ株式会社

2026/01/23

テレビ出演

表 46 テレビ出演一覧

研究分野等名 教員名 タイトル 放送局「番組名」 日付
極小デバイス理工学分野 松久直司 世界ロボット展!日本の勝ち筋

▽米防衛企業 CEO に直撃!日本
に注力する理由

テレビ東京「WBS」 2025/12/03

超精密製造科学分野 三村秀和 国産つまようじを守る 4 代目
社長

BS-TBS「噂の！東京マ
ガジン」

2026/02/22

地球環境化学分野 角野浩史 NHK 前橋放送局「ほっ
とぐんま 630」

2025/12/16

宇宙惑星物質進化学分野 日比谷由紀 太陽 誕生と軌跡 NHKBS プレミアム 4K
「フロンティア」

2025/11/17

動物言語学分野 鈴木俊貴 仲間はずれなのは人間だけ！？
鳥の言葉を解き明かす若き科
学者

毎日放送（TBS 系列）
「情熱大陸」

2025/12/07

動物言語学分野 鈴木俊貴 “鳥の言葉がわかる” 若き研
究者

テレビ朝日「徹子の部屋」 2025/10/27

構造生命機能工学分野 加藤英明 実は記憶をも操れる！？タンパ
ク質の秘めた可能性とは

BS テレ東「いまからサ
イエンス」

2025/11/12

学際バリアフリー研究
分野

福島智 おぎないあう いのち 全盲ろう
福島智

NHK Eテレ「心の時代〜
宗教・人生〜」

2025/06/29

政治行政システム分野 牧原出 高市旋風で歴史的大勝に潜むリ
スク… 自民党内で派閥教育復
活望む声も

BS日テレ「深層 NEWS」 2026/02/10

（次ページへ続く）
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（前ページより続く）
研究分野等名 教員名 タイトル 放送局「番組名」 日付
政治行政システム分野 牧原出 高市首相が衆院解散の意向を表

明 大義は？ “短期決戦” 総選
挙の行方

BS日テレ「深層 NEWS」 2026/01/19

国際安全保障構想分野 小泉悠 ウクライナ侵攻 4年右松がキー
ウ取材 攻撃の脅威と地下避難
の実態

BS日テレ「深層 NEWS」 2026/02/24

国際安全保障構想分野 小泉悠 北極圏の安全保障巡り激しさ増
す米露攻防 その地政学上の重
要性とは

BS日テレ「深層 NEWS」 2026/01/26

国際安全保障構想分野 小泉悠 世界各国で原子力潜水艦めぐる
動き活発化 日本の原潜保有の
是非は

BS日テレ「深層 NEWS」 2025/11/19

未来戦略 LCA 連携研究
機構

小原聡 バイオの炎 20年目の逆襲 テレビ東京「ガイアの夜
明け」

2025/09/12
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